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は じ め に

ジュニアスタディ ーツアーは、 海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 県内の中・高校生

とともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然等について学習し、 母県・沖縄との絆を深めることによ

り、 海外県系人社会の発展と次世代のウチナ ー ネットワ ー クの担い手を育成することを目的

としています。

本事業は、 平成13年に「第3回世界のウチナ ー ンチュ大会」のプレイベントとして実施さ

れましたが、海外県人会等からの強い要望を受け、平成14年度から継続して実施しています。

平成20年度は、 7月22日から7月28日まで一 週間の日程で実施しました。 今回のツア ー

には、 海外9カ国、 13の沖縄県人会から15名の参加者と5名の引率者（内1名は県内友好

協会より参加）、 沖縄県内から4名の中学生と11名の高校生が参加し、 県内各地で様々な体

験学習を行い、 無事全日程を終了しました。 今回はニューカレドニアから初めての参加があ

り、 ウチナ ー ネットワ ー クが更に拡充する契機となりました。

ツアー期間中、 参加者は首里城見学等を通して沖縄の歴史について学ぶとともに、 琉球漆

器制作体験を通じ、 琉球王朝時代に育まれた沖縄の伝統文化にも触れました。 また、 国際通

りの散策や美ら海水族館の見学を通して、 現在の沖縄についても学びました。 さらに平和学

習では、 戦争体験者から直接体験談を聞くことにより戦争の悲惨さと平和の尊さを学び、 自

然学習では比地大滝をトレッキングし、 沖縄の自然を十二分に満喫したことと思います。 そ

して世界に広がるウチナ ー ネットワ ー クに関する理解を深めてもらうために、 移民に関する

講話や移民について考えるワ ー クショップを実施しました。 これらの学習プログラムを通し

て、 沖縄に関する理解を深めることができたと思います。 また、 前年度に引き続きエイサ ー

学習も行いました。 ツアー期間中遅くまで練習に励み、 みんなで一つのことを成し遂げるこ

とによって、 同じウチナ ー ンチュとしての絆、 そしてアイデンテイティ ーを強く実感したこ

とと思います。

更に今年度より、 沖縄と世界をつなぐ架け橋としての役割を担って欲しいとの想いから、

海外参加者を「沖縄ジュニア大使」に認証しております。

この報告書は、 参加者や引率者の感想文とツアー 日程や写真等をまとめたものです。 この

冊子が生涯にわたる記念になるとともに、 参加者の皆さんが、 このツアーでの経験をきっか

けとして世界へ視野を広げ、 将来、 様々な分野で沖縄と世界の架け橋となる国際人として活

躍することを期待しています。

結びに、 平成20年度ジュニアスタディ ーツアーの実施に御協力を頂いた多くの関係者の皆

様に感謝の意を表し、 発刊のあいさつといたします。

平成20年12月

沖縄県観光商工部長 仲田 秀光
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1. 趣 旨
海外沖縄県系人子弟を沖縄県に招待し、 県内の児童生徒とともに沖縄の歴史、 文化、 自然など

の体験学習をとおして母県・沖縄との絆を深めることにより、 海外の沖縄県系人社会の発展と将来
のウチナー ネットワ ー クを担う次世代の人材育成に貢献する。

2. 事業内容
(1)実施期間：平成20年7月22日（火） ～7月28日（月）

来沖日： 7月17日（木） ～7月21日（月）
離沖日： 7月28日（月） ～8月2日（土）

(2)参加者
〇海外参加者

14歳～19歳までの沖縄県系人子弟 15名
※国別内訳(9カ国・15名）

ブラジル 3名 アメリカ合衆国
アルゼンチン 2名 カナダ
ペルー 1名 マレー シア
ボリビア 1名 ニュ ーカレドニア
キュ ー バ 1名

〇県内参加者
沖縄県内の中学・高校生15名（中学生4名、 高校生11名）

〇海外引率者
海外参加者の引率及び通訳の役割 5名

4名
1名
1名
1名

ブラジル、 アルゼンチン、 キュ ー バ、 アメリカ、 ニュ ーカレドニア 各1名
※ニュ ーカレドニアは、 県内の友好協会から参加

(3·)学習プログラム
① 自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れ合いながらその大切さを学ぶ。
② 歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、 沖縄が琉球王国だった頃の歴史とロマンに触れる。
③ 伝統工芸・芸能体験学習

沖縄の伝統工芸・芸能の体験学習を行う。
④ 平和学習

沖縄の戦跡等を巡りながら、 平和の意味を考える。
⑤ 社会学習

沖縄県庁見学、 国際通り散策等をとおして沖縄の現状を学ぶ。

-1-



時間＼ 
7/22（火）

1 日目
7/23 （水）

2 日目

7/24 （木）
3 日目

7/25 （金）
4 日目

7/26 （土）
5日目

7/27 （日）
6日目

7/28 （月）
7 日目

6:30 

7:00 

8:00 

9:00 

10:00 

11:00 

12:00 

13:00 

N 
14:00 

15:00 

16:00 

17:00 

18:00 

8:00レクセンタ ー出発
別スタッフ・ 会場セッティング� 注意事項の確認

8:30 県庁到着
8:45 県知事表敬式典

（歓迎セレモニー 、記念撮影）

10:00引率者・主催者 ・スタッフ
かんぽレクセンタ ー集合

事前ミーティング

11 :30 昼食 1Fレストラン

12:30 参加者受付開始

6:30起床

7:00朝食

自然学習（海）

13:20 参加者受付終了

13:30 開講式
～ オリエンテ ーション 113: 15 美ら海水族館見学

・概要説明 ・確認
・学習ツール配布

・振り返りシートの配布
①参加者自己紹介
②班 分け、班長紹介 114:30 イルカショ ー見学
③言語学習
④自国の概要紹介 1日目

～ 途中休憩～ 115:15 ●エメラルドビー チ到着
海水浴

ヒ ー チレクレ ーション

7:00起床

7: 30朝食

8:00出発
・車内にて前日の振り返りシートの回収

8: 30出発
庫内にて前日の援り返りシートの回収1 |

8:30出発
庫内にて前日の援り返りシートの回収l •前日の振り返りシートの回収

9:00 

9.:内にて前門ぽ認りシー トの回収I 自然学習（山）
●比地大滝
・トレッキング

9:30 

12:00海洋博記念公園到着 112:00昼食 ・ 弁当
12: 15昼食

17:00交流ブログラム 111 :00エメラルドビー チ出発
※進行・演出卒業生ポランティア

ホテル到着20分前
部屋割りの発表

18:00終了～荷物部屋移動 118:00 ホテルタニュー到着
18: 15 夕食••ホテルタニュー

14:00トレッキング終了

6:30起床

7:00朝食

10:00 

歴史学習
●首里城
●金城町の石畳

12: 15昼食 ▼
 

文化学習
13:30県立博物館到着
県立博物館・美術館見学

15:00ホテルタニュ"

|
闘詞雲誌〗館

（ホテルにて休憩） 伝統工芸体験
•琉球漆器

16:00 6期•7期卒業生8名到着
スタッフミーティング

18:30ウェルカムパーティ ー

夕食・・・かんぼレクセンタ ー

19:00 J ※参加人数80名程度 l
|

1
9 

00竺患窃努;
イヤー 119 : 15エイサ ー講習

19 :30 自国の概要紹介2日目※進行・演出卒業生ボランティア
・振り返りシートの配布

7:00起床

7:30朝食

9:30 

平和学習
●平和祈念資料館見学
・記録フィルム上映
・戦争体験談（長田勝男氏）
●公園内散策

●平和の礎見学
11 :45昼食

12:45ひめゆりの塔見学

14:00 

社会学習（街·人々）
●マチグヮー散策
※ガイド卒業生ボランティア

16:30散策終了

17:00 夕食..ホテルタニュー111:00那覇市伝統工芸館出発117:00テンブス館出発
（ハーベキュー ）

17:30かんぽレクセンタ ー到着117:30かんぽレクセンタ ー到着

7:00起床

7:30朝食

歴史・社会学習
※沖縄の 移民
①講話（前原信一氏）
「世界中に広がるウチナーンチュの心J
②ワ ークショップ

12:00昼食
レクセンタ ーレストラン

※ワ ークショップ再開 113:00スタッフ ・ ポランティア集合
テンブス館

16:00学習終了

13:30 参加者受付
•前日の振り返りシートの回収

14:30~15:30 
リハーサル
15:00来賓 ・ 一般参加者受付

15:30~ 16: 15 
学習成果発表会

16:20~16:40 
16:30エイサ ー講習 l修了式

16:40さよならパーティ ー準備
17:00さよならパーティ ー

※進行 ・演出卒業生ポランティア
※参加人数200名程度

18:00夕食 18:00夕食
・振り返りシー ト ・ アンケー トの配布

18:00解散
～ 各ホ ームステイ先へ ～

19 : 15エイサ ー 講習

18:30 
終了～解散

20:00 J20:ooパーティ ー終了
※名護行きの2日 分の荷物を
まとめ、残りの荷物は別部屋20:30 ～ 日程終了～

に保管
21:00 J 荷物預部屋へ案内

| スタッフミーティング

～ 日程終了～
スタッフミーティング

22:00 J22: 00就寝 122:00就寝

ホームステイ
・振り返りシートの配布 ·振り返りシートの配布

・振り返りシートの配布20:45 ～ 日程終了～

21:00 ～ 日程終了～ 1 20:45 ～ 日程終了～

スタッフミーティング
スタッフミーティング 1 スタッフミーティング

ホームステイ

レクレ ーション ・レッスンR使用可 lレクレ ーション ・レッスンR使用可

22:00就寝 22:00就寝 22:00就寝 I 

宿泊地 l かんぽレクセンター ホテルタニュー ホテルタニュー かんぽレクセンター かんぽレクセンター ホームステイ ホームステイ



Ti＼ me 
Jul 22 (Tue) Jul 23 (Wed) Jul 24 (Thu) Jul 25 (Fri) Jul 26 (Sat) Jul 27 (Sun) Jul 28 (Mon) 

Dav 1 Dav 2 Dav 3 Dav 4 Dav 5 Dav 6 Dav 7 

6 30 6 30 Wake-up time 6 30 Wake-up time 

7 00 7:00 Breakfast 7 00 Wake-up time 7 00 Breakfast 7 00 Wake-up time 7 00 Wake-up time 

7 30 Breakfast 7 30 Breakfast 7 30 Breakfast 

800 8 00 Departure 8 00 Departure 

8 30 Departure 8 30 Departure 

9 00 9 00 Courtesy call for all participants 9·00 History/ Social Study in the prefectural building Homestay 
*Welcome Ceremony ※Okinawan Immigration 
•Commemorative photo 9:30 Nature Study (Mountain) 9:30 Peace Study ①Locturo "Tho hearts of 

1000 10 00 Departure for Ocean Expo Park Uchinanchu throughout tho world" *Trekking in the Great Hui Falls 10 00 History Study •Peace Memorial Museum 
Explanation from the museum stltff ②Wori<shop IO 00 Escorting Staff and Organizers 

•Shuri—jo Castle -video session-
11 00 

Meeting •Stone pavements in Shuri-Kirijyo *Stroll in the par!< 
town •Orientation in the Cornerstone of 

↓ 
Peace 

11 30 Lunch 11 45 Lunch 
12 00 12 00 Nature Study (Sea 1) 12 00 Lunch 12 00 Lunch 

•Ocean Expo Pari< 
12 30 Participants Assembly Lunch 1215Lunch 

12 45 Orientation in the Himeyuri 
13 00 13 15 Orientation in Chraumi Aquarium Peace Museum Workshop 

Q 

13 30 Opening Speech ＇ -Orientation,.._, 

13 30 Culture Study 1400 •Distribution of study tools 14 00 End of trekking 14:00 Social Study (daily life· 
*Further expl_anations 

Orientation in Okinawa Prefecutural public mari<et place) 14 30 Rehearsal 

(1) Participants'self-introduction 14 30 Dolphin Performance Show Museum&ArtMuseum •Stroll in Machigua Ma水et Place 

15 00 
(2) Group allocation, selection of 

15 15 Arrive at Emerald Beach 15 00 Arrive at Hotel leaders 
(3) language study sea bathing 15 30 Departure 

(4) General introduction of your own ペ、 (Break time in hotel) 15:30 Presentation of loaming 
15.45 Traditional Arts outcomes 

16 00 
country Group Meeting (with the presence of •Ryukyu lacquered ware 16 00 End of Workshp 

chaperones and organizers) 
16 30 End of Stroll in Machigua 16 30 Eisa Class(3) 16 20--16 40 Closing Ceremony 
Market Place 

17.00 17 00 Exchange Program 17 00 Departure from Emerald Beach 17 00 Dinner (B B Q) 17 00 Departure ． 
17 00 Farewell Party 

17 30 Arrive at Hotel 

1800 18:00 End of Exchange Program 18 00 Arrive at Hotel 18 00 Dinner 18 00 Dinner 18 00 Picked up by host families 
1815 Dinner 

18 30 Welcome Party 18 30 End of Program 
,._, Dinner 

↓ 
~Dismissed~ 

19 00 19 00 Camp Fire 
1915 Eisa Class(l) 19 15 Eisa Class (2) 

19 30 General Introduction of your 
own country(2) 

2000 20:00 End of Welcome Party 

20 30 Group Meeting (with the Homestay Homestay 
Group Meeting (with the presence of presence of chaperones and 20 45 Group Meeting (with the 20 45 Group Meeting (with the 

21 00 chaperones and organizers) 21 00 End of Camp Fire presence of chaperones and presence of chaperones and 
Group Meeting (with the presence of 
chaperones and organizers) 

2200 22 00 Bedtime 22 00 Bedtime 22 00 Bedtime 22 00 Bedtime 22:00 Bedtime 

Lodging Kampa Recreation Center Tanyuu Hotel Tanyuu Hotel Kampo Recreation Center Kampo Recreation Center Homestay Homestay 



hミミ
Mar. 22/7 Mie 23/7 Jue. 24/7 Vie. 25/7 Sab. 26/7 Dom. 27/8 Lun 28/7 

l er dfa 2do dfa 3er dfa 4to dfa 5to dfa 6to dfa 7mo dfa 

6:30 6 30 Levantarse 6 30 Levantarse 

7·00 7 00 Desayuno 7 00 Levantarse 7 00 Desayuno 7 00 Levantarse 7 00 Levantarse 

7 30 Desayuno 7 30 Desayuno 7 30 Desayuno 

8 00 8 00 Partida del hotel 8 00 Partida 

8 30 Llegada a la Prefectura 8 30 Partida 8 30 Partida 

9 00 9 00 Visita a l  Gobernador 9 00 
· Ceremonia de bienvenida, foto H i storia • Sociedad Homestay 9 30 9 30 

Naturaleza (Montana ) Estudio sobre la Paz ※Emigraci 6n okinawense 
1 0:00 10 00 Reuni6n de T utores, 1 0  00 Partida de la Prefectura 1 000 

①
Expositor:Shinichi Maehara 

Organizadores y Personal ●Catarata "Huiootaki" H istoria ●Museo Conmem de la Paz (El Sentimiento Okinawense en 
· Caminata • Expl icaci6n-video el mundo) 

● Casti l lo Shuri ● Recorrido por el parque ②Taller 
1 1 :00 ● Caminito de piedra en ●L�pidas de l a  Paz 

Kanagusuku 
1 1  30 Almuerzo Natura leza (Mar) ↓ 1 1  45 Almuerzo 

1 2 :00 1 2  00 Ocean Expo Park 1 2  00 Almuerzo 1 2  00 Almuerzo 
1 2  30 Reuni6n con todos los 1 2  1 5  Almuerzo 12 1 5  Almuerzo 

pa rti c 1p antes 

1 300 ※Contin4 tlaci 6n del tal ler 
13 15 Acuario Chura Umi 

13 30 Apertura 1 3  30 

心

~ Orientaci6n `’ 
Cultura 1 400 · Entrega de materia l 1 4  00 Hrmino de la cam,nata 1 400 

· Descripci6n del programa ●Museo Prefectural y Museo de 
Sociedad (c iudad-gente ) 1 4· 30 - 1 5  30 Ensayo 

1 4  30 Show de delfines Bellas Artes 
● Recorrido por el mercado 

1 500 ①②③

④
T

P
P

P
a

r
r

r

e
e 

e 
l l 

sentaci6n personal 1 5  00 Llegada a l  hotel 1 5 1 5  
sent d e  grupos y I f  deres 1 5  1 5 ●Playa "Emerald beach" Cu ltura (Artes Trad ic . )  1 5  30~ 1 6  1 5  
er de idiomas banos de mar (Descanso en el hote l )  Presentaci6n final 
sentaci6n de c/pafs Lacado de vaji l la okinawense 1 600 1 6  00 Reuni6n del personal 1 6  00 Termino del  ta l ler 

16 20- 1 6  40 
16 30 T ermino del recorrido 1 6  30 Practica de Eisa Clausura 

1 7 :00 1 7  00 Activ. de lntegraci6n 1 7  00 Partida a l  hotel 1 7  00 Cena 1 7  00 Partida a l  hotel 1 7 :00 
(parri l lada) Fiesta de despedida 

1 7  30 Llegada al hotel 

1 8·00 18 00 Hrmino-transporte de 1 8  00 Llegada a l  hotel 1 8  00 Cena 1 8  00 Cena 1 8  00 Hrmino- Separaci6n 
equipajes a sus habitaciones 18 15 Cena 

18 30 Fiesta de Bienvenida 1 8  30 
Cena (en Kamporekucenter) T ermino ~ Despedida 

1 9  00 

↓ 
1 9  00 Activ. de Integraci6n 

~ Fogata 1 9  1 5  Pr�ctica de Eisa 19 1 5  Pr釦ctica de Eisa 
19 30 Presentaci6n de c/pafs 

2000 1 9  30 Termino de la fiesta Homestay -Termino de la jornada del di a-
Reuni6n del personal 20 30 ~ Hrmino de la jornada ~ Homestay Reuni6n del personal 20 45 -T er:mino de la jornada- 20 45 ~ Hrmino de la jornada ~ 

21 00 21 00 -Hrmino de la jornada- Reuni6n del personal Reuni6n del personal 
Reuni6n del personal 

22 00 22 00 Hora de dormir 22 00 Hora de dormir 22 00 Hora de dormir 22 00 Hora de dormir 22 00 Hora de dormir 

Estadfa Hospedaje Kamporekucenter Hotel Tanew Hotel Tanew Hospedaje Kamporekucenter Hospedaje Kamporekucenter Homestay Homestay 



記 念 写 真



海外参加 者 出 迎 え 7 月 1 7 日 ： ブ ラ ジル、 ア ル ゼ ン チ ン 、 ペ ルー 、 ボ リ ビ ア 、
ア メ リ カ 、 カ ナ ダ、 キ ュ ーバ 、 マ レ ー シ ア

7 月 2 1 日 ： ニ ュ ー カ レ ド ニ ア

20年置ジュこアス心＇ヽ ー
r Study 

平直20年震ジュニアスタテ＇ィ ーツアー

Juni�r 匹dy Tour 叫008
〇 沖縄隈 ｀＂ 
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平咸20年匿 ジュニアスタデイ ーツアー
JuniAStlJla Tour 2008 

平成20年麿ジュニアスタディ＝ツアー
08 



7 月 22 日 （火） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 、 ウ ェ ル カ ムパー テ ィ ー
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7 月 23 日 （水） 県庁表敬、 自 然学習 （海洋博記念公園 ・ エ メ ラ ル ド ビ ー チ ）
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7 月 25 日 （金） 歴史学習 （首里城） ・ 文化学習 （ 県立博物館 ・ 琉球漆器体験教室）
l
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7 月 26 日 （土） 平和学習 （ 平和祈念資料館 ・ 平和の礎） 社会学習 （ マ チ グ ワ ー散策）
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7 月 27 日 （ 日 ） 歴史 ・ 社会学習 （ 講話 「世界 に 広が る ウ チ ナ ー ン チ ュ の心」 ） ワ ー ク シ ョ ッ プ

- l l -



7 月 28 日 （ 月 ） 学習 成果発表会 ・ 修 了 式 ・ さ よ な ら パー テ ィ ー

- 12 -
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7 月 28 日 （ 月 ） ～ 8 月 2 日 （ 土 ） 見送 り
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ジ ュ ニ アスタ ディ ー ツ ア ー に参細 して



土�疇• 
天久 レ ニ ラ 阿 弓

· - - .  - - - - - - - - .  - - - . . . .  - - - .  - - - - - - - - - - - - - - - -

AMEKU LENIRA A YUMI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  

1 5 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - .  - - - - - - - - - - - - - ― ー ・

ブ ラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil 

• - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - — 囀 ― ― - - - - - - - - - - - - - - - . .  - - .  - - - - - - -. - - - - - - -. - - - . ．  

ブ ラジル沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2008

私 は 、 小 さ い こ ろ か ら 家族 が 話 し て く れ て い た 沖縄
へ行 く の が 夢 で し た。 そ の 夢 はJunior Study Tourの お
かげでか な い ま し た ！ ！

沖縄へ行 く 日 、 ブ ラ ジル に ボ リ ビア 、 ア ルゼ ン チ ン
と ペルー の 参加者 が 集 ま り 、 み ん な 一緒 に 沖縄へ 向 け
て 出発 し ま し た。

飛行機 が 沖縄 に つ い た と き 、 ま ず思 っ た こ と は 「 あ
れ？沖縄 っ て 今す ご く 暑 い ん じ ゃ な か っ た っ け？」 で も
そ れ は 、 ま だ飛行機の 中 だ っ た か ら です。 荷物 を と り 、
空港で待 っ て い た皆 さ ん と 会 い 、 い ざ外へ 出 て み る と 、
び っ く り ！ 予想 も し な い 暑 さ で し た。 「 わ ～ ！ こ れ が ウ
チナー の 暑 さ 。 。 。 私 は本 当 に 沖縄 に い る んだ」 と そ の
時実感 し ま し た。

最初 の 一 週 間 は 、 空 港 に 迎 え に 来 て く だ さ っ た な
かそ ね よ し こ お ば さ ん と さ え こ お ば さ ん 、 親戚の家で
homestay. 
毎 日 忙 し い 中 を 、 お ば さ ん た ち は あ ち ら こ ち ら へ連れ
て い っ て も ら い 、 案 内 し て く れ ま し た。
お世話 に な り 、 た いへ ん ご迷惑 を お か け し ま し た。

二週 間 目 は 、 い よ い よ ツ ア ー の 始 ま り です ！
各 国 か ら の 参加者 が 、 那 覇 に 集 ま り ま し た。

最初 は気 ま ず か っ た け れ ど， STAFF さ ん た ち が 作 っ
て く れた交流プ ロ グ ラ ム で 、 み ん な 遊 ん で い る う ち に
話が で き ま し た。 み ん な 、 優 し く 楽 し い 人 た ち で し た。
夜はみん な 、 ひ と つ の 部屋に集 ま っ て お し ゃ べ り を し
た り 、 ゲー ム を し た り 、 写真 と っ た り で 、 と っ て も 楽
し か っ た です！

二 日 目 に は 、 私 が 一 番 見 て み た か っ た 海 で し た ！
Beachへ着い た と き 、 真 っ 先 に 入 っ て 泳 ぎ ま し た ！ あ ん
な に水 が 温かい と は思 い ま せん で し た。
沖縄 の 青 い 海！ 白 い 砂 ！ き れ い で 最 高 で し た ！ み ん な で
ド ッ チ ボ ール も し ま し た ！

次 の 日 は 山 ！ 比 地 大 滝 ！ 山 道 を 上 が っ た り 下 が っ た
り 、 大 き なすべ る 岩か ら ど ん ど ん進み 、 比地大滝 に つ
き ま し た。 そ こ で も 泳 ぎ ま し た。 滝 の 水 は 、 海 と 違 っ
て 冷 た く て 気持 ち 良 か っ た です！

首里城 に も 行 き ま し た。 琉球王 国 が 当 時 ど ん な だ っ
た の か を 少 し学びま し た。

ひ め ゆ り の塔や実際戦争 を 体験 し た 人 か ら 、 そ の 時
の 悲 し い話 も 聞 き ま し た。 沖縄は本 当 に綺麗 な と こ ろ
が あ る けれ ど 、 本 当 に 悲 し い こ と が 起 き た と こ ろ で も
あ る ん だ な と 思 い ま し た。

最後 の 三 日 間 の夜 は 、 琉球國祭 り 太鼓 の 練習 も し ま
し た ！

Junior Study Tourで は 一 生 に 一 度 の 本 当 に す ば ら し
い体験で し た。 絶 対 に 忘れ ら れ な い 思 い 出 です！

文 末 に な り ま し た が 、 こ の よ う な 素 晴 ら し い チ ャ
ン ス を 与 え て 下 さ っ た 、 ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会 本 部 始
め 、 サ ンマ テ ウ ス 支部 の 皆 さ ん に厚 く お 礼 を 申 し 上 げ
ま す。 与那嶺 よ し こ 様 、 さ え こ さ ま に は い つ も 温か く
接 し て も ら い有難 う ご ざ い ま し た。 垣花輝明 さ ん に は
私 た ち を 引 率 を し て 下 さ い ま し て 心 か ら 感謝 い た し ま
す。 本 当 に ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た ！

に ヘー で一 び る ！

JUNIOR STUDY TOUR 2008 

Eu desde pequena tinha o sonho de ir para Okinawa. 
Conhecer tambem a terra natal dos meus pais. 

E esse sonho se realizou gra9as ao Junior Study Tour! 
No dia 1 5  de Julho, reuniu os participantes da Bolivia, 

Argentina e Peru no Brasil e fomos todos juntos a Okinawa. 
Quando o aviao pousou no aeroporto de Okinawa, a 

primeira coisa que eu pensei foi "ue, todos diziam que o 
calor daqui e intenso mas nao esta tao quente assim" mas 
era porque eu ainda estava dentro do aviao. Pegamos as 
nossas malas e encontramos com o pessoal que esperava 
por n6s no aeroporto . 
Quando sai  do aeroporto, levei um susto ! Estava muito 
abafado, mesmo o ar que resp irava estava quente - " 
Nossa !  Esse e o calor de Okinawa, eu estou mesmo em 
Okinawa! "  

Na  primeira semana ficamos na  casa de  parente. 
Eles me levaram a varios lugares todos os dias. 
Conheci varios lugares de Yomitan. 

Na segunda semana, come9ou o tao esperado Tour! 
Todos os participantes reuniram em Naha. 
No come90 todos n6s estavamos com vergonha, mas com 

- 1 5  -



as brincadeiras que os STAFFs criaram, comec,:amos a nos 

soltar e a  conversar. Todos eram bem alegres .e engrac,:ados !  

A noite no s  reuniamos em um quarto para conversar, 

jogar ou tirar fotos. Foi bem divertido ! 

No segundo d ia  fomos para a praia ,  que era um dos 

lugares que eu sempre quis ir, a primeira coisa que fizemos 

quando chegamos ,  foi entrar e nadar ! Eu nunca t inha 

pensado que a agua fosse tao quentinha. 

No dia seguinte fomos para a cachoeira H ij iootak i .  L 

a tambem nadamos .  A agua de la era diferente com a da 

praia, era geladinha. 

Fomos tambem ao Castelo Shuri, conhecer um pouco de 

como funcionava naquela epoca. 

Passamos pelo Himeyurinotou e teve palestra com uma 

pessoa que sobreviveu a guerra . Ok inawa tern muitos 

lugares l indos ,  mas que um dia tambem ja foi  lugar de 

muitas tristezas . 

Nos  u l t imos  tres d ias ,  a no i te ,  teve tre ino de e i s a  -

Ryukyu koku Matsuri Daiko. 

Junior Study Tour foi uma experiencia inexplicavel para 

m1m. 

Uma experiencia que nunca esquecerei .  

E finalmente quero agradecer a Assoc iac,:ao Okinawa 

kenj in  do Bras i l  e ao kenj inkai de Sao Mateus por essa 

oportunidade, ao Govemo de Okinawa , aos STAFFs que 

sempre nos  ajudaram, a Sra .  Yoshiko Yonamine e Sra .  

Saeko por terem me recebido com tanto carinho e ao Sr. 

Kimei Kakinohana por ter nos acompanhado ate Okinawa 

MUITO OBRIGADA! 
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屯
与那嶺 モ ニ カ 多美
· · - - - · · - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - - - · · - - - - - - - - - - - - -

YONAMINE MONICA TAMMY - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - - - - - - - - - - - · - - - - - · · · · · · · - - - - - - ·  
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イ チ ャ リ バ チ ョ ウ デー

空港で シー サ ー を 目 に し た 時 、 あ あ本 当 に 沖縄 に 着
いた ん だ な あ と 思 い ま し た。 沖縄は と て も 暑 く て 、 す
ぐ に で も シ ャ ワ ー を浴びた い ほ ど で し た。 空港 に はた
く さ ん の 人 の他 に 、 私 の 親戚 も 待 っ て い て く れ ま し た。
親戚の お じ さ んお ば さ ん は 、 私 を 浦添祭 り やエ イ サ ー

がすば ら し か っ た沖縄 ワ ール ド な ど 、 い ろ い ろ な と こ
ろ に連れて 行 っ て く れ ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー は 7 月 22 日 か ら 始 ま り ま し た。
カ ン ポ レ ク セ ン タ ー と い う と こ ろ に 集 ま り ま し た。 同
じ ブ ラ ジルか ら 行 っ た 人 の ほ か に は 、 誰 の名 前 も わ か
り ま せ ん で し た。 そ こ で は 自 己 紹介 を し た り 、 レ ク リ

エ ー シ ョ ン を し た り 、 ま た 自 分の 国 で の挨拶 を お ぼ え
た り し ま し た。 そ の あ と ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー が あ り
ま し た。 そ こ で会 っ た い ろ い ろ な 国 の 仲 間 達 と 、 28 日
ま で過 ごす こ と に な り ま し た。

初 め の 日 の 夜 は 1 4人 の 女 の 子 た ち が 同 じ 部屋で多分
い ち ばん う る さ い 日 で し た。 ト ラ ン プ を し た り 次 の 日
の 準備 を し た り し ま し た。

23 日 は 朝 早 く 起 き て 、 沖縄県庁 で 県 知 事 を 訪 問 し 、
そ の あ と と て も 大 き く て 有名 な 美 ら 海 と い う 水族館 に
行 き ま し た。 そ こ で は い ろ い ろ な海 の 魚 を 見 ま し た。
と て も かわ い い カ チ ャ ー シー を す る イ ルカ シ ョ ー を 見
た 後 、 エ メ ラ ル ド ビー チ で海 に入 っ た り バ レ ー を し た
り し て と て も 楽 し い 時 間 で し た。

24 日 は 比 地 大 滝 と い う と こ ろ に 行 き ま し た。 そ こ
で歩い て い る 時 、 私 は 水 の 中 に落 ち て し ま っ て 、 カ メ
ラ も 本 も 服 も 全部 ぬれ て し ま い ま し た。 ホ テ ル に戻 っ
た 後 、 バ ー ベ キ ュ ー が あ り ま し た。 ブ ラ ジ ル の シ ュ
ハ ス コ と 比 べ る と 、 日 本 の は コ ー ン や焼 き そ ば の バ

ラ エ テ ィ ー が あ っ て お も し ろ い と 思 い ま し た。 バ ーベ
キ ュ ー の 後 、 ス タ ッ フ に よ る レ ク リ エ ー シ ョ ン が あ っ
て 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー も し ま し た。 火 の ま わ り でみ
ん な で 島 唄 を 歌 っ た 時 は と て も 感動 し ま し た。 そ の あ
と みん な で い ろ ん な ダ ン ス を し た り し て と て も 楽 し い
時で し た。

25 日 は 首 里城 と 皿 を 作 る て ん ぶす館 を 体験 見 学 し
て 、 レ ク セ ン タ ー に 戻 り 、 そ こ でエ イ サ ー の 練習 が 始
ま り ま し た。

26 日 は平和博物館へ行 き 、 戦争時代 をす ご し た 人 の
話 を 聞 き ま し た。 学校で起 こ っ た 事や今 で も 悲 し い思
い 出 を持 っ た ま ま 生 き 残 っ て い る 人 々 の こ と な ど を 聞
き ま し た。 そ の後博物館 を 見学 し ま し た。 そ こ で は そ
の 時の 服や物 な ど が あ り ま し た。 亡 く な っ た 人 の名 前
が 書い て あ る 石 も あ り ま し た。 と て も 悲 し い と こ ろ で
し た。 で も 、 そ れ も 沖縄の歴史で忘れて は い け な い こ
と だ と 思 い ま す。 昼食 の 後 ひ め ゆ り の塔 に も 行 き ま し
た。 そ の後 と て も に ぎやかでお も し ろ い マ チ グ ア ー に
行 き ま し た。

27 日 は前原 さ ん に よ る 世界の ウ チナ ー ン チ ュ の 心 に
つ い て 話 を 聞 き ま し た。 ブ ラ ジル の こ と も よ く 知 っ て
い て 、 私 が 住 ん で い る と こ ろ も 知 っ て い る こ と を 聞 い
て び っ く り し ま し た。

そ の後行われた さ よ な ら パ ー テ ィ ー は 、 と て も 感動
的 な も の で し た。 そ の 日 の 事 を 思 い 出すだ け で泣 き た
く な る ほ ど 、 思い 出 に残 っ て い ま す。 ミ ル ク ム ナ リ を
発表 し て 終 了 証書 を も ら い 、 パ ー テ ィ ー が 終わ り ま し
た。 あ ん な に泣 く と は思い も し ま せん で し た。 初 め は
み ん な の名 前 も 知 ら な か っ た の に 、 最後 は全部 が 思 い
出 に残 る 感動 的 な も の で し た。

今 、 私 は 「 イ チ ャ リ バ チ ョ ウ デー 」 と い う 沖縄の言
葉の意味が は っ き り わ か り 、 私 の 人 生 に いつ ま で も 持
ち 続 け て い く つ も り です。 沖縄の 人 の想い。 私 た ち は
み ん な 兄弟 だ 、 同 じ と こ ろ か ら き た 、 喜び と 長 寿 の 島 、
沖縄。

パ ー テ ィ ー の 後 、 自 分た ち の 国 に帰 る た め 空港 に 行
き ま し た。 そ こ でみ ん な で プ リ ク ラ を撮 り ま し た。 そ
こ で撮 っ た 写真 は 、 今私の財布や シ ャ ー ペ ン な ど い つ
も 目 に付 く と こ ろ に は っ て あ り ま す。 写真 を 見 る た び
前は知 ら な か っ た 友達の名 前 、 顔、 そ の 子 の性格全部
が 思い 出 さ れ ま す。 地球の 裏側 で あ っ た 2 週 間 の 出 来
事 、 で も そ の 出 来事はお互 い の 心 が 通 じ合 っ た 時 で し
た。 ま た も う 一度会 い た い。 別 れ は いつ も と て も つ ら
い も の。 で も 、 あ の 時一緒 にす ご し た 時 間 を 思い 出 し
泣 く 涙 は2008年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー チ ー ム に参加 し た
満足感の あ る 涙です。 バ ス の 中 で歌 っ た こ と 、 夜 ホ テ
ルの部屋を行 き 来 し た こ と 、 た く さ ん し た お し ゃ べ り 、
毎 日 日 本語で書かな け れ ばい け な か っ た 日 記 を 手伝 っ
て く れた こ と 、 最後 の 日 に流 し た み ん な の 涙 、 み ん な
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の ひ と つ だ っ た 心 、 そ の 一 つ 一つ を 私 は 決 し て 忘れ ま

せ ん。
お世話 に な っ た皆 さ ま 、 そ し て 仲 間 た ち 、 心 か ら 感

謝の 気持 ち で い つ ば い です。 一 人 一 人 に お 礼 の 気持 ち

を 伝 え た く て も た く さ ん の 人 達な の で で き ま せ ん。 で

も 、 心 か ら 伝 え ま す。
あ り が と う ご ざ い ま し た ！ THANK YOU VERY 

MUCH ! MUCHAS GRACIAS ! MERCI BEAUCOUP ! 

MUITO OBRIGADA! ニ ヘ ー デー ビル ！ ち ゅ ら し ま

ウ チナ ー

ICHARIBA CHO-DE 

Quando vi que tinham dois shisas no local onde pegamos 
as malas no aeroporto , percebi que realmente estava em 

Okinawa. E stava muito calor e eu precisava de um banho 

urgentemente. Meus parentes estavam me esperando junto 

aos demais outros parentes .  Com eles passei uma semana a 

qua! aproveitei bastante . Fomos ao matsuri de Urasoe e ao 
Okinawa World onde pude ver uma l inda execu<;ao de eisa. 

0 Junior S tudy Tour come<;ou no dia 22  de ju lho .  No 

pr ime i ro d i a  no Kamporekucenter, nao s ab i a  o nome 

de n inguem,  a nao ser  das pessoas  da America Lat ina  

que  fo r a m  c o m i g o  d o  B r a s i l  a O k i n aw a .  F i z e m o s  

umas atividades para n o s  conhecermos ,  dan<;amos ,  nos  

apresentamos, treinamos a pronuncia de frases simples em 

cada idioma e depois tivemos o "Welcome Party". Ate o dia 

28, estive com varios jovens de todas as partes do mundo. 

Na primeira noite, tinham 1 4 meninas no mesmo quarto 
que eu, acho que era o mais agitado, pois  todos foram la  

depois para j ogar carta. Tivemos que arrumar nossas malas 

rapidamente para facil itar a saida no dia seguinte ao Hotel 

Tanew. 

Acordamos cedinho no dia 23 e fomos ate a prefeitura 

para nos encontrarmos com o governador. Depois  disso,  

fomos aos Aquario Chura Umi onde pude ver diversos tipos 

de animais marinhos e o famoso ' grande aquario ' ;  vimos 

show dos golfinhos que foi muito lindo quando eles dan<; 

aram kacha-shi- e fomos ate a praia Emerald. La, na praia, 

entramos na agua e jogamos v6lei na areia. Nos divertimos 

bastante, posso garantir. 

No dia 24, fomos ao Hij iootaki, fizemos caminhada e eu 

cai na agua !  Molhei tudo, inclusive a camera e meu livro. 

Voltamos ao hotel e fizemos ' barbecue ' que, comparado 

ao do Brasi l ,  tem muitas op<;oes de comida. Vai de milho a 

yakissoba. Ap6s o 'barbecue ' ,  participamos de uma gincana 

preparada pelos STAFFs e, depois ,  a fogueira. Cantamos 

" S h i m a  Uta" em v o l t a  da fog u e i ra ,  o que fo i mu i to  

emocionante. Dan<;amos tudo o que tfnhamos direito. 

No d ia  2 5  fomos ao Shurij o  e depo i s  ao Tenbutsukan 

onde confecc ionamos um ' co l agem no prato ' que nao 

lembro o nome . Voltamos ao Rekucenter e in ic iamos os  
treinos de e isa  com o Kuniyoshi sensei .  

No dia 2 6  fomos ao Museu da Paz, onde ass i st imos a 

uma palestra dada por um sobrevivente da guerra. Embora 

todos n6s est ivessemos com muito sono,  conseguimos 

notar como foram aqueles tempos de guerra, o desespero 

dentro das escolas e a dor da perda que cada sobrevivente 

leva  cons igo  ate h oj e .  A lem da pa l e stra,  ao andar no  

museu, vimos objetos, vestimentas e fotos daquela epoca. 

La  tambem exis te  uma espec ie  de  parede de marmore 

onde o nome de cada v i t ima da guerra esta escr i to .  E 

triste, mas e uma parte da hi st6ria de Okinawa da qua! na 

o podemos esquecer. Ap6s o almoc;o fomos ao monumento 

H imeyurinotou e ao 'machigua- ' onde vimos de pertinho o 

mercado okinawano que e bem atrativo e divertido. 

No dia 27 assistimos a uma palestra dada pelo Maehara 

san s obre o sent imento uch i nanchu- do mundo todo . 

Inclusive, ele conhecia o Brasil e ate o bairro onde moro ! 

No "Sayonara Party", ou a nossa Cerim6nia de Formatura, 

foi tudo muito rapido e emocionante . S6 de escrever sobre 
este u l t imo dia ,  me da uma grande vontade de chorar. 

Apresentamos 'Miruku munari ' ,  recebemos nossos diplomas 

e nos despedimos .  Nao pensei que choraria tanto .  S6 de 

pensar que no comec;o nao sabia o nome de ninguem, nao sei 

como, no final, tudo me emocionou tanto . Agora eu sei o real 

significado de ' icharibacho-de-' e e um pensamento que vou 

levar pro resto da minha vida, o pensamento de que todos 

somos irmaos, vindos de um mesmo lugar, a terra da alegria 

e da longevidade, Okinawa. Ap6s o "Sayonara Party", todos 

foram ao aeroporto, pois  n6s, da America Latina, jriamos 

voltar para casa. Tiramos 'purikura ' que estao grudados na 

minha carteira, lapiseira . .  em varios lugares que vejo todos 

os dias ! 

Quero que todos saibam, o quanto s into a falta de cada 

um. Quando vejo  fotos, sei o nome e o jeitinho de cada um. 

Foram apenas duas semanas do outro lado do mundo, mas, 
com muita certeza, foi como se eu estivesse em casa. 

Espero poder encontrar todos novamente . A despedida 

sempre e triste, mas s6 de lembrar o tempo que passamos 

j untos ,  eu choro l agrimas com sentimento sat i s fat6rio 

por ter feito parte do Junior S tudy Tour Team 200 8 .  Os 

momentos em que cantamos no 6nibus, as noites andando 

de quarto em quarto no Hotel Tanew e no rekucenter, as 

conversas, as ajudar que recebi na hora de escrever o dia 

rio de cada dia em nihongo, cada lagrima verdadeira que 
derramamos no ultimo dia . .  tudo isso mais a nossa uniao e 
o que conhec;o como ' shimanchu nu takara' . Foi uma experi 

encia unica da qual nunca vou me esquecer! 

Agradec;o a todos por tudo. Queria deixar uma mensagem 
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pra cada um, mas e muita gente entao nao tern como. De 

corac;ao: 

ARIGATOU GOZAIMASHITA ! THANK YOU VERY 

MUCH ! MUCHAS GRACIAS ! MERCI BEAUCOUP ! 

MUITO OBRIGADA ! NIFUE- DE-BIRU ! 
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2008年ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

ニ ヘ ー デ ー ビ ル ！ ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で は
大 変 お 世 話 に な り 、 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。
各 国 、 各 都 市 か ら 一 緒 に ツ ア ー に 参加 し て 下 さ っ た
方 、 新 し く 友達 に な っ て 下 さ っ た 方 、 沖縄で歓迎 し て
下 さ っ た親戚の皆様、 お世話 し て 下 さ っ た 方 、 皆様本
当 に ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。 今 、 私 は感謝の
気持 ち で 一杯 です。 今 回 の旅行は今 ま でで私の 一番 の
思 い 出 と な り ま し た。 日 本 に 行 っ て み た い ！ と い う 子
ど も の 頃 か ら の 夢 が や っ と 叶 い ま し た。 こ れ は名 誉 で
す ！ 一 世 で あ る 曾祖父 の 国 を 知 る こ と は誇 り で あ り 、
私 は 日 系 人 と し て 生 ま れた こ と に も 誇 り を持 っ て い ま
す。

当 初 、 試験 に通過 し た 知 ら せ を 聞 き 、 不 安 な 気持 ち
も あ り ま し た。 こ の 大 き な挑戦 を 私 は超 え ら れ る だ ろ
う か。 ま た 、 ブ ラ ジル を 紹介す る こ と は非 常 に難 し く 、
特 に 今年は移民百周 年 と い う こ と も あ り 、 簡 単 に 私達
の 国 ブ ラ ジル を紹介す る の は難 し い と 思い ま し た。 そ
こ で 、 一緒 に 日 本 に行 く サ ンパ ウ ロ の 人 と 、 ブ ラ ジル
の 服装や踊 り 、 太鼓な ど 、 ど の よ う に ブ ラ ジル を紹介
し よ う か事前 に イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し て 考 え ま し た。
そ の 人 と は 出発 当 日 、 グ ア ルー リ ョ ス 空港で初 め て 会
い ま し た が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 知 り 合 っ て い た
の で既 に 友達の よ う で し た。 更 に 、 ア ルゼ ン チ ン 、 ボ
リ ビ ア 、 ペルー か ら と の メ ンバ ー と も 合流 し 、 皆 で一

緒 に 那覇 ま で行 き ま し た。 旅路は順調 で し た。
那 覇 に 着 く と 親戚 が 迎 え に 来 て お り 、 最初の 一 週 間

は曾祖父 の 息 子 の 家 に 滞在 し ま し た。 家族の こ と や生
活 ス タ イ ル な ど に つ い て 、 た く さ ん話 を し ま し た。 滞
在 中 は色 々 な 事 を し ま し た。 家族 でお祝い を し 、 水族
館、 ビー チ 、 イ ルカ シ ョ ー 、 ト レ ッ キ ン グ、 比地大滝、
バ ー ベ キ ュ ー 、 首 里城、 平 和 祈念 資 料館 、 国 際 通 り
な ど ・ ・ ・ 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は エ イ サ ー を披露
し ま し た。 マ カ レ ナ と ブー ツ ス ク ッ テ ィ ン グベイ ビー

を踊 り 、 島 人 ぬ宝 を 歌い ま し た。 と て も 面 白 く 、 し か
し 心 の 中 で は と て も 悲 し か っ た です。 さ よ な ら の 時 に
は皆泣 い て し ま い ま し た。 最終 日 は 、 滞在先 でお世話
に な っ た 沢 山 の 人 た ち が 空 港 に 見送 り に 来 て く れ ま し
た。 そ し て 私 は 、 タ ミ さ ん 、 ア ユ ミ さ ん 、 キ メ イ さ ん 、

リ ナ さ ん 、 ナ オ ミ さ ん と 一緒 に ブ ラ ジル に 帰 っ て き ま
し た。

沖縄で の滞在は と て も 楽 し く 感動 的 で 、 知 り 合 っ た
人 た ち と 出来ればずっ と 一緒 に 沖縄に住み、 暮 ら し た
い気持 ち で し た。 沖 縄 は 、 人 、 場所、 景 色 、 食べ物、
文化、 全て が 素 睛 ら し く 、 と て も い い 思 い 出 です。 ブ
ラ ジル に 帰 国 し て も 、 私 の 心 は今 で も 沖縄 に あ り ま す。
私 は本 当 に 沖縄 に 恋 を し て し ま い ま し た。 是非 ま た何
度 で も 行 き た い です。 そ の た め に も っ と 沢 山勉強 し て
大学に 入 り 、 日 本語 を 磨 き 、 お 金 を 貯 め 、 そ し て 再び
日 本 に 行 き 、 知 り 合 っ た 友人 に ま た 再会 し た い です。

そ ん な経験 を 通 し 、 今 の 自 分 は 以 前 に 比べ て 成長 し
た と 思い ま す。 沖縄で過 ご し た 2 週 間 で学んだ こ と は
素晴 ら し い も の で 、 今 ま で の 私 の 人 生 で一 番 の思 い 出
と な り 、 一番 の 時間 と な り ま し た。 で き る だ け 沢 山 の
人 た ち に 沖縄 に行 く よ う 勧 め た い です。 絶対に後悔 し
ま せん か ら ！ 沖縄は素晴 ら し い 島 で 、 そ れ を 一 つ の 言
葉 に表 し た ら 『綺麗だ』 と い う こ と です。
両親、 兄 弟 、 祖 父 母、 家族 の 皆 、 沖 縄 協 会 会 長 玉城
ジ ョ ー ジ さ ん 、 沖縄協会 の 皆様 、 見送 り し て 下 さ っ た
友 人 、 私 に こ の よ う な素晴 ら し い経験 を 下 さ っ た こ と
に感謝 し ま す。 皆様本 当 に ど う も あ り が と う ご ざ い ま
し た。
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ボ リ ビア 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ・ ツ ア ー に参加 し て

ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ・ ツ ア ー 。 それ は沖縄県が 、 海
外 に い る 沖縄県 人子弟 を 沖縄県 に招待 し 、 沖縄 の歴史 、
文化、 自 然な ど の体験学習 を 通 し て 、 県 内 の 生徒 と の
交流 を 深 め る こ と 、 世界に広が る ウ チナ ー ン チ ュ の 架
け橋 と な る 人達 を 育 て る こ と を 目 的 と し て い る も の で
す。

私 は 、 今年 中 学最後 の 冬休み に二週間、 そ の ツ ア ー

に参加す る こ と がで き ま し た 。
私 の 祖母 は 、 ウ チ ナ ー グ チ を ま ぜて よ く 沖縄 の 話 を

し ま す。 美 し い 海 、 歌、 踊 り 、 着 物 、 お い し い 料理 、
キ ジ ム ナ ー や シ ー サ ー 、 緑 の サ ト ウ キ ビ畑 、 な ど な ど。
時 に は悲 し い 戦 争 の 話。 それ を 聞 い て い る 内 に 私 は絵
本で見た竜宮城 を イ メ ー ジ し な が ら 、 沖縄 を 身近 に 感
じ る よ う に な り ま し た 。 い つ か は祖母 の ふ る さ と を 実
際 に 見た い と 思 い 、 一生懸命 日 本語 と ス ペ イ ン 語 を 勉
強 し て き ま し た 。

そ の夢がか な っ た の です。 ＜ じ 運 の い い私は竜宮城
へ の キ ッ プ を 手 に し た の です。

ボ リ ビ ア 沖縄県人会か ら 、 参加決定 の お 知 ら せ を 受
け た 時 、 う れ し い気持 ち と 不安な気持ち で い っ ぱい で
し た 。 ポ リ ビ ア 代表者は私 一 人 だ っ た の です。 他 に 海
外 か ら は ブ ラ ジ ル 、 ア ル ゼ ン チ ン 、 ペ ル ー 、 キ ュ ー

バ 、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ、 マ レ ー シ ア 、 ニ ュ ー カ レ ド ニ
ア の 計 九つ の 国 か ら 、 十五名 の 参加者が い ま し た。 県
内 の 参加者 も 十五名 で し た が 、 引 率者や ス タ ッ フ 、 ボ
ラ ン テ ィ ア な ど を含 む と み ん な で約六十名 ほ ど に な り
ま す。 み ん な の 顔 を 見 た 時 、 世界 に は こ ん な に も ウ チ
ナ ー ン チ ュ が い る の か と び っ く り し て し ま い ま し た。
わ た し は 、 開会式での挨拶、 自 己紹介や ボ リ ビ ア の 紹
介 をすべて 日 本語です る と 、 県 内 の 生徒 と 間違え ら れ
る こ と も あ り ま し た 。 ち ょ っ と し た通訳 を 頼 ま れた り
し て い る 内 に 出会 っ た 人達 と ど ん ど ん友達 に な り ま し
た。 そ ん な 時 、 日 本語 を勉強 し て い て 良 か っ た な 、 と
心か ら う れ し く 思 い ま し た。 逆 に 、 ブ ラ ジ ル の 空港で
荷物がな か な か 受 け 取れず、 ポル ト ガル語や英語が話
せな く て 困 っ た 時 の こ と を思 う と 、 何か を 伝 え た く て
も それがで き な い と み じ め で く や し い 気持 ち に な る こ
と も 知 り ま し た 。 や は り コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に は言葉

が と て も 大切だ し 、 伝 え よ う ・ 理解 し よ う と す る お 互
い の 努 力 も 必要だ と 強 く 感 じ ま し た 。

ツ ア ー で は 五 つ の 学習 プ ロ グ ラ ム が あ り ま し た。 自
然学習 、 歴史学習 、 文化学習 、 平和学習 、 そ し て社会
学習 です。 見 る も の 聞 く も の 全て に感動 し 、 貴璽な体
験 を 沢 山 し て き ま し た が、 あ ま り に も 多 い の で そ の 内
容 を 一部だけ報告 し ま す。
① ま ず、 自 然学習。 世界最大級 の 水族館 「 美 ら 海水族
館」 の60cmの 厚 い ガ ラ ス に び っ く り し 、 そ の 中 に い る
沢 山 の種類の魚た ち の泳 ぎ に 感動 し ま し た 。 大 き なサ
メ も い る の で迫 力 満点です。 ま た 、 白 い砂浜 の エ メ ラ
ル ド ビ ー チ と い う と こ ろ は 、 そ の 名 の 通 り 深 い 緑 と 青
の 海で 、 そ こ に 立 っ た 時 は涙が出そ う な く ら い 感激 し
ま し た 。 海で泳 ぎ、 そ こ で初 め て海水が し よ っ ぱ い の
を 味わ い 、 体全身で沖縄 を 感 じ と る こ と がで き ま し た 。
そ こ で は 竜宮城 の 乗 り 物 ・ ウ ミ ガ メ に は 出 会 い ま せ ん
で し た が、 オ キ ち ゃ ん と い う 、 か わ い く て か し こ い イ
ル カ の シ ョ ー を 見 る こ と も で き ま し た。
②次 に 歴史学習。 首里城や金城町石畳、 博物館や美術
館 な ど を 訪ね 、 沖縄が琉球王 国 だ っ た 頃 の 歴史 と ロ マ
ン に触れ る こ と がで き ま し た 。 私達 ウ チ ナ ン チ ュ の 祖
先 は こ ん な に誇 り 高 く 、 た く ま し く 生 き て い た の です
ね。
③次 に 文化学習。 テ ン ブス 館 と い う 所で 、 美 し い 琉球
漆 の 黒 い 菓子皿 に 赤 い ハ イ ビ ス カ ス の 花 を 貼 り つ け ま
し た 。 記念 に 持 ち 帰 る こ と がで き 、 家 に 飾 っ て あ り ま
す。 エ イ サ ー も 指導 し て も ら い ま し た が、 なぜか県 内
の 生 徒 よ り 海外参加者の方が慣れ た 動 き で 上 手 に 踊 っ
て い ま し た 。 実 は 、 海外 の 「琉球国祭 り 太鼓」 の メ ン
バ ー が数人 い て 、 沖縄 の 文化 を と て も 誇 り に 思 っ て い
る の です。
④次 に 平和学習。 平和 の 意 味 を 考 え る た め に も 平和 記
念公園や ひ め ゆ り の 塔 の 見学予定の はずが、 私 だ け ダ
ウ ン し て し ま い 、 大事 を と っ て病院入院体験 と な っ て
し ま い ま し た 。 こ の 時 の 沖縄の 人 の 親切で丁寧な対応
は忘れ ら ま せ ん 。 お か げで学習 プ ロ グ ラ ム に は な い 、
い い体験 を し ま し た。 と い う と 怒 ら れ ま すね。
⑤最後 に 社会学習。 県庁見学や 国 際通 り 散策 を 通 し て
沖縄の現状 を 学び ま す。 マ チ グ ワ ー に も 案 内 し て も ら
い ま し た。 ツ ア ー 中 は 買物禁止 と い う こ と は知 ら さ れ
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て い ま し た が 、 こ の と き ほ ど 苦 し い こ と は あ り ま せ ん。
か わ い く て ほ し い 物が 目 の 前 に沢 山 あ る の に 、 お あ ず
け状態 な の です。

竜宮城で の夢 の よ う な体験話 し は こ れで 一通 り 終わ
り ま すが、 こ れか ら 浦島太郎 な ら ぬ私がボ リ ビ ア に 戻
り 、 今感 じ て い る こ と を報告 し ま す。

以前 、 国語六年 の 教科書か ら 「人類 は ほ ろ び る か 」 と
い う タ イ ト ルで地球環境 の 問 題 を 学習 し た こ と が あ り
ま す。 人 間 は 生 き 延びる た め 、 そ し て豊かな暮 ら し の
た め 、 知 恵 を 働 か せ技術 を 持 っ た か も 知 れ ま せ ん が、
むや み に 自 然環境 も こ わ し て き て い る と い う の です。

私が見てき た 沖縄 の 美 し い 海 に も さ ま ざ ま な 異変が
お き て い る と い う の です。 歌 に も あ り ま すが 、 き れ い
な サ ン ゴや魚た ち が死んで い く の です。 飛行機 に 乗 っ
た 時 、 上空か ら 見た 南米 の 美 し い緑 も へ っ て い く の で
す。 私 達 の 住 む こ の 地球 か ら 、 静 か に 、 で も 確実 に 、
一つ ま た 一 つ な く な っ て い く の です。

こ の地球上で は 、 私達 も 自 然 の 中 で生 か さ れて い る
と い う こ と を も っ と 自 覚 し 、 環境 を 守 り 続 け よ う と 努
力 し な ければ、 教科書 に あ る 通 り 人類は ほ ろ び る と ま
で言わ れ て い る の です。

ツ ア ー か ら 帰 っ て き て 、 祖母 に
「 お ば あ ち ゃ ん の ふ る さ と は 、 み ん な 優 し い 人 ばか り
で何 も か も が き れ い だ っ た よ 。 」
と 報告 し ま し た。 う そ で は あ り ま せ ん。 ただ、 祖母の
中 の ふ る さ と は も っ と 美 し か っ た の で は な い で し ょ う
か 。 平和 を 願 う 人 々 の気持 ち は も っ と 強か っ た の で は
な い で し ょ う か 。 それな の に 、 今で も 沖縄 の 上空 を ア
メ リ カ 軍 の 戦闘機 が ひ っ き り な し に 大 き な音 を た て て
飛び ま わ っ て い ま す。 最近、 こ こ ボ リ ビ ア では政治問
題で何人 も の命が消 え ま し た。

ど う か 、 世界中 の 人 の 心 も 自 然 も 美 し い ま ま で い て
く だ さ い 、 と 願 う 気持 ち で い っ ぱ い です。

こ の すば ら し い ツ ア ー に参加 さ せて く だ さ っ た沖縄
県 の 皆様、 あ り が と う ござ い ま し た 。 こ れか ら も ボ リ
ビ ア で 自 身 と 誇 り を 持 っ て ウ チナ ン チ ュ 魂 を ひ ろ め て
い き ま す。

Despues de participar en el Junior Study Tour en 

Okinawa 

Junior Study Tour, es un tour que tiene como objetivo, 

confraternizar a los descendientes okinawenses tanto de! 

interior como de! exterior de Okinawa, a traves de una 
experienc ia  conj unta de estudiar la h i storia,  la cultura 
y la  naturaleza de Okinawa; asimismo formar a dichos 

descendientes como portadores del espiritu okinawense 
para unir a todos los demas okinawenses que se encuentran 

extendidos en el mundo entero. 

Yo tuve la dicha de partic ipar en dicho tour, durante 

2 semanas de mi u l t ima vacac i6n de inv ierno de v ida 
colegiala primaria. 

Mi abuela, s iempre me ha contado d_e su pais natal 
lejana, con tono provinciano. La bel leza del mar, canto, 

ba i le ,  k imono,  comida t ip ica ,  l o s  seres de la  l eyenda, 
el verde cafiaveral ,  etc . y tambien su tri ste hi sotria de la 

guerra . .  A medida que fui escuchandola, Okinawa para m 

i fue un lugar ya muy famil iar, hasta me imaginaba como 

s i  fuera el  Ryugujo , lugar hermoso descrito en una fabula 

famosa de!  Jap6n . Entonces, senti fuertemente el deseo de 

ir a conocer esa tierra natal de mi abuela, y es esa ia raz 

6n por la cual estudie el idioma j apones y espafiol , con 

mucho esmero. 

Mi suefio de ir a Okinawa se hizo realidad. Mis manos 

alcanzaron el boleto para el viaje de mi suefio de Ryugujo.  

Cuando l leg6 el aviso desde la Asociaci6n Okinawense 

de Bolivia,  confirmando el viaje ,  senti tanta felicidad y al 

mismo tiempo un poco de miedo. Fui la 血ica participante 

de Bo l iv ia .  Fuimos un total de 1 5  part ic ipantes ,  desde 

los 9 paises de B ras i l ,  Argentina,  Peru, Cuba,  E EUU,  

C anada,  Malas ia ,  Nueva Ca l edon i a .  Y B o l iv ia ,  y de  

Okinawa- Jap6n fueron otros 1 5 ,  l legando a un total de  

60 participantes incluyendo los  organizadores.  Para mi fue 

algo sorprendente ver tantos descendientes okinawenses, 

cuando hab le  todo en j apones al  hacer e l  saludo en el 

acto de apertura, la  presentaci6n de mi pais y personal, 

mucha gente se confund6 pensando que era participante 

de Okinawa. Ademas hice un poco de traducciones ;  lo que 

me ayudo a hacer amistad faci lmente . Entonces me sent 

i tan feliz y recompensada por mi esfuerzo al estudio . Pero 

por otro lado, experimente una situac i6n completamente 
reversa en el Aeropuerto de Brasil ,  no sabia d6nde recoger 

mi equipaje,  cuando no pude bablar portugues ni ingles, 

senti tanta ansiedad y temor por no poder transmitir lo  

que uno desea hacer. Es  ahf  donde aprendf que para una 

buena comunicaci6n, es muy importante e l  lenguaje ,  y se  

necesita un esfuerzo mutuo del transmisor y el receptor. 

En el tour hubo 5 programas de estudio,  los  c叫es

fueron :  Estudio de la  Naturaleza, Historia, Cultura, Paz 

y Social . tuve muchas experiencias apreciables, estas son 

algunas de ellas en forma resumida. 

1 . � Fuimos a l  gigantesco 

acuario donde e l  grosor de!  v idrio mide 60 c m . Dentro 

de! cual nadaban varias especies de peces hermosas que 

fueron impres ionantes .  Y e l  poderoso t ibur6n . Tambiも

n fuimos a la  Playa que se l lama "Esmeralda" ,  donde el  

mar tiene un color verde azulado ta!  como lo describe con 

el  nombre, y hasta conmovedor por su belleza. Nadamos 

en el mar, donde por primera vez, tuve la oportunidad de 

comprender que el mar es salado. Es alli  donde experiment 
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e con todo mi cuerpo y alma lo que es Okinawa. No tuve 

Ja suerte de encontrarme con la tortuga gigantesca del  

Ryugujo, como narra la fabula; pero vimos el show de los  

delfines muy inteligentes y graciosos. 

2 .� Fuimos a vis itar al antiguo 

castillo "Shuri" ,  el camino viejo  pavimentado de piedras en 

"Kinjo  Cho" ,  museos y casas culturales donde se pueden 

aprec iar la era del Reino Ryukyu . Nuestros antepasado 

eran tan nobles y vivian con mucho rigor. 

3 .�. En la casa Tenbusu, fabricamos 

un p l ati l l o  con p intura Urush i  d i sefiando la flor  t ip ica  

de Okinawa, l a  cual traj e  p ara la casa como recuerdo . 

Tambien nos ensefi6 el baile Eisa,  lo  curioso fue que los  

participantes de !  extranjero bailaron muy bien ,  igual que 

los participantes japoneses, ya que algunos pertenecen al 

grupo de Ryukyukoku Matsuridaiko Grupo activo en el 

extranj ero y se sienten muy orgullosos de ser unos de sus 

rniembros.  

4 .� El p lan era v i s i tar l a  P l aza 

Conmemorativa de Paz y e l  Monumento Himeyuri , pero 

lamentablemente estuve en mal estado de salud, lo que me 

oblig6 a internarme al  hosp ital . Lo cual fue otra buena 

experiencia inolvidable , fuera del programa porque toda la 

gente que me atend6 foe amable y cuidada. 

5 .  � Visitamos la Prefectura y la calle 

l lamada Kokusaidoori (Av. internacional) ,  para observar 

la rea l idad soc i a l .  En Machigua (Mercadi to) ,  tuve un 

recuerdo muy duro, ya  que durante el tour estaba prohibido 

la compra . . . . y el lugar estaba l leno de ventas de productos 

muy atractivos para m, ! 

Todo esto ha s ido  una grata experi enc i a  como en  

Ryugujo de  la faabula E l  personaje principal Urashimataro 

vuelve a su rea l idad, y yo tambiもn volvi  a Bo l iv ia  para 

informar lo que siento ahora. 

Expresare mis sentimientos despues de la l legada a mi 
pais natal . Hace tiempo, habia estudiado un texto japones, 

sobre el problema del medio ambiente, donde redacta, que 

el hombre es e l  principal destructor de l a  naturaleza, por 

conseguir una vida prolongada y c6moda, a traves de su 

inteligencia y avanzada_ tecnica. 

El mar hermoso de Okinawa que v i ,  dice que sufre 

de un cambio anormal donde los  corales y los  peces van 

muriendose .  La hermosa selva de Sud America que vi 
desde el av i6n ,  d i ce  que tamb ien s e  esta perdiendo,  

desde e l  p laneta que v iv imos ,  a lgo va desaparec iendo 
poco a poco, en si lencio y con seguridad. Debemos tener 
conciencia que nosotros somos parte de la naturaleza y que 
dependemos de ella, S i  no cuidamos el medio ambiente, es 

casi seguro que el  ser humano se extinguira, como lo dice 

el autor del texto . 

Despues de! retorno de mi viaje ,  informe a mi abuela, 

diciendole que la gente de su pueblo natal, fue muy amable 
y que todo fue muy bonito. Pero me imagino que el  pueblo 

natal que vive dentro del coraz6n de mi  abuela ,  hubiese 

s ido aun mas hermoso, y que el deseo de paz de la gente, 

era mas  fuerte que ahora . S o l o  deseo  profundamente 

que los  corazones humanos y la naturaleza se  mantenga 

l impio  y puro . Porque en Okinawa se puede escuchar a 

cada momento el estruendoso ruido del avi6n de combate 

estadounidense. Y tambien en mi pais, en estos dias, hubo 

algunas muertes por problemas politicos. 

Agradezco a la Prefectura de Okinawa, por organizar este 

tour y me comprometo a difundir el espiritu okinawense, 

ahora que conozco mis raices, s iento con mas seg田idad y 

orgullo ser parte suya. Gracias por esta oportunidad 血ica.

Muchas Gracias. 
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安座間 上地 カ テ リ ネ 直未

AZAMA UECHI KATHERINE NAOMI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
1 6 歳 4 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ペルー共和国 Republic of Peru - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ペルー沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2008

J S T の経験 は言葉で言 え ま な い ほ ど 、 す ご く 楽 し
く て よ·か っ た です。

こ の 五 日 間 は と て も COOLで し た。 そ の 時 は毎 日 「 沖
縄 に い る こ と が信 じ ら れ な い 」 と 思い 、 今 で も ま だ信
じ ら れ な い気持 ち です。

そ の 一 週 間 で色 ん な 国 の 人達 と 出 会 い ま し た。 ア メ
リ カ 、 マ レ ー シア 、 ニ ュ ー カ レ ドニ ア 、 プ ラ ジル、 ア
ルゼ ン チ ン 、 キ ュ ー バ 、 ボ リ ビ ア 、 カ ナ ダそ し て 日 本
の研修生 も い ま し た。

一 人一 人 が 特別 な 人 た ち で 又 、 ガイ ドや ス タ ッ フ
の メ ンバ ー も 皆優 し く て 楽 し ま せて 下 さ い ま し た。 そ
の 人達が い た お 陰で 冒 険的 な 、 い い勉強が 出 来 ま し た。
心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す。

ペルー の リ マ 市か ら 出 る 前 は 、 日 本へ行 く こ と は あ
ま り 意識 し て い ま せん で し た。 で も こ れ は 大 変 な チ ャ
ン ス で あ る こ と は知 っ て い ま し た。 た だ 、 初 め て の 一

人旅 な の で ブ ラ ジルヘ行 く こ と が と て も 不 安 で し た。
ブ ラ ジルヘ着 い た ら ど う し た ら い い か 、 誰か迎 え に 来
て く れ る か、 カ バ ン は何処 に あ る か も わ か ら な く て 心
配 し て い ま し た。 ブ ラ ジルヘ着 い た 時、 飛行場か ら 出
て は い け な い と 言 わ れ ま し た。 も し も 出 た ら ロ ン ド ン
へ行 く に も 、 ま た税金 を 払 わ な け れ ばい け な い と 言 う
事で余 計 に 心配 し ま し た。 だ っ て 私 は ポル ト ガル語は
わ か ら な い か ら です。 で も と て も 親切 な カ ウ ン タ ー の
女 の 人 が 、 誰か迎 え に 来 た か を 見 に行 き ま し た。

丁度 ブ ラ ジルの旅行会社の 仲宗根 さ ん が ア ルゼ ン チ
ン と ボ リ ビ ア のJSTの メ ン バ ー と 一 緒 に 待 っ て て く れ
て 、 ほ っ と し ま し た。 そ の 後 ブ ラ ジルのJSTの メ ンバ ー

も 加 わ り ま し た。 そ し て ロ ン ド ン ヘ と 出 発 し ま し た。
ロ ン ド ン ま で は と て も 長 い 時 間 で し た。 そ の 上何 も す
る 事 が な く て 退屈 で し た。 ロ ン ド ンヘ着 い て 何 も 見 る
暇 も な く 、 走 っ て す ぐ に 次 の 便 に乗 り ま し た。

今度 は東京へ行 く 事 と 南米 の メ ンバ ー が 揃 っ て い た
事の安心感 で 心 が 弾 ん で う き う き し て い ま し た。

日 本 に 着 い た 最 初 の 印 象 は と て も 暑 か っ た こ と で
す。

成 田 で は ち ょ っ と 時間 が あ っ た の で 、 皆で少 し 買 い
物 を し て 沖縄へ 出 発 し ま し た。 皆 も 沖縄へ着 く の が 待

ち ど う し く て 、 ド キ ド キ し て長 か っ た フ ラ イ タ イ ム の
疲 れ は 、 も う あ り ま せん で し た。

沖縄． ． 夢 に ま で 見 た 美 し く て 静 か な 沖縄… 空 か
ら 見 る 沖縄は 写真 で 見 た 事 が あ り ま し た 、 で も あ い に
く 行 く 時 も 帰 る と き も 夜で し た の で大変残念 に 思 い ま
し た。

帰 っ て か ら 一 ヶ 月 た ち ま し た が 、 沖縄へ行 っ た事が
今 で も 信 じ ら れ な い気持 ち です。 夢みた い ． ． 美 し い
夢… 目 覚 め た く な い … で も い つ も の 生活 に も ど ら
な き ゃ い け な い 、 寂 し い気持 ち ですが 又 も 沖縄へ行 け
る 希望 を 胸 に 秘 め て 頑張 っ て い ま す。

沖縄の人達は と て も 親切 で 、 暖 か く て 、 訪れ る 人達
の 心 を優 し く 包 ん で く れ ま す。 JSTの ボ ラ ン テ ィ ア メ
ンバ ー 達 も そ う で し た。 誰一 人 、 「 楽 し く 過 ごせ な か っ
た 」 と 言 っ た 人 は い ま せん で し た。 沖縄の人達は本 当
に 明 る く て 、 朗 ら かで、 仕事が 好 き で 、 勤勉 で 、 いつ
も 前 向 き な 気持 ち を 持 っ た 人達です。 そ ん な 沖縄の人
達 を 尊敬 し ま す。

JSTの お 陰 で 、 平和祈念 資 料館で学ん だ事、 戦争 を
知 ら な い 私が第二次大戦 中 沖縄の 人達が ど ん な に 苦 し
ん だ こ と か、 生 き 延び る 為 に ど ん な に 苦労 を し た こ と
か を い く ら か理解で き る よ う な感 じ が し ま し た。 平和
の 大切 さ も わ か り ま し た。

沖縄の 文化、 歴史 、 自 然 も 学び、 そ し て 新 し い友達
も で き 一 生忘れ る 事の な い思 い 出 に な り ま し た。
前 に も 述べ た よ う に 、 沖縄は私の夢で し た。 私 はペルー

代表 と し て 選ばれた 事 を 光 栄 に 思い ま す。
私 を推薦 し て そ の 夢 を 叶 え て く だ さ い ま し たペルー

沖縄県人会 会長 フ ェ ルナ ン ド親 泊 様 、 JST を 企 画 さ
れた 沖縄県庁 の皆様、 担 当 を受 け持 っ た皆様並 び に ボ
ラ ンテ ィ ア の 学 生 の 皆様 に 心 か ら 厚 く お礼 申 し 上 げ ま
す。

ペルー で生 ま れ 育 っ た私ですが ウ チナ ー ン チ ュ の 子
孫 で あ る こ と を 誇 り に 思い ま す。

JUNIOR STUDY TOUR 2008 

La experiencia que v iv i  mientras estuve en e l  JST es 
increib le .  Tanto asi que ni tengo palabras para describir 
exactamente todo lo que sen t i .  Creo que eso es, pra 
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cticamente, imposible. Esos 5 dias que estuve con todos en 

el TOUR fueron, simplemente, geniales.  Ahi, todos los di 

as me ponia a pensar… y decia: "no puedo creer que este en 

Okinawa" . Y creanme que, hasta ahora no lo hago. 

Durante los  dias en los  que estuve en el TOUR conoc 

i a muchas personas, todas muy buenas y de distintos pa 

ises :  Estados Unidos, Malasia, Nueva Caredonia, Bras i l ,  

Cuba, Argentina, Bo l ivia ,  Canada y Jap6n . Todas estas 

personas tienen algo que los hace especiales y que hace que 

los quiera mucho .  Todo esto que digo sobre las personas 

que conoci no es s6lo para los miembros que participaron 

de! JST, sino tambiもn a los guias y miembros de! staff que, 

por cierto, hic ieron un muy buen trabaj o  por lo  que quiero 

agradecerles desde el fondo de mi coraz6n, ya que, si no 

fuera por el esfuerzo que e l los  pusieron al estar al tanto 

de todo lo que pasaba, no habria tenido la oportunidad de 

participar en el tour y asi experimentar esta aventura. 

Cuando estaba en Peru, a punto de salir, estaba, a decir 
verdad, normal. No me sentia tan emocionada como cuando 

ya estaba en Tokio ,  pero yo sabia que esa era una gran 

oportunidad y que iba a disfrutarlo al maximo, es s6lo que 

estaba mas preocupada, en ese momento, en que era lo que 

iba a hacer l legando a Brasi l  porque se suponia que ibamos a 

encontrarnos todos los sudamericanos alla, lo cual significaba 

que tenia que salir de vuelos en conexi6n y de donde estaban 

las maletas hacia el aeropuerto en s i .  El problema fue que 
me dijeron que no podia salir. Me dij eron que si salia, para 

volver a entrar y partir hacia Londres ,  tendria que pagar 

impuestos ,  asi que me empece a preocupar. Fe l izmente 

apareci6 una senorita que hablaba espafiol - porque de 

portugues solo sabia decir gracias - y me dijo que veria si hab 

ia alguien afuera esperando por mi. Cuando regres6 me dijo  
que, efectivamente, habia alguien de apel l ido Nakasone 

esperando por mi ,  asi que sali y conoci a las argentinas y 

a la boliviana. Mas tarde l legaron las brasi leras y partimos 

a Londres.  El  vuelo fue muy largo y, lamentablemente, no 

habia mucho que hacer en e l  avi6n .  L legando a Londres 

no tuvimos mucho tiempo, asi que practicamente tuvimos 

que correr para l legar a tiempo a l  siguiente vuelo, e l  que 

iba hacia Tokyo .  En ese momento ya me sentia un poco 

mas tranqui la porque no tenia que ir sola de un lado para 
0打o, sino que estaba acompafiada; y me sentia mucho. mas 
emocionada porque ahi s i  decia I I  i i i  vamos para Tokyo ! ! !  1 1 , 
lo que significaba que ibamos directo a Jap6n. 

La primera impres i6n que tuve de Jap6n fu e : 門 Hace
mucho calor! 1 1 , y es que era verano. 
Para mi suerte - y la de los demas, tambiもn - pudimos estar 
un tiempo en el aeropuerto y comprar unas cuantas cositas. 

Llegada la hora de partir hacia Okinawa, todos estabamos 
emocionados y no podiamos esperar mas. 

Desde hace mucho t iempo,  sofiaba con i r  a Okinawa 

porque me parece un lugar muy lindo y tranqui lo .  He visto, 

por foto, c6mo es que se ve Okinawa desde e l  cielo,  pero 

verlo ' en vivo y en directo ' debe ser muy diferente . Pero 

no tuve la oportunidad de hacerlo debido a que l l egamos 

en la noche de! 1 8 de Julio y partimos en la noche de! 29 

de! mismo. Siempre recordare todos los momentos que vivi 

mientras estuve en el  JUNIOR STUDY TOUR y a  la gente 

que conoc1 .  

Ya ha pasado un mes desde que volvi y aun no puedo 

creer que fui a Okinawa. Es  como un suefio . . .  un suefi 

o muy l indo del  que desearia no haber despertado, ya que 

vuelvo a la vida normal que tengo aqui, en Pe直

M ientras estaba al la ,  pude ver que las  personas que 

son de Okinawa tienen un calor especial en cada uno que 

hace que todos los que vayan hasta a l la  se  s ientan muy 

b ien .  Todas las personas trataban de hacerte sentir una 

tranqui l idad unica.  Hacian que, de una u otra manera, te 

sintieses bien. En verdad, admiro mucho a los okinawenses 

que ,  aparte de es tar s i empre a legres ,  son  l uchadores ,  

perseverantes y con l a  mirada siempre hacia adelante. 

Grac ias a esta beca, pude conocer muy de cerca todo lo 

que vivi6 Okinawa durante la Segunda Guerra Mundia l ,  

la  forma en l a· que trataron de sobreviv ir  y ,  aunque no 

puedo sentir que es lo que e l los  s intieron, de alguna u otra 
forma pude entender lo importante que es la paz para los 

okinawenses. 

Pude, tambien,  conocer l a  cultura de Okinawa en los  

tiempos antiguos vis itando el  Casti l lo  de  Shuri, as i  como 

la naturaleza de Okinawa en el mar y las montafias .  Conoci 

muchos amigos de diferentes paises y nunca los olvidare. 

La gente de Okinawa es muy amable  y cal ida con sus  

visitantes .  Lo mismo puedo decir de los participaron como 

voluntarios ,  todos muy amab le s .  Los okinawenses son 

alegres, trabaj adores y positivos por lo  cual los  admiro. 

La vis ita del Museo por la Paz en este Tour me hizo ver 

lo que sufri6 la gente para sobrevivir  en la epoca de l a  

Segunda Guerra Mundial y la importancia de  la paz. 

Siempre recordare lo aprendido sobre la cultura, historia, 

naturaleza y mis nuevas amistades .  

Tal como lo mencione anteriormente, conocer Okinawa 

era mi suefio, y ser elegida como representante de Peru fue 

un honor. 

Agradezco de coraz6n al S r. Fernando Oyadomar i ,  

Pres idente de l a  Asoc iac i6n Okinawense d e l  Peru p o r  

su recomendac i6n y p o r  hacer mi  suefio real idad, a l o s  

organizadores del JST, encargados y estudiantes volutarios .  

Estoy orgu l lo sa de ser descendiente okinawense y de 

haberme criado en Peru. 
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饒平名 さ ゆ り

SAYURI YOHENA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1 8 歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
アルゼンチ ン共和国 Argentine Republic - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
在亜沖縄県人連合会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー での思い 出 ま す。

1 枚 の紙 に た く さ ん の 思 い 出や気持 ち を 書 く の は と
て も 難 し い です。 こ の 2 週 間 で経験 し た こ と は他 と 比
べ ら れ な い 、 唯 一 の 経験 で あ り 、 言 葉 を も 超 え る も
の で し た。 他 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の メ ンバー
と も 分 か ち 合 え る 気持 ち です。 同 時 に 、 私 た ち 一 人ず
つ が他 と な い違 う こ と を経験 し て お り 、 私 た ち の 中 に
ず っ と 残 る も の に な る で し ょ う 。

私 た ち は 一緒 に た く さ ん の こ と を経験す る こ と が で
き ま し た。 初 め て 顔 を 合 わせ る 者 同 士 、 出身地 に 関係
な く 理解 し あ い 、 「 ウ ェ ル カ ム ・ パ ー テ ィ ー 」 か ら 始
ま り 、 名 護へ の 視察 （水族館や滝 ま で の 散歩） 、 ゲ ー

ム 、 前 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー 参加者 と の キ ャ ン プ フ ァ イ
ヤ ー 、 部屋 で の長話、 「 お風 呂 」 、 首里城見学、 沖縄の
漆塗 り 、 県 立博物館見学、 ト シ と の エ イ サ ー練習 、 戦
没者慰霊碑の視察そ し て移 民 に つ い て の お話 （最後 の
二つ は私の祖父母が苦労 し た こ と や、 現在私 た ち が今
生 き て い る た め に どれだ け の 苦難 を 乗 り 越 え た か理解
す る の に と て も 役 立 ち ま し た。 私 た ち は 自 分 が 現在 、
存在す る こ と が で き て と て も ラ ッ キ ー だ と 感 じ ま し
た ） こ の よ う な経験 を 通 し て 、 一 生 の 友 と し て お互 い
を 受 け入れ る こ と が で き ま し た。 最後 の 「 さ よ な ら パ ー

テ ィ ー 」 は と て も 感動 的 で 、 ほ ろ 苦 く て 、 皆 で 笑 い 、
泣 き 、 歌 い 、 踊 っ た が 誰 も 「 さ よ な ら 」 を 言 い た く あ
り ま せ ん で し た。

沖縄で知 り 合 っ た 人 々 、 ぬ く も り 、 親切 さ 、 初 め て
会 っ た と き か ら 暖 か く 迎 え ら れた 思 い 出 は沖縄の 一番
素晴 ら し い も の です。 沖縄 に 着 い た 日 は誰 と ど の よ う
に 会 う の か全 く 分か り ま せん で し た。 皆 さ ん の よ う な
素 敵 な 人 々 に 出会 え る こ と が で き て 、 と て も 嬉 し い サ
プ ラ イ ズで し た。

沖縄で は と て も 充 実 し た と き を 過 ごす事 が で き 、 こ
の ま ま 沖縄 に い た く て ア ルゼ ンチ ン に帰 る と き は と て
も 辛 か っ た です。

こ の よ う な 素晴 ら し い経験 を 与 え て く だ さ っ た こ と
に感謝 し ま す。 特 に 沖縄県 に は深 く 感謝 い た し ま す。
そ し て 、 沖 縄 で過 ご し た 素 晴 ら し い 2 週 間 の 間 に 出
会 っ た 方 々 に感謝 し ま す。 こ れ ら は い つ ま で も 決 し て
忘れ る こ と は な く 、 必ず将来再会 で き る 日 を信 じ て い

OTSUKARESAMA DESHITA !  

M i  experiencia e n  el Junior Study Tour 

Dificil es, realmente p lasmar en una simple hoja  tantos 

recuerdos, tantos sentimientos . . .  Lo que vivi en las ultimas 

2 semanas foe algo unico, inigualable,  que traspasa los I i  
mites d e  estas palabras . Es algo que compartimos con los 

demas miembros del Junior Study. Pero al mismo tiempo, 

cada uno de nosotros vivi6 momentos diferentes y unicos, 

que van a quedar guardados dentro nuestro siernpre. 

Compartirnos dernasiadas experiencias juntos :  desde ese 

"Welcome Party" en e l  que, sin nunca habernos v i sto la 

cara nos entendimos y pudimos aceptarnos el  uno al otro, 

como amigos de toda la vida, sin importar de d6nde proven 

iamos ;  pasando por las excursiones en Nago (el acuario y 

la caminata hasta la cascada en Yambaru) ; los juegos,  los 

paseos y el  fog6n con los chicos de los Juniors anteriores;  

las largas charlas entre nosotros en los cuartos ;  el "ofuro" ;  

l a  v is ita al  casti l lo  de Shuri ; e l  laqueado okinawense ;  la  

v is ita al museo de arte de Okinawa; las practicas de Eisa 

con Tosh i ;  la  conmocionante v i s ita al  monumento a los  

caidos por la  guerra y la  charla sobre la  inrnigraci6n (E 

stas dos ultimas me ayudaron a entender y a valorar la dif 

ici l  vida que tuvieron nuestros abuelos y todo por lo que 

tuvieron que pasar para que hoy dia nosotros estemos 

donde estamos .  Llegue a pensar que cada uno de nosotros 

estaba al l i  de suerte . ) ;  l legando al " Sayounara Party" ,  ese 

emocionante pero amargo final en el que reimos, l loramos, 

cantamos, bailamos, pero ninguno queriendo despedirse. 

Comenzamos e l  Junior Study separados por e l  idioma 

y las diferencias culturales, y nos fuimos cada uno por SU 

lado pero todos unidos por una amistad lograda desde el 

primer dia, y por el sentimiento de pertenencia a Okinawa, 

el hogar de nuestros ancestros .  

Y de todo aquello l indo que tiene Okinawa con lo que mas 

me quedo es con toda esa gente que conoci, con la calidez 

y la amabilidad que me brindaron desde el primer momento 

y la forma que nos atendieron. El dia que l legue no tenia 
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ni idea con que o con quien rne iba a encontrar, y fue una 

grata sorpresa haberrne topado con gente tan abierta. 

Llegue a disfrutar esta " is la uchinanchu" ,  que senti una 

tristeza y una congoj a  muy grande por no querer volverme, 

como un vacio dentro mio. Y no entendia c6mo en el mej or 

viaj e  de mi vida podia estar tambien uno de los dias rnas 

tristes que vivi. 

De cualquier forma fue una experienc ia  herrnosa y u 

n ica, y doy gracias a Dios  haberme presentado aquel dia 

para la  entrevista. Le estoy profundamente agradecida a 

Ia gobernaci6n de la  prefectura de Okinawa por haberme 
dado esta oportunidad increfble .  Tambien a todas aquel las 

personas  que me acornpafiaron y que estuvi eron a m i  

!ado e n  esas 2 maravi l losas semanas .  Es  algo que no voy 

a olvidar nunca, y espero con todas ansias que en algun 

momento se repita y pueda volver a Okinawa y verlos a 

todos nuevamente. 

OTSUKARESA畢 DESHITA !
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在亜沖縄県人連合会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2008

ど う し て 沖縄に行 こ う と 思い ま すか。 こ の 答 え に 対
し て は色 々 な 理 由 を 述 べ る こ と が 出 来 ま し た。 日 系 人
は さ ま ざ ま な 国 の 文化や 日 本の 文化 が 学べ る と い う 特
権 を 持 っ て い ま す。 そ し て 、 そ れ ら の 素晴 ら し い部分
を 吸収す る こ と が で き ま す。 さ ら に 、 沖縄県系 人 は ウ
チナ ー 文化 を 習 う こ と が で き ま す。

今 回 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を と お し て 、 沖縄
の 習慣 を 改 め て 大 事 に 思 う こ と が で き ま し た。 祭太鼓
の研修 で 、 カ チ ャ ー シー を 踊 る こ と に よ っ て 、 私 た ち
は ウ チナ ー ン チ ュ の喜びを感 じ 、 理解す る こ と が で き
ま し た。 ま た 、 沖縄の歴 史 を学び、 集 中 し て 忍耐強 く
お皿 も 作 り ま し た。 こ の よ う な経験や沖縄で経験 し た
すべて の 活 動 は失われ て は な ら な い と 思 い ま す。 私 た
ち に は ウ チナ ー ン チ ュ の 血 が 流れ て お り 、 忘れて は い
け ま せん。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で学ん だ こ と を 言葉で表
す の は と て も 難 し い です。

ウ チナ ー ン チ ュ の 気持 ち を 引 き 継 ぎ 、 次 世代 の 人 た
ち が 私た ち と 同 じ気持 ち な れ る よ う 、 伝 え る の は私 た
ち だ と 実感 し ま し た。 遠 く 離れ て い て も 、 培われた絆
は決 し て な く な る こ と は な い で し ょ う 。 私 た ち を 繋 ぐ
の は ウ チナ ー ン チ ュ の血で あ り 、 先祖で あ り 、 思い 出
で あ り 、 私 た ち の想 い だ と 感 じ て い ま す。

参 加 者 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 さ ん 、 ス タ ッ フ の 皆 さ
ん メ ル シー ！ ム イ ト オブ リ ガー ダ ！ サ ン キ ュ ーベ リ ー

マ ッ チ ！ ム ー チ ャ ス グ ラ シア ス ！ （ あ り が と う ） 忘れ
ら れ な い 思 い 出 、 そ し て 皆 さ ん に 会 う 機会 を い た だ き
と て も 幸せです。 参加者 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 さ ん 、 ス

タ ッ フ の皆 さ ん 、 それぞれ が 特別 な思 い 出 を残 し て く
れ ま し た。 だか ら 私 は皆 さ んそれぞれ の 素 敵 な 思 い 出
を 持 つ で帰 り ま す。

私 た ち の 先祖や 日 系 人 の 皆様 が 今 日 ま で に 築 い た も
の が 失 わ れ な い よ う 、 私 は こ れか ら も 日 本語の勉強 を
続 け 、 協力 も し て い く つ も り です。 ま た 、 若い世代に
対 し て 与 え ら れて い る 沖縄への研修制度 、 留学制度 は
と て も 大切 で 、 私 た ち の義務 を果たす上で と て も 大事
だ と 感 じ ま す。 こ の よ う な経験 を 通 し て 、 人 間 と し て

成長 し 、 私 た ち のルー ツ を理解 し 、 大切 に す る こ と を
教 え て く れ ま す。

沖縄で の生活、 教育、 仕事 、 歴史や習慣が ど の よ う
な も の な の か、 疑 問 に 思 っ て い ま し た。 沖縄へ行 き 、
最大限 に こ れ ら の こ と を学び、 理解す る の が 目 的 で し
た。 間違い な く 、 私 は こ れ ら の こ と 以 上 に 学び、 持 ち
帰 る こ と が で き ま し た。 た と え ば、 初 め て親戚に会 え
た 時 の感激、 エ イ サ ー や口線 の 音 を 聞 い た 時 の 感 覚 、
こ れ ら はす べ て 説 明 で き な い ほ ど美 し い 瞬 間 で し た。
そ し て 、 は っ き り と ウ チナ ー ン チ ュ の 血やJレー ツ は と
て も 強 く 私 た ち の 中 に残 っ て い る と 証明 さ れ ま し た。

沖縄県 と 在亜沖縄県人会 に こ の よ う な貴重な経験 を
さ せて く れた こ と に と て も 感謝いた し ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2 0 0 8 の よ う な 美 し
く 、 二度 と な い経験す る こ と が で き 、 も っ と 色 々 な 人
に伝 え て 、 他 の 若 い 人 た ち が 沖縄での研修や交流会 に
参加す る よ う 勧 め る こ と が 出 来 ま す。

元留学生や元研修生 た ち が 沖縄 の 思 い 出 を語 る 時や
ウ チナ ー グ チ で の フ レ ー ズ を 言 う た び に 目 を濶 ま せ て
い た の を思い 出 し ま す。 今 で は 、 彼 ら の気持 ち や涙 の
意味が分か り ま す。 今 で は 「 イ チ ャ リ バ ・ チ ョ ー デー 」
と い う フ レ ー ズ を 聞 く た び に 涙 が 流れ 、 沖縄で の 思 い
出 が よ み が え り ま す。

皆 さ ん 、 こ の絆 を あ り が と う ご ざ い ま し た。

JUNIOR STUDY TOUR 2008 

• Por u6 te ustaria ir a okinawa? Esta re unta la ude ir 

respondiendo con varios motivos.  

Los nikkei tenemos el  privi legio 曲＼ aprender de la cultura 

de cada oais v de la i aoonesa.  dandonos la oos ib i l idad 

de absorber lo  meior  de cada una de e l las .  Ademas.  los  

descendientes  de ok inawen ses  tenemo s  l a  venta i a  de 

aprender la cultura uchinanchu. 

En este Junior Studv Tour 2008 revalorizamos al !rnnas 

de las co stumbres de Okinawa . . Pudimos d i sfrutar 

comorender la alegria uchinanchu a traves de talleres de 

matsuridaiko. al bailar kachashi o ver odori. aorendimos de 

la historia de Okinawa v nos concentramos oacientemente 

al hac� activida�� todas 
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胆 aspiramos desde okinawa, no deben desaparecer, 

四四pos sanー �lvidarlo.

恥cil explicar con palabras todo lo 

血年 Siente en el Junior Studv Tour. 

位rendi que en un futuro vamos a ser nosotros los que 

幽0S con este legado tan importante del sentimiento 

革血anchu para que otros j6venes puedan vivir lo que 

noso�a 

醗r de las distancias, vamos a seguirjuntos, porque hav 

年que nunca nos va a separar: nuestra sangre, nuestros 

ante asados nuestros recuerdos nuestros sentimientos .  

馴 participantes, voluntarios y staff les digo MERCI! 

MUITO BRIGADA! THANK YOU VERY MUCH!  

MUCHAS MUCHAS GRACIAS ! DOUMO ARIGATOU! 

inolvidables los recuerdos !  feliz de haber tenido esta 

o ortunidad de conocerlos. Cada uno de los artici antes 

堕� de cada uno me 

llevo una sensaciOn preciosa ! ！ ！ ！ ！  
Voy a seguir estudiando nihongo y apoyar en lo necesario 

para que todo lo que han logrado nuestros ancestros y 

nikkei hasta el dia de hoy, no se pierda. Para eso me parece 

que los intercambios y becas a Okinawa destinadas a los j6  

venes son muy importantes, ya  que las generaciones mas j6  

venes y las futuras debemos mantener, perseverar y mejorar 

las cosas que nos fueron y seran legadas. Cada una de estas 

experiencias nos hacen crecer como personas, nos ayudan a 

comprender y valorar nuestras raices. 

Me preguntaba c6mo serian los okinawenses, c6mo seria su 

esti lo de vida, la  educaci6n, e l  trabajo ,  l a  h i storia y sus 

costumbres .  Fu i  a Okinawa con e l  obj et ivo de observar 

a l  max imo  y tratar  de aprender  y c o mprender  a l o s  

okinawenses .  S in  dudas traj e  mucho mas  que  todo eso ,  

las  sensaciones al ver  por primera vez a mis parientes, a l  

escuchar e i sa ,  un sanshin o alguna de las  tantas canciones 

que cantabamos todos juntos, esas sensaciones y momentos 

son inexpl icables y hermosas. Son las que siguen afirmando 

que la sangre y las raices son muy fuertes .  

A la prefectura de Okinawa y a l  Centro Okinawense en 

Argentina Jes agradezco por esta grandiosa oportunidad. 

Habiendo podido disfrutar de una experiencia tan hermosa, 

unica e i rrepet ible como lo fue Junior Study Tour 2008 

tengo muchas  ganas  de poder contar todo l o  v iv ido y 

alentar a que mas j 6venes  tengan i n i c i at iva  y qu ieran 
participar de las becas e intercambios .  Espero que muchos 

ch icos  mas puedan sent i r  a lgo tan fuerte como lo  que 

sentimos cada uno de los Junior Study. 

He escuchado tantos l indos recuerdos y vivencias de los ex 

- becarios a Okinawa, y a muchos de ellos Jes bril laban los 

ojos cuando escuchaban o decian una frase en uchinanchu 
que yo no comprendia .  Ahora los entiendo, ahora las la  

grimas, recuerdos y sensaciones aparecen cuando escucho 

ICHARIBA CHOODE ! ! ! 

A TODOS GRACIAS POR ESTE HERMOSO "LAZO" ! ! !  
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キ ュ ーバ沖縄県人会

沖 縄

僕 に と っ て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 で き た こ
と は 、 す ごい経験 と な り ま し た。 ま ず、 こ の 素晴 ら し
い イ ベ ン ト ヘ の 参加 を 実現 さ せて く れ た 沖縄県、 そ し
て すべ て の 関係者へ感謝 し ま す。 自 分 の 中 で言葉で説
明 す る の は難 し い 、 あ る 感情 を 覚 え ま し た。 祖父母や
叔父 と の 8 年ぶ り の 再 会 は本 当 に嬉 し か っ た です。 お
互 い の 頬 を 流れ落 ち る 涙だ け が そ の感 動 を 物語 っ て い
ま し た。

ツ ア ー が 始 ま る 前、 祖父母や叔父 と 一緒 に 沖縄 の 習
慣 を 学 び ま し た。 沖縄料理 を 味 わ い 、 寿 司 、 天ぷ ら 、
そ ば、 豆腐 を食べ、 豊 富 な 種類 の 野菜や果物 も 楽 し み
ま し た。 ア イ ス ク リ ー ム は食べた ら と ま り ま せ ん で し
た。 あ る 日 、 人 々 が他人へ振舞 う 行動 が 常 に 尊敬 と
礼儀正 し さ を 含 ん で い る こ と に気づ き ま し た。 年配の
方への気配 り も そ の 一 つ で 、 そ の年配の 方 々 が こ れ ま
で教え て き た こ と を 、 今 の 人 はそ れ を 自 然 に や っ て い
る ん だ ろ う な と 思い ま し た。

家族 ・ 親 戚 と 過 ごせ た 時 間 は と て も 有意義 で し た。
正 直 、 終 わ っ て 欲 し く な か っ た です。 キ ュ ー バ の 両親 ・

妹 ・ 友達の こ と さ え忘れた ほ ど 、 言葉 に 表せ な い ほ ど
幸せ な ひ と 時で し た。

ツ ア ー 初 日 、 言葉の壁か ら 皆 に と け こ めず 、 自 分 自
身 に ブ レ ー キ が かか り ま し た が 、 こ の イ ベ ン ト を運営
し て く れ た 人 た ち は 、 言葉 の 壁 は 問題 じ ゃ な い と 、 ゲー

ム や 歌 、 お し ゃ べ り を 通 し て う ま く ま と め て く れ ま し
た。 特 に グ ロ リ ア さ ん と 勝連 さ ん に は本 当 に感謝 し て
い ま す。 2 人 の おかげです ご く 気分が 落 ち つ け ま し た。
そ し て 、 な お み 、 さ ゆ り 、 エ ヴ ェ リ ン 、 ま う 、 あ い み 、
り こ 、 み ん な あ り が と う ！ 参加者全員 に も い ろ い ろ助
け て も ら っ て と て も 感謝 し て い ま す。 あ り が と う ご ざ
い ま し た。

各 国紹 介 は 、 皆 が ど ん な 生 活 を し て い る の か を 知 る
こ と が で き て と て も 勉強 に な り ま し た。 出身地はそれ
ぞれ異 な り ま す が 、 共通す る 部分 が た く さ ん あ っ た の
も 発見 の 一 つ です。

かん ぽ レ ク セ ン タ ー と ホ テ ル ・ タ ニ ュ ー は施設 も ス
タ ッ フ の 対応 も 素晴 ら し く 、 快適 で し た。

沖縄県庁訪問 で は 、 参加者がそれぞれ の 国 を 代表 し 、

各 国 国旗 を 手 に し 、 歓迎 さ れ感動 し ま し た。
海洋博記念公園 と 美 ら 海水族館 で は 巨 大 な 教室 に い

る 感 じ が し ま し た。 海 の 多様 な 生 き 物 、 そ れ を保護す
る 人 た ち な ど い ろ い ろ 学びま し た。 イ ルカ シ ョ ー も 楽
し み ま し た。 ビー チ も と て も き れい で し た。

比地大滝 も と て も 楽 し か っ た です。 ガイ ド の 説 明 も
面 白 く 、 森林 ・ 川 ・ 動植物 の 大切 さ な ど 自 然 につ い て
多 く の こ と を 学ぶ こ と が で き て 、 す ご く 為 に な り ま し
た。 全部 自 分 た ち で 準備 し て 作 っ た バ ー ベ キ ュ ー は 、
私 に と っ て は何 も か も が 初体験で し た。 こ れ ま で の 私
は 、 そ ん な こ と 頼 ま れ て も 、 ど う せで き な い と 思 っ て 、
や っ て い な か っ た だ ろ う と 思い ま す。 で も 、 で き な い
と 思 っ て い た こ と を やれた 、 人 は努力 と 典味次第 で何
だ っ て で き る も の だ と 気づ き ま し た。

首里城 を 目 の 前 に し た 時、 そ の壮大 さ に圧倒 さ れ ま
し た。 沖縄伝統芸能 の保存振興の拠点 と し て機能す る
県 立博物館、 テ ン ブ ス 館 も 素晴 ら し か っ た です。 伝統
芸能は若い世代に う ま く 受 け継がれて い る よ う で 、 そ
の 一 つ で あ る エ イ サ ー を 実 際 に 体験で き た こ と に嬉 し
く 思い ま す。 ま た 、 琉球漆器の お皿作 り も 最高 に 楽 し
か っ た です。

今 回 見 学 し た 中 で一番衝撃 を 受 け た の は 、 間違い な
く 平和祈念資料館で し た。 戦争 と い う 出 来事が 当 時の
人 々 に と っ て ど ん な に恐 ろ し い こ と だ っ た か、 戦争生
存者の 体験談 を 交 え て 、 改 め て震 え 上 が る 思い を し ま
し た。 僕 た ち 若 い 世代 が 戦争 に 対 し て ノ ー と 声 上 げ、
平和 を 望む こ と が 重要 と 思い ま す。 皆 の こ こ ろ が
常 に 平和 で い ら れ る よ う に 、 僕 た ち 若 い 世代 の 県 系 人
が こ の よ う な 実際 に あ っ た 出 来 事 を し つ か り と 伝 え な
け れ ばな ら な い と い う 重要性 を 考 え さ せ ら れ る も の で
し た。

お別れ は あ っ と い う 間 にや っ て き ま し た。 さ よ な ら
パ ー テ ィ では皆で エ イ サ ー を踊 り 、 それぞれの 目 に は
喜び と 寂 し さ が 一緒 に な っ た 涙 で一杯 で し た。 こ の ツ
ア ー に 参加 で き た こ と で 、 沖 縄 の 歴 史 、 文 化 、 習 慣 、
自 然、 平和 を 学ぶ こ と が で き ま し た。 本 当 に感謝 し て
い ま す。 一 生忘れ ま せん。

こ の 素 晴 ら し い 体験 の 日 々 の 中 で 、 ウ チナ ー ン チ ュ
と し て 、 自 分 自 身が成長 し た気 が し ま す。 こ の経験 は
間 違 い な く 僕 の 人 生 を 考 え さ せ る も の と な り ま し た。
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今 は 皆 と 離れ離れ に な っ た こ と の 寂 し さ で 一 杯 で す

が 、 同 時 に エ ネ ル ギ ー に 満 ち て い ま す。 平和 を 愛 し 、

自 分た ち の伝統 を残せ る 未来の た め に頑 張 ろ う 。 ど こ

に い よ う と も 、 ウ チナ ー ン チ ュ で あ る こ と は誇れ る こ

と で あ り 、 僕 た ち が こ の財産 を未来 に継承 し て い く 必

要性 を感 じ て い ま す。

最後 に な り ま す が 、 僕 た ち を 育 て 、 そ し て 僕 た ち を

形づ く つ て く れ る 沖縄、 いつ ま で も 感謝 し て い ま す。

Okinawa 

Para mi participar en el Junior Study Tour 2008,  fue una 

experiencia grandiosa,  no quiero dejar pasar por alto el  

profundo agradecimiento a la Prefectura de Okinawa por 

hacer pos ib le  nuestro suefio  de part ic ipar en tan magno 

evento , as i  como a todas las personas que de una forma 

u otra nos ayudaron e hic ieron real idad este viaje .  Lejos  

estaba de imaginar lo  que  sucederia dentro de mi como 

persona pues experimente sentimientos que son dificiles de 

explicar, el reencuentro con mis abuelos y tios luego de m 
as de 8 afios s in vernos fue de tanta alegria que solo las I 

agrimas de nuestros oj os son capaces de traducir todo el 

amor y carifio que se manifesto. 

Con e l l o s  aprendi a conviv i r  con las  costumbres de 
Okinawa, y a saborear los mas variados p latos t ip icos  

de  esta reg ion ,  aprendi a comer sush i ,  tempura, soba ,  

tofu, pude apreciar la gran variedad de vegetales y frutas 

tropicales que existen y c6mo se cultivan algunas de ellas, 

ademas no deje de probar varios sabores de helados, adema 

s pude darme cuenta de lo abnegados y sacrificados que son 

las personas, el respeto y la educaci6n con que se conducen 

hacia otras personas,  ademas del  carifio y amor que se 
transmite a los ancianos, pues son ellos los que ensefian y 

muestran el 
camino a seguir. 

P u e d o  dec i r  q u e  l o s  d i a s  q u e  p a s a m o s  j u n t o s  en  

fami lia fueron tan agradables que  no queria que  hubieran 

fina l izado ,  la nos ta lg i a  hac ia  la ausenc ia  de padre s ,  

hermana y a m i g o s  j unto  a m i ,  fo e s u s t i t u i d a  p o r  l a  
felic idad que sentimos todos a l  estar unidos d e  nuevo, y 
experimentar esa sensaci6n que no es posible expl icar con 

palabras. 

Cuando nos reunimos para dar inic io a las actividades 

del Junior S tudy, a l  princ ip io  fue d ific i l  para mi  poder 
integrarme pues la barrera del idioma constituy6 un freno 
para mi, pero las personas que organizaron este magnifico 

evento supieron a traves de juegos, cantos y conversaciones 
que es to  no fuera el a b i s m o  que  n o s  s e parara,  debo  

agradecer profundamente a la Srta Gloria Uchida y al Sr 

Katsuren por la cooperaci6n, preocupaci6n y ayuda que en 

todo momento me brindaron y que hicieron posible que me 

sintiera en casa, ademas a todo el colectivo de estudiantes 

que particip6 en dicho evento, en especial a la Srta Naomi 

Azama, Sayuri Yohena, Evelin Marcela, Mau Tomori, Aimi 

Ikemura, Riko Kaneshiro, en fin agradezco a todos los 

participantes la gran ayuda brindada. 

Aprec ie  mucho la presentac i6n de cada pa l s  pues me 

sirvi6 para conocer sus costumbres y como viven, ademas 

de mantener v ivas las tradiciones que son legadas por las 

generaciones precedentes, pudimos observar que tenemos 

muchas  c o s a s  e n  comun ,  a pesar  de  ser o r iundos  de 

diferentes paises, muchos habitos son mantenidos. 

Las instalaciones donde nos ubicaron Kamporekucenter 

y Hote l  Tanew, son magn ificas  y el trato de l  personal  

hacia nosotros igualmente, en e l los  nos sentimos muy bien 

atendidos pues son muy confortables. 

La visita a la Prefectura de Okinawa fue muy impresionante 

pues  todos l o s  que parti c ipamos en representac i6n de 

cada pals mostramos las banderas y fuimos recibidos muy 

cordialmente y de forma organ izada tambien pudimos 

agradecer este gesto . 

Luego partimos hacia el Ocean Expo Park y al Acuario 

Churami ,  aqui me pareci6 estar en un aula gigante pues 

aprendi la diversidad marina que existe, el fondo marino y 

los cuidados que se tienen para conservarlo,  el show de los 

delfines fue un espectaculo indescriptible ,  pude apreciar 

ademas la bel leza de las playas y tomar bafios de mar. 

Otra cosa  que  me agrad6 mucho fue l a  v i s i ta  a l a s  

Cataratas de! H ij iootaki ,  pues de  una forma muy amena e l  

guia nos  transmitia los  conocimientos que  nos  ayudaron 

a conocer mucho acerca de la naturaleza, su cuidado, la 

importancia de los bosques y r ios ,  los animales ,  adema 

s de conocer como se form6 parte de los sue los ,  en fin 

no perdimos t iempo pues a la  vez que disfrutabamos del  

hermoso paisaje,  aprendiamos, sin percatarnos de e l lo .  Al 

regreso partic ipamos en una parri l lada, que para muchos 

fue algo inusual  pues fu imos nosotros mismos  los que 

preparamos la cena, para mi fue 

la primera vez que lo hacia asi que constituy6 un juego m 
as, pero luego me pude percatar que de esta forma estaba 

s i endo ut i l  pues  aprendia a rea l izar algo que tal vez s i  

m e  lo pidieran no lo haria pues hubiera creido que no era 

capaz, eso nos demuestra de una forma muy senci l la y pra 

ctica que somos capaces de real izar muchas cosas, solo es 

necesario el esfuerzo y el interes nuestro para lograr algo. 

Otra escuela lo constituy6 la visita al Casti l lo Shuri, pues 

conocimos de cerca algo que habiamos visto en peliculas, 

pues verlo frente a nosotros fue algo muy impactante, al 

igual que el Museo Prefectural y el de Bellas Artes, donde 

pude observar c6mo se mantienen las tradiciones culturales 
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y folkl6ricas de Okinawa, y son transmitidas a los j6venes, 

y como parte de esto aprendimos a bailar Eisa, creo que fue 

maravi l loso poder hacerlo,  asi como el lacado de la vaj i l la , 

que de forma insuperable fuimos ensefiados por profesores 

que con dedicaci6n nos mostraron como hacerlo .  

La  v i s i ta  que mas  nos  conmocion6 s i n  dudas fue e l  

Museo Conmemorativo d e  la Paz, aqui pudimos vivir  lo  

que fue la guerra para el pueblo, lo desvastador y horroroso 

que es, nos estremecimos oyendo las vivencias de los que 

aun viven,  pero que nunca han superado lo vivido,  creo 

que es importante que nosotros los jぷenes de! mundo nos 

pronunciemos y alcemos nuestras voces en contra la guerra, 

a amar la paz, pues aun existen muchos paises que sufren 

por esta causa, esta vis ita nos hizo reflexionar acerca de la 

importancia que nosotros los descendientes mas j 6venes 

transmitamos esta experiencia vivida para que en nuestros 

corazones siempre viva la paz. 

La despedida nos  l l eg6 de forma inesperada pues  e l  

tiempo vo l6  tan rapido que no nos  percatamos de  e l lo ,  s6  

lo el  d ia  de  la clausura fue que se hizo consciente que  el  t 

ermino estaba por l legar, hicimos la presentaci6n final del 

E i sa, con los oj os  l lenos de lagrimas mezc la de alegria y 

tristeza agradecimos haber participado en estas actividades, 

que nunca podremos olvidar, pues gracias a ello conocimos 

acerca de la historia, cultura, las costumbres, la naturaleza, 

el amor a la paz. 

Como uchinanchu,  s i ento haber madurado en estos  

hermosos  d ias  v iv ido s , s i n  dudas la  escuela  pasada en 

apenas 1 5 dias me hizo ver  e l  camino  a segu i r, pues  

nuestros antepasados trazaron un  camino que  para e l l o s  
fue muy difici l  y que nosotros conocimos a traves de  este 

marav i l loso  programa, ahora l lenos de nostalgia por la 

separac i6n y partida pero l l enos de energia regresamos 

a nuestros hogares con l a  seguridad que tenemos que 

trabajar por un futuro donde se ame la paz, se mantengan 

v ivas  nuestras trad ic iones ,  y donde qu i era que ex i sta 

un  u c h i nanchu  pueda  d e c i r s e  de  el  que es un  d i gn o  

representante d e l  legado que n o s  dej aron, ahora n o s  toca 

a nosotros impedir  que tanta cultura, sab i duria y amor 

encontrados en este maravi l loso pueblo quede en el  olvido, 

seremos capaces de mantener y perpetuar lo aprendido, 

s o l o  me queda por  dec i r :  OKINAWA E S TAREMO S  

ETERNAMENTE AGRADECIDOS POR S E R  L A  ISLA 

QUE NOS NUTRE Y QUE NOS FORJA. 
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ハ ワイ 沖縄連合会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て

今回 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 、 私 に 沖縄文化
を い ま ま で以 上 に学ぶチ ャ ン ス と な り ま し た。 ま た
文化だ け で は な く 、 沖縄の歴史 、 世界 中 に い る ウ チナ ー

ンチ ュ の 沖縄 ス ピ リ ッ ト も 学ぶ こ と が で き ま し た。
こ の 沖縄へ の 旅行 は 、 私 に と っ て 初 め て の こ と ばか

り で し た。 一 人 で旅 を す る こ と や 、 世界 中 に い る ウ チ
ナ ー ン チ ュ に 会 う こ と も 初 め て で し た。 こ れ ら の こ と
を沖縄へ の旅行で経験 を す る こ と で 、 一 人 で世界 中 に
い る 友達 に会 い に行 け る よ う な 、 グ ロ ー バルな 人 間 に
な っ た気持 ち が し て い ま す。

沖縄の 歴 史 、 文化 を 学ぶ こ と が 、 今 回 の旅行の 目 的
で し た。 沖縄で過 ご し て い る 間 、 ク ラ フ ト 、 ハ イ キ ン
グ、 レ ク チ ャ ー を う け た り し ま し た。

1 日 目 は 、 色 々 な 国 か ら 集 ま っ た 人 達 と 会 い 、 交
流 を 深 め ま し た。 キ ュ ーバ 、 マ レ ー シア 、‘ ニ ュ ー カ レ
ド ニ ア 等 に も ウ チナ ー ン チ ュ が い る と 知 り ま せん で し

た。 私た ち は 、 言葉 を学ん だ り し て 、 ほ か の 国 につ い
て も 勉強す る こ と が で き ま し た。 日 本語、 英語、 ス ペ
イ ン語、 ポル ト ガル語、 フ ラ ン ス 語が 飛 び交 う こ と に
も 驚 き ま し た が 、 そ れ ら を ウ チナ ー ン チ ュ の 人 た ち
が話 し て い る こ と に も 、 と て も び っ く り し ま し た。

ま た 、 沖縄の 旅 で み た 自 然 も と て も す ば ら し い も の
で し た。 沖縄で の ハ イ キ ン グ は 今 回 が 初 め て で し た。
比地大滝への ハ イ キ ン グで は 、 自 然 に か こ ま れて 、 そ
の美 し さ に 息 も つ け な い ほ ど で し た。 深 い 、 深い緑で、
そ の 昔 が 、 ど ん な で あ っ た か想像 で き る ほ ど で し た。
と かげ、 カ メ レ オ ン 、 へび も 見 る こ と が で き 、 と て も
素晴 ら し い ア ドベ ン チ ャ ー で し た。 滝 に い く ま で に 、
私はびっ し よ り 汗 を かい て い て 、 ま る で海で泳い だ あ
と の よ う で し た。 滝 は 、 と て も 高 く 美 し く 、 水 の お ち
る 音 を 聞 く と と て も リ ラ ッ ク ス し ま し た。 水 に 足 を つ
け て み る と 、 と て も 気持 ち が よ か っ た です。 沖縄 で 、
こ ん な に 素晴 ら し いハ イ キ ン グ を す る こ と が で き 、 た
く さ ん の こ と を 知 る こ と が で き て 、 こ こ ろ か ら 「 あ り
が た い」 と 感謝 し て い ま す。

自 分 自 身の ア イ デ ンテ ィ テ ィ の 一部 と し て 、 自 分 自
身の 文化 の歴史 を 学ぶ こ と は 、 大切 です。

私達は 、 首里城 の歴史 と 沖縄で起 き た 戦 い に つ い て

学びま し た。 沖縄で の 戦争 は 、 一番私 の 心 に 、 響 き ま
し た。 人 々 が 、 苦 し ん で い る 写真 を 見 る の は 、 と て も
つ ら い も の で し た。 な に も で き ず 、 泣い て い る だ け で
し た。 長 田 さ ん か ら 、 戦争の 話 を 聞 き 、 生 き 残 る た め
に互い に助 け合 え な か っ た こ と 、 そ の 中 で友達や家族
を 失 っ た こ と な ど 、 彼の痛みを感 じ ま し た。 自 分た ち
だ け が 、 生 き 残 る こ と を 考 え た 時 に 、 人 々 の モ ラ ル は
消 え 、 “ 戦争 は 、 人 々 を 悪魔 に 変 え た ” と 長 田 さ ん は 、
話 さ れて い ま し た。

私 は 、 戦 争 を 体験 し て い ま せ ん が 、 沖 縄 の 平 和 へ
の メ ッ セ ー ジ を し つ か り と 理解 で き ま す。 ウ チナ ー ン
チ ュ の 人 々 は 、 戦争の 間 中 、 た く さ ん苦 し み を経験 し 、
二度 と 同 じ こ と が 起 き て は い け な い と 思 っ て い ま す。
こ の ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 、 い か に 沖縄が 、 世界 中 か ら
人 々 が 集 ま り 、 友達 を 作 っ て い く こ と で 、 多 く の 国 々
に 、 平和 を 広 め て い こ う と 努 力 し て い る かが 、 よ く
伝 わ る 例 だ と お も い ま す。

海 に 行 っ た り 、 ハ イ キ ン グ 、 漆の器作 り も 、 素 晴 ら
し い思 い 出 ですが 、 何 よ り も 世界 中 の 人 々 と 、 友達に
な れた こ と は忘れ ら れ な い思 い 出 です。 た く さ ん の 国
か ら 来 た 人 々 と 出 会 う こ と で 、 「 視野 を 拡 げ る 」 と い
う 目 標 を 達成す る こ と が 出来 ま し た。 沖縄で、 出 会 っ
た 友だ ち を 通 し て 「 ウ チナ ー ン チ ュ ス ピ リ ッ ト 」 を 学
び ま し た。 「 イ チ ャ リ バ チ ョ ー デ ー 」 の 意 味 を 彼 ら は
教 え て く れ ま し た。 一度会 う 人 は 、 皆家族 と い う 意味
の 「 イ チ ャ リ バ チ ョ ー デー 」 。 こ の ス タ デ ィ ー ツ ア ー

の 間 、 自 分た ち の家族 を 作 っ て い る 気持 ち に な り ま し
た。 皆忘れ ら れ な い 一 生 の 思い 出 を 作 る こ と が で き て 、
お 互 い 苦 し い 時 も 楽 し い 時 も 助 け合 え る 仲 間 です。

世 界 中 に ウ チ ナ ー ン チ ュ が 散 ら ば っ て い た と し て
も 、 皆 同 じ ウ チ ナ ー ン チ ュ ス ピ リ ッ ト を し つ か り と
持 っ て い る の だ と い う こ と を 学びま し た。 例 え ば、 お
互 い が違 う 言葉で 話 し た と し て も 、 大家族 の よ う に
い つ も つ な が っ て い る よ う な感 じ です。 も っ と 言 う な
ら 、 皆 「 カ チ ャ ー シ ー 」 を 知 っ て い て 、 そ れ に参加 し
た り し ま し た。 私 に と っ て 、 こ の旅行 は 、 自 分の視野
を拡げ、 大 き な 世界 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 1 人 に な れ る
と い う 、 素 晴 ら し い チ ャ ン ス を く れ ま し た。

2 0 0 8 年の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る
こ と が 出 来 た こ と に 、 心 か ら 感謝 し て い ま す。 こ の 沖
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縄旅行 は 、 運命 の旅行 だ っ た と 思い ま す。 自 分 の ルー

ツ を探 し 、 文化 を 学び、 新 し い友達に 出 会 う 旅以 上 に
素睛 ら し い旅 な ど 、 あ る で し ょ う か。 私 は 、 こ の旅行
で ウ チナ ー ン チ ュ と し て の ア イ デ ンテ イ テ ィ ー を 見つ
け る こ と が で き 、 世界 中 の ウ チナ ー ン チ ュ と つ な が
る こ と が 出 来 ま し た。

沖縄の 人 々 、 ま た私 に 沖縄ですば ら し い 時間 をす ご
せ る チ ャ ン ス を 与 え て く れ た 沖縄県庁 に 、 と て も 感謝
し て い ま す。 自 分達 に 与 え ら れた 素晴 ら し い チ ャ ン ス
に 、 私 も 、 今 回 の ツ ア ー で 出 来た 私 の 友 達 も 、 感謝 し
て い ま す。 沖縄で学ん だ こ と 、 経験 し た 思い 出 どれ も
決 し て 忘れ る こ と は な い で し ょ う 。 「 ニ フ ェ ー デ ー ビ
ル」 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。

Okinawa Junior Study Tour 2008 

Receiving the Okinawa Junior Study Tour scholarship 

gave me the opportunity to l earn about the Okinawan 
culture . On this tour, not only did I learn about the culture 

and history, but I learned about the Okinawan spirit, that 

of which Uch inanchu a l l  over the world posses s .  Th i s  

Okinawa t r ip  was a lo t  of firs t s  fo r  me,  i t  was  the  first 

time traveling by myself and it was my first t ime meeting 

Uchinanchu from abroad. Both of these firsts were learning 

experienc e s .  I am now an independent traveler, brave 

enough to vis i t  my friends a l l  over the world, and I have 

become a global citizen. 

The main purpose of the Okinawa Junior Study Tour was 
to teach us about the Okinawan history and culture.  During 

the study tour, we did everything from lectures to hiking 

to hands on crafts. The first day of the tour was to network 

and meet the other participants from the different countries. 
I did not know that there were Uchinanchu in p laces l ike 

Cuba, Malaysia ,  and New Caledonia .  We had language 

lessons  and we l earned about each other ' s  countri e s .  I 
was amazed to hear al l  of the Japanese, English, Spanish, 

Portuguese, and French being spoken in the same room.  

I t  was so astoni shing because they were a l l  Uchinanchu 

speaking those languages .  

I real ly enj oyed the nature aspects of the study tour. I t  

was my first  experience going to an Okinawan beach and 

going hiking in Okinawa. It was so breathtakingly beautiful 

to be surrounded by nature when we were hiking to Hij i  

Fal l s .  There was s o  much greenery; I could imagine what 

it must have been living in the old days. It was such a great 
adventure, we saw many kinds of l izards, and chameleons, 
and we a l s o  saw a snake . I was so  hot and sweaty by 
the t ime we got to the waterfal l ;  i t  looked l i ke I went 

swimming. The waterfall was beautiful,  it was so tal l ,  and 

the sound was so relaxing. Dipping my feet in the water 

was so refreshing. I t  was such a wonderful experience to 

have gone hiking in Okinawa; I real ly appreciate what I 

learned. 

Le arn ing  about  the  h i s tory of o n e ' s c u l t ure  i s  an 

important part of  discovering one 's  identity. We toured 

Shuri Cast le and learned about the glorious days of the 
Ryukyu Kingdom, and we also vis ited the Peace Park to 

learn about the B att le of Okinawa. Learning about the 
h i story of war in  Okinawa affected me the most. Seeing 

the p ictures of people suffering in war torn Olcinawa was 
heartbreaking, I could not help but cry. Hearing the first 

hand story of war from Mr. Nagata, I could feel his pain. I 

could never imagine what it was l ike not being able to help 

others in order to survive, or what it was like to have lost 

h is  friends and fami ly. Mr. Nagata said that "War makes 

human be ings  demon s "  because our morals d i sappear 

when thinking about the survival of ourselves .  Although I 

have not experienced war, I understand Okinawa 's peace 

message c learly. The Uchinanchu experienced so much 

suffering during the war that they do not want it to happen 

again .  This study tour is a perfect example of how Olcinawa 

is trying to promote peace among many nations, by giving 

us the opportunity to make friends from around the world. 

Some of my favorite things on this tour were going to 

the beach, hiking, and making the lacquer p late,  but my 

most memorable experience of this study tour was making 

l ifelong frien·dships with people from around the world. 

I definitely achieved my goal of broadening my horizons 

by befriending so many different people .  Through these 

friendships I learned about the Uchinanchu spirit. These 

friendships taught me more about " Ichariba Ch6de" and 

the meaning behind it. The saying "Ichariba Ch6de" means 

once we meet we are family. During the Junior Study Tour, 

it fel t  l ike  we had created our own fami ly. We created 

memories  that wi l l  be remembered forever, and we wi l l  

always b e  there t o  support each other through our ups and 

down s .  I l earned that even though we are Uchinanchu 

l iving in different countries ,  we al l  have the Uchinanchu 

spirit  inborn in us. For example,  even though there were 

l anguage barriers ,  we a l l  seemed to connect  with one 

another and form one l arge family. Another example  i s  

how everyone knew how t o  dance kachaashi,  and everyone 

j oined in when the music started playing. This Study Tour 

was such a great opportunity to expand my horizons and 

become a part of a larger world community. 

I greatly apprec iate be ing ab le  to part i c ipate i n  the 

Okinawa Junior Study Tour for 2008 .  This  trip to Okinawa 

was the trip of a lifetime for me. What could be better than 

to travel to find one's roots, to study culture, and forming 

friendships that wi l l  last a l ifetime? This trip has helped 
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roe to find my Uchinanchu Identity, and has connected me 

with Uchinanchu a l l  over the world.  I am so grateful  to 

the people of Okinawa and the Okinawan Government for 

giving me the chance to visit Okinawa and learn about my 

heritage.  My friends and I a l l  appreciate the opportunity 

that we were given . We wil l  never forget the lessons that 

we learned and the memories we made ·together. 
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サ ンフ ラ ンシス コ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2 0 0 8

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 一 生 に 一 度 だ け の 貴重
な経験だ と 思い ま す。 も し ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

が な け れ ば絶対 に こ の 様 な 仲 間 と 出会 う 事 も な く 、 多
分 こ ん な 素睛 ら し い経験 を 共 に す る 事 は 無 か っ た と 思
い ま す。

世界 中 よ り 仲 間 が集 ま り ま し た。
ア ルゼ ン チ ン 、 ブ ラ ジル、 ボ リ ビ ア ， ペルー 、 キ ュ ー

バ 、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 、 米 国 、 カ ナ ダ、 マ レ ー シ ア そ
し て も ち ろ ん 沖縄です。

今 はそれぞれ の 国 に違い は あれ 、 も と はみ な 同 じ 沖
縄人 な の です。 短い期 間 で し た が 、 私達は共に過 ご し 、
よ り 親 し く な り 多 く を 学び ま し た。

私達は 、 沖縄の文化が私達の 生活 の 中 に ど う 息づ い
て い る か を 話 し 合 い ま し た。 そ こ か ら 沢 山 の こ と を 私
は彼 ら か ら 学び ま し た。

こ の ツ ア ー の 中 で 、 私 の お 気 に 入 り の 一 つ は 、 山 の
中 を ハ イ キ ン グ し た こ と で し た。 ハ イ キ ン グ し て い る
間 に 、 友達 と よ り 多 く 話す事が で き 、 彼 ら を も っ と 知
る 事 が で き ま し た。 皆 そ れ ぞれ話す言 葉 が 違 う た め 、
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る の が 難 し い に も 関 わ ら ず、
ジ ェ ス チ ャ ーや手 を使 っ て 話す こ と で も っ と 楽 し く
な り ま し た。

私達は 「 あ り が と う 」 と い う 言葉 を選び、 ス ペイ ン
語、 ポル ト ガル語、 フ ラ ン ス 語、 英語、 日 本語、 そ し
て ウ チ ナ ー グ チ で ど う 言 う か を 学び ま し た。 そ し て 、
ツ ア ー の 間 、 ず っ と そ の言葉 を使い ま し た。 私 は ま た
美 ら 海水族館 も 楽 し か っ た です。 私 は い つ も そ の こ と
に つ い て 聞 い て は い ま し た が 、 今 回 幸運 に も 遂 に行 く
こ と が 出 来 ま し た。 私 は テ レ ビで し か見 た こ と の 無 い
色 々 な種類 の 魚 を 見 る こ と が 出 来 ま し た。 他 の 友達が
「 ニ モ 、 ニ モ 」 と 言 っ て い る の が 聞 こ え た 時、 と て も
可笑 し か っ た です。 だ っ て 、 私 も 同 じ 事 を 考 え て い た
か ら です。 ジ ンベエ ザ メ も 見 ま し た。 長 さ は な ん と 、
私 の 五倍 ！ ま た そ こ に行 き た い です。

私た ち は沖縄の歴史 と 文化 を 沢 山 学び ま し た。 私 は
結構知 っ て い る つ も り で い ま し た が 、 そ れ は ほ ん の 少
し だ け だ と い う の を 知 り ま し た。

沖縄は今 、 と て も 平和 で 幸福 な 島 の よ う に 見 え ま す。

で も 私 は学びま し た。 昔戦争で悲 し み 、 苦 し んだ こ と
を ． ． 海外移民 を し た 沖縄の 人 々 が 苦労 し な が ら ど の よ
う に し て 次世代 に そ の独 自 の 文化伝 え て 来た か を ． ． ．

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は と て も 画期 的 な プ
ロ グ ラ ム だ と 思い ま す。 なぜな ら ば、 沢 山 の 沖縄独 自
の 文化 を 若い世代 の 人 々 が 受 け つ い で い く 手助 け と な
る か ら です。 ま た 、 た だ文化 を 学 ん だ だ け で は な く 、
世界 中 に友達が で き る こ と です。 今 回 私 は 、 沢 山 の 国 々
に友達が 出 来 た の で い つ かそ の 友達を訪ねた い と 思い
ま す。 それか ら 私 が 幸せ に 思 う の は 、 地元沖縄に も 沢
山 の 友達が 出 来 た こ と です。 そ の 友達を訪ねて行 く と
き 、 私 は も う た だ の観光客で は な い気 が し ま す。

時間 は あ っ と い う 間 に過 ぎ ま し た。 私た ち は最後 ま
で笑 っ て い ま し た。 私 た ち はそ れぞれ違 う 言葉で話 し
て も 、 皆 そ の 笑 い の 意 味 を 十分 に 理解で き た こ と が嬉
し か っ た です。 こ の ツ ア ー を 通 し て 、 私は沖縄を深 く
知 る 事が で き 、 そ の 文化 を よ り 身近 に感 じ る こ と が 出
来 ま す。

こ こ で私が学んだすべて を 、 ま だ沖縄の こ と を よ く
知 ら な い 人 々 に伝 え て 行 き た い と 思い ま す。

私は世界の ウ チナ ー ン チ ュ に 沖縄 の 文化 に 興味 を持
たせた い です。 なぜな ら 、 沖縄文化 は私の 一 部 で あ り
そ の こ と を 忘れ た く は無 い か ら です。

私は本 当 に 沖縄が 大好 き です。 海や美 し い 景色 を 眺
め た り し て い る と こ こ は私 の 故郷 だ と 感 じ ま す。 私 は
十月 か ら 石垣 の 高 校 に 通 う こ と を決心 し ま し た。 そ れ
は私がずっ と 考 え て い た こ と です。

沖縄に住む機会が な か っ た 私 に と っ て 、 こ れ は と て
も 大 き な チ ャ ン ス です。 私 はそ こ で も 沢 山 の こ と を経
験 し て 学べた ら と 思い ま す。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で多 く を 学 ん だ よ う
に ． ． ．

Junior Study Tour 

The Junior Study Tour was tru ly a once in  a l i fe  time 

experience. If  it wasn 't for the Junior Study Tour I would 

probably never have met all  the people I got to share this 

wonderful experience with. There were people from al l  

over the world; Argentina, Brazi l, Bol ivia, Peru, Cuba, New 
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Caledonia, United States, Canada, Malaysia, and of course 

Okinawa. No matter how different we are, we all share the 

same roots from Okinawa. Over the short time we spent 

together we became very close and learned so much. We 

al l  shared about our homes and how Okinawan culture 

exists in our lives. Everyone had something to share and I 

learned so much from everyone. 

One of my favorite parts of the tour was hiking in the 

mountains .  During the hike I got to talk to more of the 
members and learn a lot about them. Even though we had a 

hard time communicating because of the language barriers, 

it made the experience more exciting with all the gestures 

and hand motions we used.  We started to pick up words 

in different languages and learned how to say "thank you" 

in Spanish ,  Portuguese,  French, Engl ish ,  Japanese,  and 

Okinawan, which we all used throughout the tour. 
I a l so  enj oyed going to the Chura Umi  Aquarium, I 

have always heard about it and was so lucky to finally be 

able to go. I saw all kinds of fish that I only got to see on 

television, I could hear voices from other members saying 

"Nemo ! Nemo ! "  and it was funny because I was thinking 

the same thing. There were stingrays, sharks, and creatures 

five times my size ! I hope to go back there again. 
We also learned a lot about the h i story and culture of 

Okinawa. I thought I knew a lot, but now I know that there 

is so much more. Even though Okinawa seems l ike such a 

peaceful and happy place now, I learned about the war and 

suffering that happened long before. We learned about the 

overseas immigration of Okinawans and how the culture 

was carried on for generations in  other countries despite 

many hardships. 

I think the Junior Study Tour is a great program because 

it teaches a lot about Okinawa to the younger generations 

and helps carry on the unique culture of Okinawa.  Not 

only did I learn a lot, but I also made many friends from all 

over the world. Now I have connections in many countries 
and I hope to be able to v i s i t  them someday. I am also 
glad that I made lots  of friends in  Okinawa because now 

I have friends to visit in  Okinawa and will feel less l ike a 

tourist. Time went by so fast and we smiled until the end. 
I am glad that no matter what language we spoke, we al l  
understood the meaning of a smile. 

Throughout the tour I have come to understand Okinawa 

in a much deeper way and I feel  c loser to my culture . I 

hope to take all  that I have learned and share it with people 

who do not know much about Okinawa. I want to strike an 

interest in other Okinawans to learn more about Okinawan 

culture because it is  a big part of me and I don ' t  want it to 
be forgotten. 

I real ly love Okinawa, somehow I feel at home when I 

see the ocean and the beautiful scenery. I have decided to 

go to I shigaki in October to study in a high school there 

because it is  something that I have wanted to do for a long 

time. I never really got to live in Okinawa and I feel this is  

a great chance for me. I hope that I can learn a lot from this 

experience too, l ike I have learned so much from the Junior 

Study Tour. 
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ウ ィ レ ッ ト ザ ッ ク リ ー
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WILLETT ZACHARY · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
1 3 歳 2 世· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ア メ リ カ合衆国
United States of America - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ワ シン ト ン州沖縄県人ク ラブ

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2 0 0 8 年

僕 に と っ て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は と て も 楽 し
く 、 た いへん勉強 に な り ま し た。 自 分の持つ文化 を 沢
山 学べ た し 、 文化学習 を 通 し て大勢 の 人達 と の 出会 い
が あ り ま し た。 琉球の歴史や沖縄の 人 々 が 世界 中 の あ
ち ら こ ち ら に移民 し て 行 っ た 事 も よ く 解 り ま し た。

ツ ア ー の 1 週 間 は楽 し い ア ク テ イ ビテ ィ ー で い つ ば
い で し た。 2 日 目 に 県庁訪問 を し 副知事 と 会 っ た 事や 、
海洋博記念公圃 へ行 っ た事 は と て も ウ チナ ー ン チ ュ と
し て の 大切 な経験 を し た と 思い ま す。 そ の他 、 国際通
り や漆器工 芸 の 店へ行 っ た り 、 ひ め ゆ り の 塔 で は沖縄
戦 の 被害者達の 苦 し い思 い の 話 を 目 の 前 で 見 た り 、 聞
い た り し ま し た。

ツ ア ー 中 、 僕 は色々 な所か ら 来た 人 達 に 会 い ま し た。
国 が 違 う 、 言葉 も 違 う 僕 た ち に は文化 と い う 共通 点 が
あ り ま た。 そ の 共通点 を 通 し て と て も 大切 な 時 間 を お
互 い に 分 か ち 合 う こ と も で き ま し た。 ツ ア ー が 始 ま る
前 、 僕 は 自 分の 日 本語力 が心配で し た が 、 そ の 心配 は
必要な く 通 訳 の 方達が い て と て も 助 か り ま し た。 通訳
の 方達が居 な けれ ば 、 ツ ア ー の 経験 を理解す る の に 困
難 だ っ た と 思 い ま す。 通 訳 の 方達 に助 け ら れ な が ら で
し た が 、 自 分 の 日 本語力 も ど ん ど ん 上手 く な っ て行 き
ま し た。 ツ ア ー 3 、 4 日 目 あ た り か ら は少 し づつ 日 本
語でルー ム メ ー ト と 会話 も 出 来 る 様 に な り 、 又 、 沖縄
の 生徒達 も 英語 を少 し づつ学び、 ツ ア ー の 最後 の 方 で
は英語の 会話が 出 来 る よ う に な っ て い て と て も び っ く
り さ せ ら れ ま し た。

日 本語 に少 し 自 信 が つ い た こ と で 、 こ れか ら は も っ
と 上手 に な り 次 回 沖縄 を 訪ね る 時 に は 、 長期滞在 し て
み た い と 思 い ま す。

ツ ア ー で 出 会 っ た 友達や沖縄の親戚 と は こ れ か ら も
ず っ と 連絡 を 取 り 合 っ て い き た い と 思 っ て い ま す。 一
番簡 単 な 方 法 は イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し た メ ールのや り
と り です。 そ れ か ら ワ シ ン ト ン州 の 沖縄県人会へ も っ
と 参加 し た い と 思 い ま す。 沖 縄 の 事 を 知 り 沢
山 知識が増やせ た 今 、 こ れか ら は県人会の行事な ど が
も っ と 理解 出 来 て 楽 し め る と 思 い ま す。 何 よ り も 沖縄
の 事 を 思 う た びに ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で の経験
や思い 出 が脳裏に焼 き つ い て 忘れ る こ と な く 、 こ れか

ら も 何度 も 何度 も 思い 出す と 思 い ま す。
ツ ア ー で は 楽 し い遊びや ゲー ム な ど も 沢 山 あ り ま し

た。 僕 は エ イ サ ー をや っ た こ と が 無 か っ た の で特別 な
印象が残 っ て い ま す。 そ れ と キ ャ ン プ フ ァ イ ア ー を 囲
ん で皆で歌 を 歌 っ た り 踊 っ た り す る 時間 も 組み込 ま れ
て い ま し た。

色 々 な 場所 を たずね た 中 で 、 ひ め ゆ り の塔が 一番好
き で し た。 4 年前 に行 っ た事が あ る の です が 、 そ の 時
の 事は あ ま り 覚 え て い ま せん し た し 、 又 、 沖縄戦 の こ
と に 関 し て は ほ と ん ど知 ら な か っ た の です。

マ チ グ ワ ア を 歩い て 見学 を し た 時 に 、 今 日 の 沖縄の
人 々 の 暮 ら し を よ く 知 る こ と が 出 来 ま し た。 小 さ な お
店が あ ち こ ち 並び、 そ こ で は沖縄で し か見れない物が
沢 山 並べ て あ り ま し た。 そ ん な お 店 を も っ と 時間 を か
け て 沢 山 見 た か っ た です。

あ っ と 言 う 間 に 日 に ち が過 ぎ 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー

の 準備 を し な けれ ば な り ま せ ん で し た。 ひ と り ひ と り
の 生徒 が ツ ア ー の 経験 の ス ピ ー チ を す る 時 に は 、 と て
も 感動 的 で し た。 そ の後 で の パ ー テ ィ ー は ち ょ っ と 悲
し か っ た け ど 、 と て も お も し ろ か っ た です。 最後 に皆
で さ よ な ら を 言 っ て お互 い の 連絡先 を 交換 し 合 い ま し
た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は こ れか ら も 何年 も 何年
も ず っ と 続 け て い っ て僕達の よ う な 子供達 に 大切 な 文
化経験学習 をす る チ ャ ン ス を 与 え て も ら え る と 良 い と
思い ま す。

Junior Study Tour 2008 

T h e  J u n i o r  S t u d y  To u r  w a s  a v e ry e x i t i n g  a n d  

educationalexperience for m e ;  I l earned a l o t  about my 

culture and got to meet new people along the way. I got to 

learn about Ryukyu history as well as the immigration that 

spread Okinawan culture across the globe. 

The whole week was full of fun activities. By the second 

day we were already experiencing unique Uchinanchu 

cu lture ; we went to be greeted by the Prefectural v ice  

Governor and visited the  Ocean Expo Park. We later went 

to other unique features of Okinawa such as Kokusai-dori, 

the lacquer store and the Peace Memorial Museum, were 
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had the chance to l i s ten to a first  hand account of  the 

horrors inflicted on the victims of the "Battle of Okinawa."  

During the tr ip I got a chance to meet people from al l  

over the world .  Even though we came from d ifferent 

co untr i e s  or s p o k e  d i fferent  l a n g u ag e s ,  we  a l l  had  

so meth ing i n  common;  our  c u l ture . We qu ick ly  got  

together and got to  share our  amazing experiences during 

the tour. Before the tour, I worried about understanding 

Japanese speakers during the tour. I was glad that once the 

program began the problem was quickly addressed. I was 

impressed at all three of the Engl ish interpreters . Without 

them I would have had a much more d ifficul t  learning 

experience .  Even though I used the trans lator I found 

myself improving my Japanese. By the third or fourth day 

I found I could converse with my roommate in Japanese. I 
was just as surprised how fast some others learned English. 

By the end of the tour I could talk to someone in Japanese 

or English.  I found this very inspiring and decided that, I 

would continue to improve my Japanese so that, someday 
I could return to Japan and stay for a long t ime . From 

now on I wi l l  try to learn with same determination and 

enthusiasm as the people I met in the Junior Study Tour. 

I intend to keep in touch with many of the people I met 
at the tour as well as my r�latives . The easiest way for me 

is by email and other internet appl ications .  I also plan to 

participate more in kenj in-kai activit ies .  I feel like I can 

connect to the kenjin-kai better now because I got to learn a 

lot about Okinawa. · Of course I wil l  always remember the 

junior study tour vividly and probably think about it often. 

The tour was not  j ust  about educat ion though , I had 

lots of  fun along the way. The eisa pract ice  was very 

entertaining for me, I had never tried to learn eisa before so 
It was a very unique experience for me. Of course dancing 

at the campfire as wel l as s inging on the bus was a lso a 

very fun way to pass the time. 

The p laces we went to see during the tour taught me a 

lot about Okinawan culture . I especially l iked the visit to 

the Peace Memorial Museum. I had gone there before but 

it was over 4 years ago so I did not remember much about 
my trip there . I think it was a very educational experience 

for me because I knew next to �othing about The Battle of 

Okinawa. 

Walking though the marketplace was an experience that 
gave me the most ins ight of present day Okinawa. I saw 
many small  vendors se l l ing food and souvenirs you can 
only find in Okinawa. There were so many interesting 
stores I wanted to look in; I wished I had more time to look 
around. 

Al l  too soon our four days were over and we had to get 
ready for farewell party. Giving our speeches as well as 

l i stening to other participants' speeches was very touching. 

Afterwards, we had a celebration. The party was sad but 

also a very fun event. We all got one last chance to say our 

goodbyes as well as get each others contact information. 

I fee l  that the tour should be continued for many more 

years to come to offer kids a unique and fun way to learn 

about their culture. 
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ジ ュ ニ ア ー ス タ デー ツ ア ー 2 0 0 8 年

最初 に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー ヘ招待 し て 下 さ っ
た仲井 慎 弘 多県知事 に感謝 し ま す。 ま た ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ー ツ ア ー に御尽力 頂 き 、 大変思い 出 深い も の に し
て 頂 い た 山 城恵 さ ん に も 感謝 し ま す。 私 は 、 こ の ツ ア ー

で の 勉強や経験 を 士台 に し て 一 生懸命頑張 り ま す。
1 8時間 も の フ ラ イ ト は 、 赤 ち ゃ ん の 泣 き 声 が 耳 に つ

い て 、 耐 え ら れな い状態 で し た。 し か し 、 色 々 な 出 来
事が あ り ま し た が 、 と て も 価値の あ る 重要 な 旅 で し た。
家族や友達 に 再会 し ま し た。 私 は ア メ リ カ 合衆国代表
4 名 の う ち の 1 人 と し て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に
招 かれ ま し た。 参加者 は 、 それぞれ参加 国 の 代表者 と
い う だ け で な く 、 ジ ュ ニ ア 大使 で も あ り ま し た。 今 回
は 、 沖縄の歴史や文化、 伝統や生活様式、 生 き 方 な ど
の勉強が 出 来 る ま た と な い機会 で し た。

正 直 に言 う と 、 第一 日 目 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に参
加 し た 時、 「 こ れ は と て も 長 い 一 日 に な る 」 と 思 い ま
し た。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 間 、 ず っ と イ ス に
座 っ て 本 を 勉 強す る 学校形式の勉強だ け を す る ツ ア ー

な の だ と 思 い 込 ん で い た か ら です。 し か し 、 こ の ツ ア ー

は 、 文化や伝統的 な 生 活 を 学ぶ だ け で な く 、 世界 中 か
ら 来 た 人 々 と 知 り 合 え る 、 素晴 ら し く 計算 さ れた イ ベ
ン ト で し た。 私 は 、 英 語 を 話す北米 の 参加者 と だ け 、
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で き る の だ ろ う と 考 え て い ま し た
が 、 そ れ は 違 っ て い ま し た。

グルー プ活動 でお互 い 自 己紹介 を し た 時、 す ぐ に お
互 い の 心 と 心 の つ な が り を感 じ ま し た。 お 互 い の 間 に
つ な が り を感 じ た の は 、 た だ沖縄県系 人 の 子孫 で あ る
だ け で は な く 、 純粋に相 手の魅力 を感 じ た か ら で し ょ
う 。 そ し て 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー が 進 ん で 行
け ば行 く ほ ど 、 参加者 の 絆 は強 く な る ばか り で 、 次第
に 一 生忘れ ら れ な い深い思い 出 に な り ま し た。 こ の ツ
ア ー の お 陰 で 、 一 生大切 に し た い と 思 え る 経験や、 将
来社会 に貢献す る の に役立て た い と 思 え る 経験 を さ せ
て も ら え ま し た。

日 が経つ に 従 っ て 、 皆非常 に 良 い友達 に な り 、 感情
を 込 め て お互 い に 話す様 に な り ま し た。 良 い こ と 、 悪
い こ と 、 面 白 い こ と 、 堅苦 し い こ と 、 嬉 し い こ と 、 そ
し て 悲 し い事 な ど が あ り ま し た。 行 く 先 々 で様 々 な感

情 が飛び交 っ て い ま し た が 、 そ れ が お 互 い に理解 し あ
い 、 絆 を 深 め る 方法 と 言 え ま す。 私 は こ の機会 を 生 か
し て 、 参加者全員 と 触れ合 い ま し た。

ジ ュ ニ ア ー ス タ デー ツ ア ー でやっ た イ ベ ン ト は 、 と
て も 驚 く も の ばか り で し た。 毎 日 グルー プ一緒 に な っ
て 、 何 ら かの 記憶 に残 る 活動 を し ま し た。 あ る と き は
勉強 し た り 、 あ る と き は遊んだ り 、 何 を し て も 参加者
同 士一 緒 に 楽 し み ま し た。 し か し 一番大事な事は 、 多
く の イ ベ ン ト か ら 何 を 学びんだか と い う こ と です。 私
が 得た も の は友情 、 文化への理解、 そ し て 責任 と い う
様 々 な も の で し た。

一 日 一 日 皆 と 一緒 に過 ご し て い る 間 に 、 自 分 自 身の
ア イ デ ンテ イ テ ィ ー を 意識 し 始 め ま し た。 こ れ ま で 1 3
年 間 、 私 の 人生か ら 沖縄は省 かれ て い ま し た。 四 歳 以
降は沖縄に帰 っ た こ と が な く 、 それか ら ず っ と ア メ リ
力 に て 、 沖縄の 影響 を さ ほ ど受 け ず に 生 活 を し て い た
か ら です。 私 は エ イ サ ー と 空手 を 習 っ て い ま すが 、 そ
れ ら の 事か ら どれ く ら い 沖縄の伝統 を 学ぶ事が 出 来 る
で し ょ う か ？ 私 は 、 今年沖縄に帰 る ま で 、 エ イ サ ーや
空手の本来の 意 味 を 全然理解 し て い ま せん で し た。 沖
縄で家族や友達 と 共 に 、 エ イ サ ー と 空手の歴史 に つ い
て学びま し た。 エ イ サ ーや空手だ け で な く 、 自 分の 先
祖の歴史や沖縄の伝統 につ い て も 勉強 し ま し た。 ジ ュ
ニ ア ー ス タ ディ ー ツ ア ー に 参加 出 来 た お か げ で 、 こ の
よ う に様々 な歴史的側 面 を 、 直接見 た り 聞 い た り す る
こ と で 、 よ り 深 く 理解す る こ と が で き ま し た。

ジ ュ ニ ア ー ス タ デ ィ ー ツ ア ー の お か げ で 、 「 本 当 の 」
沖縄を 見 る こ と が 出 来 ま し た。 私達は 自 然学習 で海洋
博公園 と 、 比地大滝 に 行 き ま し た。 そ こ で沖縄の 自 然
環境 を 、 海 と 山 の 両方か ら 勉強す る こ と が 出 来 ま し た。
そ こ に 生息 し て い る 沖縄で知 ら れて い る 多 く の 生 き 物
に つ い て 学習 し ま し た。 それか ら 、 首里城や沖縄県立
博物館 ・ 美術館 を訪ね、 沖縄の歴史や文化 を学びま し
た。 そ こ で古代 の 沖縄や市民生活 に つ い て学びま し た。
し か し 、 一 番 印 象 深 か っ た 場 所 は 、 第 二 次 世 界 大 戦
に つ い て 学ん だ平和祈念資料館 で し た。 そ こ で 、 平和
の 礎 を 通 し て 私 の 家族 の 由 来 を顧み る こ と が 出 来 ま し
た。 そ し て 、 最後 に 国 際通 り と ま ち ぐ わ ー 散策 で 、 沖
縄の社会生活 を学びま し た。 こ の ツ ア ー か ら 沖縄の信
頼性 と 清 ら か さ を経験 で き 、 色 々 な 事 を 習 い ま し た。
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー が 終 わ る と き は 本 当 に
感動的で し た。 さ よ な ら パ ー テ ィ ー は 、 友達に よ れ ば
「Oh 、 す ご い ！ 」 も の で し た。 私 が こ れ ま で行 っ た 中
で最高 の パ ー テ ィ ー で し た。 私 た ち は今 日 が最後 で 、
自 分 の 国 に 帰 ら な け れ ば な ら な い と 分 か っ て い ま し
た。 世界 中 か ら き た 素晴 ら し い友達が 出 来た と 思 っ た
ら 、 あ っ と 言 う 間 に さ よ な ら で別れ る の は と て も 辛 い
事で し た。 し か し ポ ジテ ィ ブ に 考 え る と 、 世界 中 か ら
来た新 し い友達 と 知 り 合い に な り 、 沖縄への旅か ら 実
に色 々 な こ と を 習 い ま し た。 こ の よ う な機会 を 与 え ら
れ て 私 は と て も 幸運な若者だ と 感謝 し て い ま す。

最後 に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー か ら 得た 一 番大事
な 事 は 、 世界 中 か ら の 参加者 と つ な が る 機会 を 得た こ
と と 、 参加者 の 皆 で 、 世界 中 に 沖縄の歴 史 、 文化そ し
て 「 チ ム グ ク ル」 を 広 め 、 沖縄 の 将来 を 築 く 事です。
私 は帰国後 、 ジ ュ ニ ア ス タ デー ツ ア ー で 出 来た 世界 中
の 友達 と 連絡 を 取 り 合 っ て い ま す。

私 た ち は 、 沖縄の よ い将来 を築 こ う と お互 い刺激 し
あ っ て い ま す。

Junior Study Tour 2008 

First, l would like to thank the Governor of Okinawa, 

Mr. H irokazu Nakaima,  for  invit ing me to part ic ipate 

in the Junior Study Tour. I also appreciate M s .  Megumi 

Yamashiro for her time and effort to make the Junior Study 

Tour of 2008  the most  memorabl e  and successful one .  

Based on  knowledge that  learned from thi s  Tour, I am 

planning to  work hard for Okinawa. 

Over eighteen hours of flight was nearly unbearable with 

a baby crying in my ear, but I knew that no matter what 

obstacles were in my path, it would all  be worth the entire 

trip .  I was ab le to reunite with my family and friends . I 
was accepted in The Junior Study Tour 2008 of Okinawa, 

one of four representing the United States of America. Not 

everybody can say that they are not only a representative of 

their native country, but a Junior Ambassador. This  was an 

opportunity of a life time to learn about the history, culture, 

and traditions of Okinawa. 

When l first  sat  down in the open ing  or ientat ion ,  I 

thought " Wow, this is going to be a long day. " I figured 

that we were going to receive these types of lectures the 

entire time in the Junior Study Tour. I expected the Junior 
Study Tour to be full of books and academic fulfillment. 
B ut n o ,  the  J u n i o r  S tudy  Tou r  is ra ther  a perfec t ly  
organized tour to no t  on ly  learn about the  cu ltural and 
traditional life of Okinawa but also to meet new people 

from al l  over the world. l figured I could only communicate 
among the North American people,but that wasn 't the case. 

When we introduced ourselves in a group activity, there 

was this  bondage among us all. There was this connection 

among us,not because we are all of Okinawa descent but 
because of a s imple attraction. As we progressed through 

the Junior Study Tour, this connection grew stronger and 

eventually became a fond memory that all of us will never 

forget .  The Junior Study Tour a l lowed us to experience 

something that we would cherish forever and hopefully 

made use for the greater good of our communities. 

A l l  of us  became so c lose  to each other that at t imes 

i t  reached to  a p o i n t  where emot iona l  fee l ings  were 

exchanged. There was the good and the bad, the funny and 

the stern,and the happy and the sad. Al l  types of emotions 

were flying where ever you went, but that 's how people 

learn to understand each other and grow into relationships .  

I was one of many in the Junior Study Tour to exchange 

these types  of  emotions with one another. I took fu l l  

advantage o f  this opportunity and created relationships with 

all of the students . 

The events that we did in the Junior Study Tour were 

astonishing. Every day we all  did something together as a 

group that we would never forget. There were times where 

we studied, and there were times where we played, but no 

matter what we did we had fun doing it together. But the 

most the important thing was what we benefited from those 

events .  For me, there wasn ' t  j ust one thing I benefitted 

from; I gained friendship, culture acknowledgement, and 

responsibility. 

As the days progressed during the Junior Study Tour, I 

began to realize who I really am. Throughout thirteen years 

of my l ife I have been missing out on Okinawa. I haven 't 

been back to Okinawa since I was four years old and since 

then, I have been living the American life without much 

influence of Okinawa. I do Eisa and Karate, but how much 

can you learn of Okinawa tradition from it? I never knew 

the true meaning of Eisa and Karate until I came back to 

Okinawa. There, I studied with my family and friends on 

the historical aspect of Eisa and Karate. Not only did I learn 

the history of Eisa and Karate, but also the history of my 

ancestors and traditions of Okinawa. The Junior Study Tour 

enabled me to analyze these types of historical aspects by 

direct observation and hand to hand analysis .  

The Junior Study Tour al lowed us to see the "real " s ide 

of Okinawa. Our tour went on two nature studi e s ;  The 

Ocean Expo Park and the Great Hij i  Fal ls .  There we were 

ab le  to study the natural world of Okinawa, both from 

the aquatic and mountainous aspect s .  We learn of many 

species that are known in Okinawa and learned of their 

inhabitants . We also learned the history and cultural aspects 

of Okinawa by visiting the Shuri-jo  Castle and the Okinawa 

Prefectural Museum and Art Museum. There we learned of 
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the ancient times of Okinawa and its c ivi l ization. But the 

most intriguing study for me was learning about World War 

II at the Peace Memorial Museum. There I was able to look 

back at the origins of my family through the Cornerstone 

of Peace.  Last  but not least,  I was a lso able to learn the 

social l ife of Okinawa by visiting Kokusai-dori Street and 

the Machigua Market place. I learned a lot of from that tour 

because I was able to experience the authenticity and purity 

of Okinawa. 

When it came to the end of The Junior Study Tour, it was 

really emotional for all of us .  The Sayonara party was "OH 
SUGOI ! " according to a friend of mine.  This was the best 

party I have ever been to, no doubt-hands down. We al l  

knew that t ime was up; we al l  had to go back home . That 

was the hardest thing to deal with knowing that I made 

great new friends from all over the world and then all  of a 

sudden I have to say good bye . That was hard, but I have 

to look at it in a positive way; I made new friends from all 

over the world and learned many new things from this trip 

to Okinawa. I was one of the fortunate ones to have this 

great opportunity. 

F inal ly, the most important thing came from this Junior 

Study Tour i s  the opportunity to network with participants 

from all over the world and building the future of Okinawa 

by working together to promote Okinawa history, culture, 

and "Ch imugukuru" throughout the world .  I have been 

communicating with participants throughout the world ever 

since I returned home. We encourage each other to bui ld 

the better future of Okinawa. 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2008

今年初 め 父 か ら 「 世界 中 の 沖縄の若者達が 沖縄に集
い 、 そ の伝統 と 文化 を 学ぶ と い う プ ロ ジ ェ ク ト に 参加
し た く な い か」 と 聞 かれ ま し た。

当 初 私 は 余 り 乗 り 気 で は あ り ま せ ん で し た。 そ れ
は英語が 話せ る 参加者が少 な い だ ろ う と 思 っ た か ら で
す。 し か し そ の 後 こ れ は 一 生 に 一度 の チ ャ ン ス だ と 思
い直 し 、 参加す る こ と に決 め ま し た。

空港内 の煩雑 さ や混雑 を す り 抜 け る の に 苦労 し た も
の の 、 沖縄に到着 し た 後 は全 て の 心配事は消 え て し ま
い ま し た。 素 睛 ら し い海の香 り に 心 が 洗われた気が し
ま し た。 肌 に 張 り 付 く よ う な湿気 の 高 い空気 が 、 自 分
が以前 こ こ に 来 た の は何時だ っ た ろ う か と 考 え さ せ ま
し た。 長 時間 に わ た る 、 つ ら い飛行機 で の移動 に 耐 え
た 甲 斐が あ り ま し た。 空港でス タ ッ フ や運営 の係 り の
方々 に温か く 出 迎 え て 頂 け る と は思 っ て も い ま せん で
し た。

初 日 は非常 に 腺味深い も の で し た。 最初は少 し 緊 張
気味で し た。 と い う の も 、 お そ ら く 英語が話せ る 人 が
余 り 無 く 、 周 り の 人 と 親 し く な る の が難 し い だ ろ う と
予想 し て い た か ら です。 し か し 驚い た こ と に 、 それぞ
れの学校で英語が必修 と な っ て い る お か げ で 、 殆 ど の
人達が英語 を 話す こ と が 出 来 ま し た。 様 々 な 言語の 単
語を学ん だ り 、 それぞれ の 言語で名 前や出 身 国 等 を 答
え て も ら う ゲー ム を し た り し ま し た。 そ の他 に以 前 の
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー の 人 た ち が エ イ サ ー を踊 る と こ ろ
を撮 っ た も の を観賞 し ま し た。 そ の 時私 は い ずれそ の
踊 り を 自 分た ち も 学ぶ の だ と 知 っ て お り 、 素 晴 ら し い
こ と だ と 思い ま し た。 そ の他 に は ジ ェ ス チ ャ ー の よ う
な ゲー ム も し ま し た。 こ れ は言葉 が 必要 で は な い の で 、
大 い に楽 し み ま し た。

そ の 後 我 々 はマ カ レ ー ナ ダ ン ス や他 の ダ ン ス を し ま
し た。 こ れ ら の ダ ン ス は私 自 身は知 ら な か っ た の です
が 、 今 回 の 旅行 を 通 し て 何度 も 踊 る 機会 が あ っ て 、 す
ぐ に 覚 え て し ま い ま し た。 初 日 は本 当 に 素 晴 ら し い も
の で し た。 多 く の素睛 ら し い 人達 と 出 会 い本 当 に楽 し
い 一 日 で し た。 夜ベ ッ ド に 入 っ て 考 え た の は 、 「 最初
の 一 日 だ け で こ ん な に楽 し か っ た と い う こ と は 、 今 回
の旅行 は本 当 に 素晴 ら し い も の に な る だ ろ う ！ 」 と い

う こ と で し た。
沖縄県庁 に行 っ た 時 に は私 は と て も 心配 で し た。 そ

れは知事 さ ん の 前 で ス ピー チ を し な けれ ば な ら な い か
ら で し た が 、 最終的 に は非 常 に 上手 く 出 来 ま し た。 そ
の 後 、 前 か ら 楽 し み に し て い た 「 沖縄美 ら 海水族館J
へ 向 かい ま し た。 バ ス の 中 で は皆 で カ ラ オケ を し て 楽
し ん だお 陰 で バ ス で の 移動 が ず っ と 短 く 感 じ ま し た。
ま た バ ス の 中 で は前 日 に会 う こ と が 無 か っ た 人達 と も
話 を す る こ と が 出 来 ま し た。 水族館 に は競 き ま し た。
世界で 一番 大 き い水族館 で あ る と 聞 か さ れて い ま し た
が 、 確 か に 私 が 知 っ て い る 中 で は最 も 大 き い も の で し
た。 言葉 の 障害 は あ る も の の 大勢 の 生徒 達 と 出 会 い 、
彼 ら と 仲 良 く な る こ と が 出 来 ま し た。 エ メ ラ ル ド ビー

チヘ行 っ た 時 は 、 も のす ごい 暑 さ で し た。 水 に飛 び込
み暑 さ を凌 ぐ こ と が 出 来た の は よ か っ た です。 バ レ ー

ボ ール も し ま し た。 ボ ール を 落 と さ な い よ う に 力 を合
わせ な けれ ば な ら な い こ の ゲー ム の お 陰 で 、 皆 が 本 当
に 仲 良 く な れ た と 思 い ま す。 タ ニ ュ ー ホ テ ル に到着後
夕 食 を と り ま し た。 食事の 間 、 友達か ら 日 本の食事で
の マ ナ ー を 教 え て も ら い ま し た。 例 え ば、 お 箸 を 使 っ
て い な い 時は何処 に 置 く か と か、 食事の 前 に は 「 い た
だ き ま す」 と い う こ と 、 そ し て食事が 済 ん だ ら 「 ご ち
そ う さ ま 」 と い う 事等 です。

山 登 り で は 驚 き の連続で し た。 良 い運動 に な っ た の
は も ち ろ ん ですが 、 沖縄の 素晴 ら し い美 し さ に触れ る
こ と が 出 来 、 そ し て 学ぶ こ と が 出 来 ま し た。 汗 に ま み
れ て 歩 く こ と 一 時 間 半 、 や っ と 比地大滝 に た ど り 着 き
ま し た。 傲 く よ う な 滝 で 、 冷 た い水 に飛び込ん で火照 っ
た 体 を 冷やす こ と が 出 来 ま し た。 色 々 な 思い 出 の 中 で
も 最 も 記憶 に残 る 思い 出 は 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー です。
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の夜は数々 の 楽 し い ゲー ム と ダ ン
ス で盛 り 上 が り ま し た。 首里城へ も 行 き ま し た。 素晴
ら し い も の で し た。 ま た私達は 沖縄平和祈念公 園 も 訪
れ ま し た。 歴 史 に興味の あ る 私 に と っ て 大変 良 い経験
を し ま し た。 沖縄に こ れ ほ ど 多 く の典味深い施設や場
所が あ る と は思 い も し ま せ ん で し た。

今 回 の 経験 は 一 生 の 思 い 出 と な る こ と で し ょ う 。 た
く さ ん の 友 達 が 出 来、 多 く の 事 を 見 た り 経 験 し た り
し ま し た。 沖縄の人達が 第二次大戦 中 に祖 国 の た め に
戦 っ た こ と や、 世界 中 の ど の 国 の 人達 よ り も 長 生 き で 、
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ゆ っ た り と そ し て他 の 人 を 思 いや る 暮 ら し を続 け て い
る こ と に本 当 に驚 き ま し た。

私は沖縄生 ま れで も 沖縄育 ち で も あ り ま せ ん が 、 こ
こ が 自 分 の祖 国 で あ り 自 分が 本 当 に 沖縄県民 で あ る と
確信 し 、 そ し て 何 よ り そ の こ と を誇 り に思 っ て い ま す。
我 々 に続 く 世代 の 人 達 も 、 私 と 同 じ 思 い を持つ と 確信
い た し ま す。

残念 な が ら こ の 楽 し い旅 を 終 え る 時が 来 ま し た。 最
終 日 、 私達は教 え て も ら っ た エ イ サ ー を 踊 り 、 挨拶 を
し 、 修 了 証 を い た だ き ま し た。 最後 は歌 と 踊 り で終 わ
り ま し た。 皆誰 も が感動 し 涙 を 流 し ま し た。 私達は あ っ
と い う 間 に 仲 良 く な り 、 お互い を家族の よ う に感 じ て
い ま し た。 も う 二度 と 会 う こ と が 無 い か も し れ な い と
思 う と 、 お別れ を い う の が 本 当 に 辛 く 、 皆 の 事 を決 し
て 忘れ な い だ ろ う と 思い ま し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で の 思い 出 は 、 今 で も 昨
日 の こ と の よ う に は っ き り と 心 に 残 っ て い ま す。 私 の
人 生 で最 裔 の 一週 間 で し た。 こ の 素晴 ら し い旅 の 思い
出 は 、 た と え 一部 で も 決 し て 忘れ る こ と は無 い で し ょ
う 。 近 い将来、 私が祖国 と 思 う よ う に な っ た こ の美 し
い 島 を 再び訪れ る こ と で し ょ う 。

最後 に2008年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加す る
機会 を 与 え て 下 さ っ た沖縄県 に 、 そ し て 人生最高 の経
験 を さ せて 下 さ っ た皆様 に 、 心 よ り お礼 申 し 上 げ ま す。
こ の よ う な機会 を 得た こ と は 、 本 当 に 素晴 ら し い こ と
ですが 、 世界 中 の 生徒達 と 共 に 体験 出 来た と い う こ と
で 、 よ り 一 層 素晴 ら し い経験 と な り ま し た。

Junior Study Tour 2008 

Early on in the year, my dad asked me if I wanted to 

partic ipate in thi s  program where Okinawan youths from 

around the world trave l  to Okinawa to learn about their 

heritage and cultural background. At first I was hesitant 

about applying since I thought that there would be very few 

students that spoke English, but I then realized that this is a 

once in a l ife opportunity, so I applied. 

Going through the confusing and busy airports was quite 

a hassle,  but once I arrived in Okinawa all of my worries 

j ust drifted away. The c lean,  crisp smell of the endless 

ocean cleansed my soul .  T)1e immense amount of moisture 

in the air that stuck to my skin reminded me of how long it 
had been since I had last been there . The long, agonizing 

plane ride was definitely worth it .  I had no idea the tour 

organizers and staff were going to greet us at the airport 

when we arrived. I felt very welcomed. 

Day one posed to be an interesting day. I was feeling a 
bit  nervous at first as I pondered the thought that nobody 

would be able to speak English, so making friends would 
be a challenge.  To my surprise, almost all of the people 

could speak a l ittle bit of Engl ish thanks to it being taught 
as a subj ect at school .  We learned how to say some words 
in all of the other languages and then played a game where 
we had to ask people their names,  countries ,  etc . in their 

language. We also watched previous Junior Study Students 

perform Eisa  dancing,  which I thought was pretty cool , 
considering the fact that we were going to learn how to do 

it .  We also played a game that was l ike charades ,  which 

was great since language was not a problem ! Then we did 
the Macarena and some other dance that I did not know, 
but learned really fast since we ended up doing both dances 

numerous t imes throughout the trip . The first day was 

great ! I met a lot of nice people and had so much fun. As I 

lay in my bed at night, I thought that if this was just the first 

day, then the rest of the tour is going to be awesome! 

At the Okinawan Prefectural building, I was extremely 

anxious about the speech that I had to do for the Governor, 

but in the end it went pretty wel l .  After that we headed 

off to the Chraumi Aquarium, which I was looking very 

forward to .  Everyone sang karaoke on the bus as wel l  

which made the bus r ide feel a lot shorter than it actually 

was . I also struck up conversat ions with some people I 

had not met on the previous day on the bus. The aquarium 

was amazing ! I had heard that i t  was the largest one in 

the worl d !  I t  was definitely the b iggest aquarium I had 

ever seen ! I met a ton of new students and started to really 

get to know some of them, despite the language barrier. It 

was scorching hot when we arrived at Emerald Beach. It 

was very nice to j ump in the water and cool down. We 

played vol leyball ,  which I think brought everyone closer 

together as you have to work together to keep the ball in the 

air. When we arrived at the Tanyuu Hotel, we had dinner. 

During dinner I had learned some Japanese etiquette from 

some of my friends,  such as what to do with chopsticks 

when you are not using them, saying "itadakimasu" before 

eating and "gochisosama" after finishing a meal. 

The mountain h ike was so amazing .  Not only was it 

great exercise but I got to see the vast beauty of Okinawa 

and learn a lot about it. After the sweaty hour and a half 

h ike ,  we fina l ly  arr ived at Great H ij i  F a l l s .  It was an 

amazing waterfal l  and we could j ump in  the water and 

cool off a bit .  One of the most, if not the most memorable 

experience, was the campfire . The night of the campfire 

was full of fun and games, as well as more dancing. We 

a l so  went to Shuri -j o  Cast le  which I thought was a l so  

very coo l .  We also visited the Okinawa Prefectural Peace 

Memorial Museum. I really enjoyed the Museum as I like 

l earning about h i story. I never knew that there were so 

many interesting places to visit in Okinawa ! 

I know that I wi l l  remember this trip for the rest of my 
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life. I made many great friends and saw and experienced 

many wonderful things .  I thought i t  was amazing how 

the Okinawan people fought for their land in World War 

I I , how they l ive  longer than any other people  around 

the world, and how laid back and kind everyone is .  Even 

though I was not born or rai sed in Okinawa, I feel that 

it is my homeland and that I truly am Okinawan and am 

extremely proud of it. I am confident that the generations 

to come will share the same knowledge as I . 

Unfortunate ly, everyth ing  ha s  t o  come  to  an end  

sometime. On the last day we  performed the E i sa  dance 

that we l earned in  the las t  few days,  did a speech and 

received a graduation certificate. It ended with dancing and 

singing. Everyone was emotional and started to tear up. 

We had all bonded so quickly and were l ike family. It was 

very hard to say good bye to everyone, as this may have 

been the last time I would see, but never forget them. 

All of the great memories from the Junior Study Tour are 

sti ll as clear as if they just happened yesterday. Those were 

definitely the best week of my entire l ife !  I do not think 

that I will ever forget a second of this amazing j ourney. 

Sometime soon I wi l l  return to this i s land of beauty that 

I now consider my homeland. I would l ike to s incerely 

thank the Ok inawan Government for a l lowing  me to 

partic ipate in the 2008 Junior Study Tour, and everyone 

else that contributed to this once in a l ife time experience. 

To have this opportunity was phenomenal and being able to 

share it with students from around the world made it even 

better ! 
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マ レー シア沖縄会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

「 ど う し よ う 。 み ん な と 友達 に な れ る か な ？ 」 ジ ュ
ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー参加 が 決 ま っ て か ら 、 毎 日 毎 日
が 不 安 で 一杯 で し た。 そ ん な 毎 日 が何 日 も 過 ぎ 、 つ い
に沖縄に行 く 日 がや っ て 来 ま し た。 飛行機 の 中 、 私 は
一 睡 も 出 来ず 、 不安 と 同 時 に ワ ク ワ ク 気分 でい っ ぱ い
で し た。

ホ ー ム ス テ イ の 日 も あ っ と い う 間 に過 ぎ 、 い よ い よ
ド キ ド キ の ツ ア ー初 日 が 始 ま り ま し た。 周 り に は い ろ

ん な 人 が い て 、 ど う 馴染 め ばい い の か分か り ま せ ん で
し た。 で も 、 周 り の 皆か ら 優 し く 声 を か け て く れた り
し 、 だんだん と 話 も 出 来 る よ う に な り ま し た。 そ し て
皆 と ゲー ム や 、 ダ ン ス を し て い る う ち に 、 今 ま で の 緊
張感 が ど こ かへ消 え て い き ま し た。

2 日 目 か ら 本格 的 に ツ ア ー が 始 ま り ま し た。 県庁、
美 ら 海水族館 、 そ し て エ メ ラ ル ド ビー チヘ行 き ま し た。
美 ら 海水族館 で は 、 初 め て 見 る 魚や生 き 物 が い っ ぱ い
で 、 び っ く り し ま し た。 そ し て 、 改 め て 沖縄の海の美
し さ を知 り ま し た。

3 日 目 、 ツ ア ー の 中 で 、 最 も 楽 し み に し て い た ト レ ッ
キ ン グ の 日 で し た。 美 し い植物 、 滝 、 そ し て 橋 の 上か
ら 見 た 景色 は 、 今 で も 忘れ ら れ ま せん。 沖縄の 自 然 も
や っ ば り 美 し い な と 改 め て 思 い ま し た。 そ し て 、 そ の
日 の 夜 に 、 楽 し み に し て い た キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を し
ま し た。 それぞれ の チ ー ム で ゲ ー ム も し 、 皆 と よ り 深
い絆が芽生 え た と 思 い ま す。

4 日 目 、 沖縄で有名 な観光地、 首里城へ行 き ま し た。
実 際 に 見 た 首里城 は 、 本 な ど で 見 る 首里城 で は な く 、
も の す ご く 美 し く 迫 力 が あ っ て 、 と て も 魅 力 的 で し
た。 県 立博物館 に も 行 き ま し た。 そ し て 、 そ の 日 の夜
か ら 3 日 間 、 エ イ サ ー の練習 が 始 ま り ま し た。 も と も
と エ イ サ ー に 典味 は あ り ま し た が 、 踊 っ た 事 は 一度 も
な か っ た の で 、 最初 は と て も 難 し く 3 日 間 でマ ス タ ー

出 来 る か ど う か心配で し た。 し か し 、 練習 し て い く う
ち に段 々 と 踊れ る よ う に な り 、 最後 ま で踊れた 時 の 気
持 ち は 、 最 高 に嬉 し か っ た です。

5 日 目 は 平和祈念資料館、 ひ め ゆ り の 塔 、 そ し て ボ
ラ ン テ ィ ア の 先翡達 と 平和通 り へ行 き ま し た。 平和祈
念資料館 で の 初 め て 聞 く 戦争体験談 は 、 思 っ て た よ り

-、一 ，←

も 自 分 に と っ て 大 き く 、 シ ョ ッ ク を受 け ま し た。 正直、
戦争の 事 な ど に つ い て 、 考 え た こ と も な く 、 自 分 に は
関係 な い 事だ と ず っ と 思 っ て い ま し た。 で も 資料館 を
見学 し た り 話 を 聞 い て い く に つれ、 戦争そ し て 平和 に
つ い て深 く 考 え さ せ ら れ ま し た。 それか ら 先輩達 と 商
店街、 市場通 り を 歩 い て い た ら 、 沖縄の 人 々 達の 温か
さ に と て も 癒 さ れ ま し た。 誰 と で も フ レ ン ド リ ー な 沖
縄 の 人 々 は、 す ごい な 一 つ と 思い ま し た。

6 日 目 、 皆で沖縄 と 世界 の ウ チナ ー ン チ ュ の 心 につ
い て 考 え ま し た。 ゲー ム を し な が ら 、 沖縄移民の歴史
を学び、 ワ ー ク シ ョ ッ プ も や り ま し た。

そ し て 、 7 月 28 日 、 7 日 目 。 と う と う ツ ア ー 最 後
の 日 に な り ま し た。 学習成果発 表 を し 、 さ よ な ら パー
テ ィ ー が行われま し た。 正直 な と こ ろ 、 こ こ ま で 良 い
出 会 い 、 そ し て 思い 出 が 出 来 る と は思 っ て も い な か っ
た です。 こ の ツ ア ー の お か げ で 、 沖縄 を は じ め 、 世界
の 事 に つ い て 、 も っ と 知 り た い と 思 え る よ う に な り ま
し た。

長 か っ た よ う で 短 か っ た こ の 一 週 間 で 学 ん だ こ と
は 、 私 に と っ て 、 か け が え の な い 宝 物 で 、 一 生 忘れ
る 事 は な い で し ょ う 。 そ し て 、 こ の 一週 間 は私 に と っ
て 将 来、 役 に 立 つ い い 経験 に な る と 思 い ま す。 今 後
も 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で知 り 合 っ た友達 と は 、
メ ールで連絡 を 取 り 合い 、 い つ か ま た 、 沖縄に行 く 時
に 再 会 出 来 た ら い い な と 思 っ て ま す。 皆 は 私 に と っ て 、
か け が え の な い 一 生 の 友達です。 皆 さ ん 、 本 当 に あ り
が と う ご ざ い ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 万歳 ！
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ニュ ー カ レ ド ニア沖縄日系人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の感想

沖縄は ニ ュ ー カ レ ド ニ ア に 大変 よ く 似 て い る と こ ろ
です。 そ れ は景色や 自 然 に お い て です。 で も 異な る 点
も い く つ か あ り ま す。 カ レ ド ニ ア の 西海岸 で は牛や鹿
の放牧、 海老 の 養殖 が 見 ら れ 、 夏 は と て も 暑 い です。
一方で私た ち の住 ん で い る 東海岸 では農業 、 花 の 栽培、
漁業 を 営 ん でお り 、 と て も 涼 し い です。 カ レ ド ニ ア は
訪れて み る べ き す ば ら し い と こ ろ です。

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア の 首都 は 南 に あ り 、 ヌ メ ア と 言 い
ま す。 北部 の ポ ア ン デ ィ ミ エ か ら 300kmです。 ポ ア ン
デ ィ ミ エ は私の村で東海岸 に あ り ま す。 私 は ネ ヴ ァ ホ
と い う 山 あ い で暮 ら し て お り 、 ジ ャ ン ピエ ールやセ ラ
も 同 じ です。 そ の 山 あ い の村で私た ち はみ ん な 日 本の
子孫です。 曽祖父母 も 叔父 、 叔母等 も 日 系 人 です。 混
血 も 多 く 、 ち な み に 私 の祖父 は 日 本人子孫ですが 、 祖
母は 白 人 の メ ラ ネ シ ア 人 で し た。

私の旅行は本 当 に い い経験 で し た。 なぜな ら 今 ま で
旅行 し た こ と が な か っ た か ら です。 飛行時間 が と て も
長 く て 、 帰 り は も っ と ひ ど か っ た ！ それ を 除 け ば私 は
こ の 旅行 が 大 好 き で し た。 旅 行 に よ っ て 素 敵 な 人や、
沖縄の家族 と も 知 り 合 う こ と が で き ま し た。 親切 で 、
丁重で、 礼儀正 し く 、 も て な し の 心 を持 っ た 人 、 ミ ゲー

Iレ さ ん 、 三木 さ ん 、 友視 さ ん 、 喜美枝 さ んみ た い な 人
た ち です。 彼 ら の歓迎、 寛 大 さ 、 親切 さ に と て も 驚 き
ま し た。

研修の 期 間 、 私 は み ん な に 対 し て 心 を 開 く こ と が で
き ま し た。 と い う の は私 は ど ち ら か と い え ば内気だか
ら です。 私 は英語 と フ ラ ン ス 語が 話せて 、 日 本語は話
せ ま せ ん が 、 友視 さ ん と 喜美枝 さ ん の 助 け を 借 り て 、
フ ラ ン ス 語に訳 し て も ら い ま し た。 彼女た ち に感謝 し
て い ま す。

私はす ば ら し い も の を た く さ ん 見 ま し た。 美 ら 海水
族館、 そ こ で 巨 大 な 魚 、 サ メ 、 イ セ エ ビ 、 イ カ な ど を
見 て 、 び っ く り し ま し た。 そ れ と イ ルカ シ ョ ー が 気 に
入 り ま し た。

私の家族が 日 系 人 な の で 、 日 本 の 歴 史 は 非 常 に 巽味
深か っ た です。 城 を 見学 し た り 、 そ の歴史 を 知 る の も
初 め て で し た。 建物 は壮大で高 か っ た です。 沖縄県 立
博物館 は 楽 し か っ た です。 沖縄の ダ ン ス は き れ い で 、

歌 も ま た よ か っ た です。
私 は い い友達が で き ま し た。 彼 ら を 忘れ る こ と は な

い で し ょ う 。 戦争 を 生 き 延びた男性の 話 に 心 が熱 く な
り ま し た。 彼 の 話 に 関心 を 持 ち ま し た。 私 は 私 た ち （参
加者） の 間 の 雰 囲 気 が 好 き で 、 私 に と っ て は家族 の よ
う で し た。 ゲー ム やホ テ ル タ ニ ュ ー の キ ャ ン プ ・ フ ァ
イ ヤ ー も 楽 し く て 、 面 白 か っ た です。

こ の 小 さ な旅行は本 当 に よ か っ た です。 私 は参加者
と の連絡 を き ち ん と 続 け て い く つ も り です。 こ ん な ふ
う に ま た 出 か け る か、 そ う で な け れ ば皆 が ニ ュ ー カ レ
ド ニ ア に 来 る か し て 、 いつ か ま た彼 ら と 会 い た い です。
こ の旅 を 決 し て 忘れ な い で し ょ う 。 あ ま り に も す ば ら
し か っ た か ら です。 家族や素晴 ら し い 人 に 出 会 う こ と
が で き て 、 と て も う れ し か っ た です。

今 回 の旅行 を 企画 し たすべて の 人 、 ま た 私 の 面倒 を
み て く れたすべて の 人 に感謝 し た い です。 私 は あ な た
を 忘れ ま せん。 あ な た はず っ と 私 の 心 と 記憶 に残 る で
し ょ う 。 あ な た は ニ ュ ー カ レ ド ニ ア で い つ で も 歓迎 さ
れ ま す。

Mon voyage a ete une tres bonne experience, car j e  n '  
avais jamais voyage de  ma  vie. <;a a ete trop long l e  vol et 
encore pire le retour ! Sinon, j 'ai bien aime ce voyage. II m' 
a permis de connattre des personnes importantes et aussi 
de connattre de la famille a Okinawa . Des personnes qui 
sont gentilles, respectueuses, polies et accueillantes comme 
Mr. Miguel, Miki, Tomomi, Kimie, etc . . .  L' accueil de ces 
personnes m'a  beaucoup surpris ainsi que leur generosite et 
leur gentillesse. 

Pendant cette per iode de stage,  j ' a i  pu  etre ouverte 
envers des gens, car je suis plut6t timide . Malgre que j e  
ne  parlais pas j aponais ,  j e  parlais anglais e t  franc;;ais mais 
heureusement pour me traduire les paro les en franc;;ais j '  
avais l ' a ide de Tomomi et de Kimie que je remercie 
beaucoup. 

J ' ai vu beaucoup de choses magnifiques.  L' aquarium,  
喜tait surprenant de vo ir  des gros poissons ,  requins ,  
des langoustes,  cal mars, etc . . .  E t  j ' ai beaucoup aime le 
spectacle des dauphins. 
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L'histoire j aponaise etait tres tres intもressante, a cause de 

la famille,  Jes generations. C ' est aussi la premiere fois que 

je vais  v i s iter un chateau et connaitre son h i stoire .  Les 

monuments sont magnifiques et tres hauts .  Le musee est  

tres sympa.  L'h istoire du monsieur qui  a vecu pendant la 

guerre m'a fait tres chaud au coeur. Les danses d 'Okinawa 

sont tres bel les  a voir et aussi les chansons qui sont tres 

bien a ecouter. 

Je me suis fait de tres bonnes amies que j e  ne vais jamais 

oubl i er. J ' a i bien aime ! ' ambiance entre nous tous, on 

dirait une famille pour moi .  Les  jeux etaient tres sympas et 

amusants comme Jes feux de camps ainsi que la petite fete 

a I 'h6tel Tanyuu. 

Trop trop b i en  ce pet i t  voyage parmi vous  et b i en  su  
r je  compte  b ien cont inuer  a communiquer  avec  l e s  

participants .  J ' espere u n  j our l e s  revoir, soit e n  repartant 

parmi vous, ou alors si  vous venez en Nouvel le-Caledonie. 

Ce voyage je ne pourrais j amais I ' oublier car i i  etait trop 

excel lent .  J ' ai ete tres heureuse de voir de la fami l le et 

connaitre des personnes importantes. 

Je voudrais remercier toutes les personnes qui ont organis 

e ce voyage et aussi ceux qui se sont occupes de moi. Je ne 

pourrais pas vous oublier. Yous resterez toujours dans mon 

cceur et ma memoire. Yous serez touj ours Jes bienvenus en 

Nouvelle-Caledonie. A bient6t, Morgane. 
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宮里 明衣子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

•MEIKO MIYAZATO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

伊江 中 学校 2 年

ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー を 通 し て

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー を 通 し て た く さ ん の こ と
を学んだ と 共 に 、 最 高 の 思い 出 と 仲 間 を 作 る こ と が で き

私が こ の ツ ア ー に応募 し た理 由 は 、 海外か ら の 参加者 と 触れ合い な が ら 、 私 自 身が 生 ま れ 育 っ た 沖縄や他 の い
ろ い ろ な 国 の歴史や文化 に つ い て学んでみた い と 思 っ た か ら です。

ツ ア ー の 合格通知 が 届 い た と き は と っ て も 嬉 し く て 、 家族や先生方 も 一 緒 に な っ て 喜 ん で く れ ま し た。 ツ ア ー

初 日 は不安 と 緊 張 の 中 、 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン に参加 し た の を今 で も 覚 え て い ま す。 海外参加者 も 日 本人 そ っ く り
で 、 日 本語 も 上 手 な の で と て も 驚 き ま し た。 交流 し て い く と 、 み ん な と っ て も 優 し く 、 い い 人 で安心 し ま し た。
ツ ア ー の 中 に は嫌な こ と な ど 一つ も な く 、 何 も か も が新鮮で、 と て も 楽 し く 充 実 し た 日 々 を過 ごす こ と が で き ま
し た。

自 然学習 の水族館見学や ト レ ッ キ ン グ は私 に 、 み ん な と 仲 良 く な る 時間 を 与 え て く れ ま し た。 そ の お かげで私
は、 た く さ ん の 人 と 友好 を 深 め る こ と が で き ま し た。 そ し て歴 史学習や平和学習 、 社会学習 は私 に 、 沖縄 に つ い
て 学ぶ時間 を 与 え て く れ ま し た。 ど の 学習 も 欠 かす こ と の で き な い 、 と て も 素晴 ら し い 時間 を 私 に 与 え て く れ ま
し た。

私は こ の ツ ア ー を 通 し て 、 気持 ち の 大切 さ に気付か さ れ ま し た。 何 を す る に も 一番 大切 な の は気持 ち で 、 気持
ち が あれ ば 自 分が伝 え た い こ と を 相 手 に伝 え る こ と も で き る し 、 夢実現 に少 し で も 有利 に な る と 思 い ま す。 そ し
て 私 は 人 の 温 か さ を 実感す る こ と も で き ま し た。 こ の ツ ア ー の参加者はみ ん な 、 優 し く て と て も 素晴 ら し い人 達
ばか り で し た。 そ ん な 人達か ら 私 は 、 相 手 の 立場 に な っ て 考 え る こ と 、 相 手 を 思いや る と い う こ と を 学ぶ こ と が
で き ま し た。 い ろ い ろ な意味で私 は 、 こ の ツ ア ー の お か げで成長 で き た と 思 い ま す。

私 は こ の ツ ア ー に参加す る 機会 を 与 え て れ た家族、 学校の 先 生 方 に と っ て も 感謝 し て い ま す。 そ れ と 同 時 に 、
こ ん な に も 素晴 ら し く 、 貴重な体験 を さ せて く だ さ っ た ス タ ッ フ 、 ボ ラ ン テ ィ ア の み な さ ん 、 参加者全員 に は言
葉で現す こ と が で き な い く ら い感謝 し て い ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た。

こ れ か ら も ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ 8 期 生 と い う こ と で 沖縄 か ら の 参加者、 海 外 か ら の 参加者み ん な と 連絡 を 取 り
合 っ て ず っ と ず っ と 交流 し て い き た い と 思 っ て い ま す。 い つ か機会 が あ れ ば 、 ま た み ん な と 会 え た ら い い です。
そ し て 私 は 、 ボ ラ ンテ ィ ア と し て ま た ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し た い です。

約 一週 間 で こ の 夏 の 一番 の 思い 出 を つ く る こ と が で き ま し た。 こ の ツ ア ー で学ん だ こ と を 一 生忘れず、 将来 に
生か し て い き た い です。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。
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下 門 楓
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
KAEDE SHIMOJO · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

潮平 中 学校 1 年 私 は 、 7 月 22 日 か ら 7 月 26 日 ま で の 一週 間JST に 参加 さ
せて も ら い ま し た ！

私 は 緊 張 と 期 待 を 胸 にJST 当 日 を 迎 え ま し た。 JST に は 、 中 学生～高校生の 人 ま で参加 し て お り 、 私 は 中 学生 4
人 の 中 の 1 人 と し て 参加 し ま し た

22 日 カ ン ポ レ ク セ ン タ ー で説明 会 が 先 に あ っ て 沢 山 の 人 が い て 、 私は皆 日 本人だ と 思 っ て席 に つ き 書類 に 目 を
通 し て み る と 、 会場 に い る 半分 の 方 々 が 日 系 人 と 言 う 事が 分か り 、 ビ ッ ク リ し ま し た ！ 私 は 緊 張 し な が ら も 、 何
人 か に話 を か け て み た ら 皆優 し く 接 し て く れて 、 1 番 ビ ッ ク リ し た事 は 日 系 人 の 皆 さ ん が 私 よ り 日 本語が丁寧で
上手で し た。 皆優 し く 、 も っ と 皆 の 事 が 知 り た く な り 、 不安や緊 張が いつ の 間 に か消 え て い ま し た． ． ． o

1 日 目 が ス タ ー ト と し て レ ク や語学会話な ど を し て 楽 し み ま し た。
私 は 沢 山 の 友 達 を 作 る 事が で き 、 お風 呂 に入 る 時や食事 を す る 時、 色 々 な 事 を 参加者 と や り ま し た ！
滝 に 登 り 滑 っ た り 、 夜の就寝時間 に な る と 朝 ま で 自 国 の 事 に つ い て 教 え あ っ た り 、 私は少 し 言葉が 通 じ な か っ

た 時 は大 き い ジ ェ ス チ ャ ー を し た り 単語 を 並 べて 伝 え あ い ま し た。 分か っ て く れた時が 一番嬉 し か っ た です。
沖縄の伝統芸能エ イ サ ー 講習 も し ま し た。 私 は プ ラ ジル 日 系 人 の タ ミ や カ ー レ ン な ど に 教 え て も ら い ま し た。

同 じ 日 本人 じ ゃ な い人 達か ら 、 温かい優 し さ を も ら い 、 こ の 大 き な経験 を 生か し 、 こ れか ら の 日 本 と 外 国 の 架 け
橋 、 交流機会 に携わ る 人材 に な り た い です。

私 は 今 、 日 系 人 の 友達 を 学校や周 り の 人 に 自 慢 出 来 ま す。 今MAILや手紙 を し て い て 交流 を し続 け て い ま す。 私
が 20 •オ に な っ た ら 会 い に行 く 約 束 を し ま し た。 日 系 人参加者 は 、 私 に 「今度 は私達の 国 を あ な た に紹介 し た い か
ら 、 ぜひ私 の 所 に会 い に 来て く だ さ い 」 と 言われま し た。 国 が 違 っ て も 心 が 通 じ 合 え る 日 系 人 が 素晴 ら し く 思 い
ま す。 私 も 将来 日 本 と 外国 の 架 け橋 に な り た い と 思い ま し た。
こ のJST に 参加 し た 人 々 は 私 に と っ て か け が え の な い家族です。 こ れか ら も 連絡取 り 合 い た い です。
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福里 那央
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

-NAO FUKUZATO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

高江洲 中学校 2 年

人達 と 交流 出 来 た か ら です。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て

僕 は 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 出 来 て よ
か っ た です。 何故か と 言 う と 、 海外 の ウ チナ ー ン チ ュ の

海外 の ウ チナ ー シ チ ュ の人達か ら い ろ い ろ な 事 を 教 え て も ら い ま し た。
例 え ば、 そ の 国 々 の 言葉や、 観光地、 それ と 、 そ の 国 々 の 良 い と こ ろ や 、 悪 い と こ ろ な ど い ろ ん な こ と ろ を 教

え て て も ら い ま し た。
そ こ で 、 僕 も 海外 の ウ チナ ー ン チ ュ の 人 達 に 、 い ろ い ろ な 事 を 教 え ま し た。 例 え ば海外の ウ チナ ー ン チ ュ の 人

達で も 知 ら な い言葉や、 沖縄の 面 白 い所 な ど 、 い ろ ん な と こ ろ を 教 え ま し た。
そ れか ら 、 一緒 に 沖縄の い ろ い ろ な と こ ろ に 、 行 き ま し た。 例 え ば、 美 ら 海水族館や、 平和祈念資料館や、 比

地大滝や、 首里城 な ど の い ろ い ろ な所 を海外の ウ チナ ー ン チ ュ の 人 達 と 観光 し ま し た。
そ の観光地で も 、 い ろ い ろ こ と や、 沖縄の か こ の い ろ い ろ な 出 来事 を 学びま し た。
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豊里 源
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
GEN TOYOZA TO 

那覇 中 学校 1 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て 、 僕 が最初 に感 じ
た こ と は 、 本 当 に楽 し か っ た と い う こ と です。

僕 は こ れ ま で 、 い ろ ん な研修 を し て き ま し た が 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー が今 ま で で一番 面 白 く 、 勉強
に な り ま し た。

最初 はみ ん な 、 母 国 同 士 で 固 ま っ て 交流 の様子が 見 え ま せん で し た が 、 ア イ ス ブ レ ー キ ン グの ゲー ム でや っ た
イ ス と り ゲー ム や ジ ャ ン ケ ン列車な ど でみん な の 緊 張 が 和 ら げ ら れ、 だ ん だ ん と そ れぞれ話 を す る よ う に な っ て
き ま し た。

僕 は最初 、 英語だ け を わ か っ て いれ ば い い かな ぁ と 思 っ て い た の ですが 、 キ ュ ーバ ・ ブ ラ ジル ・ ニ ュ ー カ レ ド
ニ ア ・ ア ルゼ ン チ ン な ど世界 の 色 々 な 国 か ら き て 、 色 々 な母国語を話 し て い る の を 見 て 、 こ の 一 週 間 や っ て い け
る ん だ ろ う か、 ど う や っ て 自 分の 気持 ち を伝 え て い け ばい い の だ ろ う かな ど急 に深 く 考 え て し ま い ま し た。

ま ず 、 カ ナ ダやア メ リ カ か ら 来た ブ レ ッ ドやア レ ッ ク ス に ち ょ っ と だ け 英語で話 し て み ま し た。 す る と 、 それ
に答 え て僕 と 会話 し て く れ た の です。 そ の お か げ で 、 会話 し て い る 最 中 : 英語が わ か ら な い質 問 な ど が あ っ た ら
ジ ェ ス チ ャ ー で伝 え た り 、 通訳 の 人 に 聞 い て 自 分で 言 っ た り 、 楽 し く 会話が 出 来 ま し た。

2 日 目 に も な る と 、 み ん な 仲 良 く な り 母 国 同 士 固 ま ら な く な り ま し た。 そ し て 、 1 日 目 に も ら っ た ジ ュ ニ ア ス
タ デ ィ ー ツ ア ー のT シ ャ ツ を 着 て 県庁 に 行 き ま し た。

3 日 目 • 4 日 目 は名 護 に 泊 ま り 、 美 ら 海水族館や ビー チ 、 滝で遊ん だ り な ど と っ て も 楽 し い ひ と と き を過 ごせ
ま し た。 最後 の 日 の 学習 成果発表会 で は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で感 じ た こ と を 一 分 間 ス ピ ー チ に し た り 、
と ～ し ～ に い ～ に い か ら 教 え て も ら っ た エ イ サ ー の ［ ミ ル ク ム ナ リ ］ を 8 期 生全員 で披露 し た り な ど家族の 皆 さ
ん に 見せ ま し た。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で学ん だ こ と は 、 気持 ち は言葉 だ け で は な く 、 心 で伝 え る こ と も で き る と い う
こ と 。 あ と 、 言葉では言い表せ な い た く さ ん の 何 か を 得 る こ と が 出 来 ま し た。

今 後 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で学ん だ こ と 、 得た こ と を 高校や交流会 、 そ し て 将来へ と 役立 て て い き
た い です。 最後 に 、 影で僕た ち の 事 を サ ポ ー ト し て 下 さ っ た勝連 さ んや恵 さ んや け い こ さ ん な ど ス タ ッ ラ の 皆 さ
ん 、 6 期 生 • 7 期 生 の 卒業生の ボ ラ ンテ ィ ア の 皆 さ ん 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。 来年 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア
と し て 合 う 形 に な る と 思 い ま すの で 、 そ の 時は よ ろ し く お願い し ま す。
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豊永 優姫
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -YUKI TOYONAGA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て

コ ザ高等学校 2 年 私が ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し よ う と 思 っ た
き っ か け は 、 沖縄に住 ん で い る の に 沖縄の こ と を 勉強す

る 機会 が少 な い と 思 っ た こ と と 、 海外 か ら 来 る 県 系 人 の 人 達 と 交流 を も ち た い と 思 っ た こ と です。
7 日 間 の ツ ア ー の プ ロ グ ラ ム で は 、 沖縄の文化、 歴 史 、 自 然 にふれて有意義 な 一週 間 を過 ごす こ と が で き ま し

た。
1 日 目 の かん ぽ レ ク セ ン タ ー で の ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー で は空手、 琉舞 、 リ コ ー ダー な ど が披露 さ れて み ん な

で楽 し む こ と が で き ま し た。
2 日 目 は 県庁 に 行 っ た り 、 ビー チ に 行 き み ん な でバ レ ー を し た こ と が 印 象 に残 っ て い ま す。 3 日 目 は楽 し み に

し て い た キ ャ ン プ フ ァ イ ア ー が 行 われ ま し た。 ゲー ム を し て ダ ン ス を し て 一番盛 り 上が っ た と 思い ま す。 サルサ
を 教え て も ら っ て 一緒 に踊 り 楽 し く 過 ご し ま し た。 そ し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の み な さ ん の お か げで と て も
楽 し い キ ャ ン プ フ ァ イ ア ー に な り ま し た。

4 日 目 は首里城 に行 き そ の後 、 み ん な お そ ろ い の 琉球漆器 を 作 り ま し た ！ こ の 日 か ら はエ イ サ ー練習 が 始 ま り ま
し た。

5 日 目 に 行 っ た 平和祈念資料館 で の 平和学習 は 、 改 め て 平和 の 大切 さ が 分か り ま し た。 体験者 の 話は戦争 の 悲
惨 さ が伝 わ り 衝撃的 で悲 し く な り ま し た。

6 日 目 は移民の講話を 聞 き ま し た。 私 は移民 に つ い て な ん と な く で し か分か り ま せんで し た。 し か し 、 講話 を
聞 き 、 沖縄に は仕事が な く 貧 し か っ た た め海外 に 出稼 ぎ に 行 く た め に移民が 起 こ っ た と い う 事実 を し り ま し た。
ワ ー ク シ ョ ッ プで は 沖縄 の 事 を 紹介す る こ と が で き 、 海外の 色 々 な場所な ど を 知 る こ と が で き ま し た。

最後 に 全員 で さ よ な ら パ ー テ ィ ー を し ま し た。 3 日 間 み ん な で 一 生懸命練習 し た 「 ミ ル ク ム ナ リ 」 を を 発表 し
た こ と が 印 象 に残 っ て い ま す。 そ し て 、 色 々 な 出 し 物 で楽 し み ま し た ！ 最後 に は全員舞台 の 上 に 上 が り 、 ダ ン ス
で盛 り 上が っ た後 、 み ん な で肩 を組み 島 ん ち ゅ ぬ宝 を 歌 っ た 時 は 本 当 に感動 的で涙が 出 ま し た。 海外参加者、 県
内参加者 と も ア ド レ ス を 交換 し た の で 、 今後 は メ ール な ど で連絡 を 取 り 合お う と 思い ま す ！

長 い よ う で短か っ た こ の 一週 間 、 と て も 充 実 し て 過 ごす こ と が で き ま し た。 学校で は勉強 で き な い よ う な 事 も
た く さ ん学べま し た。 海外 の 友達 も で き ま し た ！ こ の ツ ア ー で沖縄だ け で な く 世界 に 目 を 向 け る こ と で私 の 視野 も
変わ っ た よ う な気が し ま す。 な に よ り 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で最高 の 思 い 出 と 仲 間 が で き ま し た ！ ！

最後 に 私 を こ の ツ ア ー に参加 さ せて い た だ き 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 関
わっ たすべ て の 人 達に感謝の気持 ち で い つ ばい です。
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開 邦高等学校 2 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

高校生最後 の 夏 、 私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー と い う
素晴 ら し い体験 を し ま し た。

ス タ デ ィ ツ ア ー の 存在 を 知 っ て か ら 2 年。 ず っ と 待 ち 続 け て い た 夏 で し た。
7 月 22 日 。 い よ い よ ツ ア ー が 始 ま り ま し た。 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン で の 皆 の 表情 は と て も 堅か っ た の を覚 え て い

ま す。 今 ま で 聞 い た こ と も 無 い言葉が あ ち ら こ ち ら で飛び交 っ て い て 、 と て も 不安で し た 。 だ け ど 、 私達が 仲 良
く な る の に そ ん な に 時 間 は かか り ま せ ん で し た。 ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー か ら 始 ま り 、 海水浴、 ト レ ッ キ ン グ 、 エ

イ サ ー 練習 ・ ・ ・ そ し て な に よ り も 、 グルー プ対抗 ゲー ム か ら 始 ま り 、 サルサで終わ る ま で、 ず っ と 笑い つ ば な し
だ っ た キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー。 言葉 の 違い も 気 に な ら ず に 毎 日 が笑顔 で あ ふれて い ま し た 。
海外 の 子 達 は 、 最初 は文化の違い で戸惑 う 事が 多か っ た よ う ですが 、 徐 々 に慣れ て い っ た よ う で 、 一 週 間 は あ っ
と い う 間 に過 ぎ て い き ま し た。

そ し て 迎 え た さ よ な ら パ ー テ ィ ー。 こ の 日 だ け は絶対に来て ほ し く あ り ま せん で し た。 ダ ン ス やエ イ サ ー 、 ヒ°

ア ノ な ど様 々 な 出 し 物 、 み ん な で踊 っ た エ イ サ ー 。 こ れで も う 終 わ り な の だ と 思 う と と て も 残念で し た。 で も 、
ま た絶対会 え る と い う 確信 が あ っ た の で不 思議 と 悲 し く は あ り ま せん で し た。
私達は ま た き っ と ど こ かで再会 し ま す。

私 が こ の ツ ア ー に 参加 し て 実感し た 事 、 そ れ は 「私は沖縄 を よ く 知 ら な い」 と い う 事です。 今 ま で私 は 、 住 ん で
い る の だか ら 、 沖縄の こ と は 当 然知 っ て い る も の だ と 思い込んで い ま し た。 し か し 、 私 は首里城正殿 の 両脇 に 立 っ
て い る 龍 が 沖縄独特の も の だ と い う 事 も 知 ら な か っ た し 、 ま た 沖縄の文化で あ る エ イ サ ー を踊 る の も 小学生以来
で し た。

そ れ に 比 べ 、 海外か ら や っ て き た 子 ど も 達は沖縄の事 を よ く 知 っ て い ま し た。 国紹介 で 、 県人会 を 通 し て さ ま
ざ ま な 事 を 学ん で お り 、 エ イ サ ー も 練習 し て い る 事 な ど を 知 り ま し た。 沖縄に い る 私達 よ り 沖縄の 事 を 大事 に し 、
沖縄人精神 を 保 ち続 け て い る の です。

も う ひ と つ 、 こ の ツ ア ー を 通 し て 改 め て 分 か っ た こ と が あ り ま す。 そ れ は 、 「気持 ち を伝 え る の に言葉 は 関係
な い」 と い う 事です。 こ の ツ ア ー では私が 裔校で勉強 し て い る 文法、 語句 • • • そ ん な も の は一切必要あ り ま せんで
し た。 心 を 込 め て 、 伝 え た い と 思 っ た ら 簡 単 な 単語だけ で会話が成 り 立 っ た の です。
こ の 夏 、 私 は 一 生忘れ ら れ な い思い 出 と 、 か け が え の な い仲 間 達 を 得 る 事が 出 来 ま し た。
バ ス の 中 で歌 っ た 事
川 の 中 を 歩 い た 事
みん な で ご飯 を食べた事
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で 手 を 取 り 合 っ て 踊 っ た 事
夜遅 く ま で騒 い で し か ら れた 事
共 に 将来 の 夢 を 語 り 合 っ た 事
絶対、 ぜ っ た い 忘れ な い 、 忘れた く な い 私 の 宝物 です。
世界 中 に友達が 出 来 ま し た。 広 か っ た 世界 が ぐ っ と 縮 ま り ま し た。 こ の繋が り は切 り た く あ り ま せん。
沖縄で生 ま れ育 っ た 1 5人 と 海外 で 生 ま れ 育 っ た 1 5人。 お 互 い 、 文化、 言葉が違 う けれ ど私達の 中 に は 同 じ 沖縄の
血が流れて い ま す。
同 じ 沖縄人 な の です。
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に 参加 し た私達は沖縄 と 世界 を 結ぶ架 け橋 と な る こ と で し ょ う 。
今後 はE メ ー ル な ど を 通 し て 交流 を 続 け て い き た い と 思い ま す。

最後 に な り ま し た が 、 こ の 素晴 ら し い ツ ア ー を企画 し て く だ さ っ た 沖縄県、 山城 さ んそ し て勝連 さ ん 、 太 田 さ
ん 、 敬子 さ ん 、 引 率の 方 々 、 通 訳 の 皆 さ ん 、 ホ テル の 方 々 、 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ ・ ・ 数 え 上 げ切れな い ほ ど の 方 々
に お世話 に な り ま し た。 本 当 に 、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。 心か ら 感謝 し て い ま す。

小 さ な 島 の 沖縄 と 広 い 世界。 そ ん な 全 く 違 う 環境 で 育 っ た 同 世代 の 子 ど も 達が こ こ 、 沖縄で繋が り を も つ 、 と
て も 素敵 な 事 だ と 思い ま す。 こ れか ら も ず っ と こ の ツ ア ー を 続 け て ほ し い です。
沖縄人 で よ か っ た。 皆 に 会 え て本 当 に 良 か っ た。
あ り が と う 。 み ん な 大 好 き です。
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て

那覇高等学校 1 年 私が最初 に こ の ツ ア ー を 知 っ た の は 、 学校の 先 生 の 紹
介 が き っ か け で し た。 も と も と 、 英語が好 き で ス キ ッ ト

コ ンテ ス ト な ど の 学校外 の イ ベ ン ト に 参加 し て い た 私 に 、 参加すれ ば き っ と た く さ ん の こ と が 学べ て 良 い経験 に
な る の で は な い か と 勧 め て く れ た の です。 し か し 、 ツ ア ー に 参加す る 以前 の 私 は 、 直接海外の 人 と 会話す る と い っ
た経験が ま っ た く 無 か っ た の で 、 ち ゃ ん と 話す こ と が で き な く て 仲 良 く な れ な か っ た ら ど う し よ う 。 な ど と 不安
を い だい て い ま し た。 し か し 、 将来、 国 際 関係 の仕事に就 き た い と 考 え て い た 私 に と っ て 、 き っ と 大 き な影響 を
与 え て く れ る 、 経験 を し て い て 絶 対 に損 は な い も の だ と 思 い 、 思 い切 っ て 参加 し ま し た。

し か し ツ ア ー 当 日 、 始 め せ っ か く の 話 を す る 機会 を 目 の 前 に し て も 緊 張 し て し ま っ て い て 、 自 分の 気持 ち を伝
え る こ と が で き ず に い ま し た。 けれ ど 、 ツ ア ー で企画 さ れて い た 交流プ ロ グ ラ ム や ウ ェ ル カ ム パー テ ィ を 通 し て
少 しずつ話 を す る こ と が で き て い き 、 寝 る 前 の 部屋 で の 時 間 で は 、 緊 張 し て い た の も す っ か り 忘れ て し ま いす こ‘

く 楽 し い も の と な っ て い て 、 一 日 目 の 終わ り が と て も 短 く 感 じ ま し た。
そ し て 、 二 日 目 か ら は楽 し み に し て い た本格 的 な ツ ア ー が 始 ま り 、 み ん な と の 絆 を 深 め て い く こ と が で き ま し

た。 ま た 、 ツ ア ー の 中 に は 県庁や博物館 を訪れた り 、 琉球漆器 を 作 っ た り な ど 、 私 に と っ て 初 め て の経験 に な る
も の も い く つ か あ り と て も 良 い 思 い 出 と な り ま し た。 そ の 中 で も 特 に キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は 、 以 前 か ら や っ て み
た い と い う 憧れが あ っ た こ と と 、 グルー プ対抗 の ゲー ム がす ご く 盛 り 上 が っ た こ と で 、 と て も 忘れ ら れ な い も の
と な り ま し た。

そ し て 、 ツ ア ー の 四 日 目 、 私 が こ の ツ ア ー で最 も 楽 し み に し てい た エ イ サ ー の 講習 が い よ い よ 始 ま り ま し た。
エ イ サ ー が 大 好 き の 私 は 、 こ の 企 画 を 通 し て 県 内 参加 者 は も ち ろ ん海外参加者 の 人 達 に も エ イ サ ー の 楽 し さ を
知 っ て ほ し い と 思 っ て い ま し た。 と こ ろ が駕い た こ と に 、 海外参加者 の 中 に は私 の 憧れ と し て い る 琉球国祭 り 太
鼓 に 所属 し て い る 人 も い て 、 も っ と 一緒 に踊 り た い と い う 気持 ち と 、 沖縄県の 人 と し て負 け た く な い な と い う 気
持 ち でい つ ばい に な っ て 、 毎晩の練習 の 時間 は一 日 の 中 で 一番 と い っ て い い ほ ど楽 し み な 時間 と な り ま し た。 ま
た 、 みん な 自 主練習 に 進 ん で参加 し た り 、 質 問 し た り な ど と 一 生懸命 に 取 り 組ん で い る 姿勢が 見 え た の で 、 一緒
に練習 し て い て な ん だか嬉 し い気持 ち に な り ま し た。 そ の 甲 斐 あ っ て本番の 学習成果発表会 で は 、 と て も 良 い演
舞 を 披露す る こ と が で き 、 大成功 に お さ め る こ と が で き ま し た。 そ し て 今 、 私 は こ の ツ ア ー が き っ か け で偶然 に
も 再び会 う こ と が で き た 国 吉 さ ん の サ ー ク ルで 四 年ぶ り に エ イ サ ー を 始 め て い ま す。

こ の よ う に 、 こ の ツ ア ー で は こ こ で し か会 う こ と が で き な い 人 と 出会 う き っ か け を く れ て 、 そ の 出 会 い の 中 で
普段 の 生活では決 し て 学ぶ こ と の で き な い も の を 多 く 学ぶ こ と が で き ま し た。 こ こ で 出 会 う こ と の で き た 仲 間 は
一週 間 を 共 に し た こ と で 、 私 に と っ て 家族 の よ う な存在 に な り ま し た。 そ ん な 素晴 ら し い 出 会 い を く れた こ の ツ
ア ー に参加 し て 、 自 分 を 大 き く 成長 さ せて く れた経験 と 、 掛 け替 え の な い仲 間 に 出会 う こ と が で き て 本 当 に 良 か っ
た ！ と 思い ま す。 こ の ツ ア ー で過 ご し た 一 週 間 は 、 将来の 私 に と っ て の 大 き な財産 と な り 、 忘れ る こ と の な い 一

生の思い 出 に な る こ と だ と 思い ま す。
最後 に 、 参加者の 皆 さ ん 、 ス タ ッ フ の 皆 さ ん 、 掛 け 替 え の な い 一 週 間 を あ り が と う ご ざい ま ず。
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那覇西高等学校 1 年

か っ た 私。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

沖 縄 に 生 ま れ て い る の に も 関 わ ら ず 、 何 一 つ 沖縄 と
い う 本 士 と は異な っ た 文化 を持つ こ の 島 に つ い て 知 ら な

そ ん な 私 に 沖縄 に つ い て 学べ る チ ャ ン ス が今年の 夏 、 や っ て 来た の です。
『 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー』 こ の 事業 を 知 っ た の は 、 朝 の ホ ー ム ルー ム で担任 の 先 生 が 紹 介 し て い た か ら で し

た。 気 に な っ て は い た も の の 、 「 部活が忙 し い 私 に は無理か も し れ な い 」 そ ん な 考 え に捕われ、 結局気 に な っ て
い た詳 し い 詳細 も 聞 く 事 も せず、 申 し込む勇気 も 無い ま ま 、 時間 だ け が過 ぎ て ゆ き ま し た。

し か し 、 「 応募す る だ け は し て み よ う 」 と 思 い 、 急い で必要事項 を 書 き 上 げ、 提 出 し ま し た。 そ し て 当 選 し た
私 に 待 っ て い た の は 、 沖縄在住 の メ ンバ ー と の顔見合わせで し た。

最初 ば性格 の違いか、 考 え 方の 違 い か馴れ合 う 事が 出 来 な か っ た けれ ど 、 時 間 が経つ につれ、 仲 良 く な っ た な
と 実感す る 事が で き ま し た。

そ し て 、 海外 の メ ンバ ー と 沖縄の メ ンバ ー で過 ご し た 7 日 間 は 、 あ り き た り な言葉で は表現で き な い程の想い
が こ も っ た 7 日 間 と な り ま し た。

あ ま り に も 時間 は早 く 、 本 当 に別れは辛 く 感 じ た けれ ど 、 生 き て いれ ば ま た何処かで会 え る 、 そ う 思 え ば、 彼
ら に 笑顔で 『 さ よ な ら 』 を 言 え ま し た。

ス タ ッ フ 、 関係者の方々 に 沢 山 の あ り が と う を 贈 り た い です。 最初 は 沖縄 に つ い て 知 り 学べ る と 参加 し て み た
ら 、 そ れ 以 上 の 一 人 の 人 間 と し て 大切 な こ と を 学ぶ事が 出 来 ま し た。
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花城 亜紀子
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*thank you 女grac i as 女ob r i gado女me r c i

那覇西高等学校 1 年

私 の 将 来 の 夢 は ツ ア ー コ ン ダ ク タ ー に な る こ と です。
ツ ア ー コ ン ダ ク タ ー に な る の は 、 沖縄の歴史や文化 を 知 る こ と も 大切 だ し 、 相 手 の 文化 を 知 る こ と も も ち ろ ん大
切 だ と 私 は 思 っ て い ま す。 私 は外 国 に も と て も 奥味が あ り 、 英語 も と て も 好 き で し た。 そ う い う 理 由 か ら 、 今 回
の企画に応募 し ま し た。 一度、 南風原町主催 の 国 際交流ハ ワ イ 研修 に 応募 し た と き は落 ち た の で 、 今 回 は本 当 に
受 かっ て れ ば い い な と 家族み ん な で願 っ て い ま し た。 だか ら 、 先 生 か ら 合格通知 を も ら っ た と き は 、 涙が 出 る ほ
ど本 当 に う れ し か っ た です。

7 月 22 日 、 い よ い よ こ の 日 がや っ て き ま し た。 初 の 海外参加者 と の顔合わせの 日 です。 私 は 日 系 の外 国 人 の 人
た ち を初 め て 見 ま し た。 私 の 最初 の 予想で は 、 み ん な 普 通 の 外人 み た い な顔 を し て る の か な と 思 っ て い た ん です
が 、 日 本人 っ ぽい顔 を し て い た の で ビ ッ ク リ し ま し た。 し か も 、 県 内 参加者だ と 思 っ て 日 本語で話 し か け た ら 全
く 通 じ な く 、 お か し い な と 思 っ て い た ら 海外 か ら の 参加者だ っ た と い う 事 も あ り ま し た。 そ の く ら い 、 私 た ち 日
本人 と 、 彼 ら 日 系 人 は 変 わ り が な い よ う に感 じ ま し た。

私 の感覚 と し て は 、 外人 っ て ア メ リ カ 人 と かイ ギ リ ス 人 の イ メ ー ジ し か な か っ た け ど 、 実 際 に 来て い る 参加者
の 中 に は ボ リ ビ ア やペルー 、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 、 キ ュ ーバ か ら 来て い る 人達 も い て 、 世界 っ て本 当 に 広 い ん だ な
と 思 い ま し た 。 私個人 と し て は 、 プ ラ ジルの 多美や、 阿 弓 、 カ ー レ ン が と て も 親 し みやすか っ た です。 そ れ も 昔
の 、 沖縄 と ブ ラ ジルの移民の歴 史 な ど と 少 し は 関係 が あ る の かな と 思い ま し た。 ア メ リ カ か ら の 参加 者達 も 、 会 っ
た そ の 日 か ら 、 と て も ノ リ ノ リ で喋 り やすか っ た です。 私 が み ん な と 喋 っ て い く う ち に思 っ た こ と は 、 それぞれ
の 国 に よ っ で性格 と か考 え方 と か違 う ん だ な と い う こ と です。 み ん な 住 ん でい る と こ ろ が バ ラ バ ラ な の で文化や
環境が 全 く 違 う と い う の も 当 た り 前の こ と な ん だ と 思い ま し た。 そ し て 、 こ の こ と を 通 し て 、 日 本人 の悪い と こ
ろ 、 い い と こ ろ が わ か っ た気が し ま し た。 そ の 日 の夜、 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー を し ま し た。 こ の 時 に 、 み ん な と
喋 っ て そ し て 仲 良 く な る こ と が 出 来 た の で楽 し く 過 ごす こ と が 出 来 ま し た。 い ろ ん な 国 に 興味 を 持 ち ま し た。

23 日 、 私た ち は名 護 の 海 に海水浴 に 行 き ま し た。 そ こ で はバ レ ー ボ ー ルや 、 ド ッ チ ボ ール を し た り 、 み ん な で
泳 ぎ ま し た。 楽 し か っ た です。 そ の 後 、 名 護の ホ テ ル タ ニ ュ ー に い き ま し た。 標 高 が 高 く て 耳 が痛 く な り ま し た。
ア イ ス も 普通 な ら 5 0 円 の ア イ ス が 1 5 0 円 だ っ た の で ビ ッ ク リ で し た。 私 はモルガ ン と 同 じ部屋で し た。 モル
ガ ン は 日 本語が し ゃ べれ な か っ た け ど 、 私 の 乏 し い英語力 で も 通 じ た の で う れ し か っ た です。 そ れ は 、 こ の ツ ア ー

で と て も う れ し か っ た 出 来事 の 一つ です。 英語が う ま く 話せ な く て も ど う に か し て伝 え よ う と い う 気持 ち が 私 に
あれば、 相 手 も 必死 に理解 し よ う と し て く れて 通 じ る ん だ な っ て 思 い ま し た。 英語が う ま く し ゃ べれ な い か ら っ
て 消極的 に な ら ず 、 積極的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る べ き な んだ と 思い ま し た。 モルガ ン と は ニ ュ ー カ レ ド ニ

ア の 生活や、 学校 の様子、 家族 の 話 を し ま し た。 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア で は 、 日 本の 学校 のバ ケ ー シ ョ ン と は全 く 異
な っ て い て 、 春 ・ 夏 ・ 冬 に そ れぞれ長 い 期 間 の休みが あ る の で は な く 、 4 ヶ 月 の ま と ま っ た休み を 一気 に と る よ
う な形式に な っ て る そ う です。 詳 し く 聞 く こ と は 出 来 な か っ た の です が 、 そ れ も 何かそ の 国 の気候や文化 に 関係
し て る の かな っ て感 じ ま し た。

24 日 、 私 は 山 登 り を し ま し た。 そ の 時一 緒だ っ た ア ルゼ ン チ ン の サ ユ リ と ア メ リ カ の ア イ ち ゃ ん と 県 内 参加者
の 祥子 と 私で好 き な ア ー テ ィ ス ト の 話 を し ま し た。 そ の と き 、 私 は ビ ッ ク リ し ま し た。 ア ルゼ ン チ ン で は 日 本の
映画や ド ラ マ が 放送 さ れて る そ う です。 そ の た め 、 サユ リ は 日 本 の俳優や歌手 に と て も 詳 し か っ た です。 そ の 話
を 聞 い た と き 、 日 本人 が ア メ リ カ に憧れ る よ う に 、 世界各 国 か ら も 日 本 は意外 に も 注 目 さ れて る の で は な い か な
と 感 じ ま し た。 日 本人 は も っ と 自 分 に 国 に誇 り を持つ べ き だ と 実感 し ま し た。 夜 の 交流 プ ロ グ ラ ム で は ゲー ム な ど
を や っ て 、 も っ と 他 の メ ンバ ー と 仲 良 く な る こ と が 出 来て嬉 し か っ た です。 そ の 後 にや っ た キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

で国籍 関係 な く み ん な 楽 し く ダ ン ス をす る こ と が で き 、 嬉 し か っ た です。 ア ルゼ ン チ ン の 2 人 と 、 ロ ベル ト 、 グ
ロ ー リ ア の 4 人 を 中 心 と し た タ ン ゴ ダ ン ス は盛 り 上が っ て 楽 し か っ た です。 そ の 時思 っ た こ と は 、 海外 の 人 た ち
は 自 分 の 国 の 文化や歴 史 を ち ゃ ん と 理解 し て い る の と 比べ て 、 日 本人 は 自 国 の 文化 な ど を 知 ら な さ す ぎ る の で は
な い か と 思い ま し た。 県 内 参加者の 中 で 、 日 本 ま た は沖縄の伝統芸能 を 、 自 信 を持 っ て み ん な の 前で踊れ る 人 な
ん て い な い よ う な 気 が し ま し た。 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で は ゲー ム な ど を 通 し て み ん な と 仲 良 く な る 事が 出 来 て 、
本 当 に い い 交流企画だ っ た と 思 い ま す。 名 護で の 2 泊 3 日 の企画は と て も 楽 し か っ た です。

25 日 は 、 沖縄の歴史や文化 を 主 に 見 学 し学びま し た。 私た ち は 沖縄 に 住 ん で い な が ら 、 沖縄の 事 を 全然分か ら

- 5 7  -



な か っ た の で 、 と て も い い機会 だ っ た と 思 い ま す。 初 め て 琉球漆器 も 作 っ て 、 沖縄の 文化 を肌 で感 じ る こ と が 出
来 ま し た。 夜 に エ イ サ ー 講習 が あ り ま し た。 最初 は正直言 っ て 、 面倒 く さ か っ た ん ですが 、 や っ て み る と 楽 し く つ
て 自 由 時間 の 時 に も 先生 に 見 て も ら っ て 、 み ん な で 自 主練習 し ま し た。 さ よ な ら パ ー テ ィ ー の本番 に 向 け て み ん
な で 一 生懸命頑張 り ま し た。 そ の 日 は ボ リ ビア の リ ナ と ジ ャ ニ ー ズ の 話 を し て 盛 り 上が り ま し た。 本 当 に み ん な
日 本が 好 き な ん だ な と 思い ま し た。

次 の 日 も 沖縄 の 歴 史 、 戦争の こ と を学びま し た。 前原 さ ん は 日 系移民の こ と に つ い て 色 々 知 っ て い て す ご い な
と 思い ま し た。 そ の 後 の ゲー ム で驚 い た こ と は 、 海外参加者 は 自 分 の今住 ん で い る 国 で は 「 自 分 は 日 本人 だ」 と
答 え る が 、 日 本で は 「 ア メ リ カ 人 だ」 と 答 え る 、 と い う 話 に みん な が う な ずい て い た こ と で し た。 そ の 後 の 自 国
を 自 慢す る ワ ー ク シ ョ ッ プの 時 で は 、 み ん な そ れぞれ 自 分の 国 の 自 慢 で き る と こ ろ を は っ き り と 誇 ら し げ に話 し
て い た の で 、 そ れ も 日 本人 と 違 う と こ ろ だ な と 実感 し ま し た。 そ の夜 に エ イ サ ー の最終練習 が あ り ま し た。 最初
は あ ん な にや り た く な か っ た の に 、 仕上が っ て い く う ち に 楽 し く な っ た し 、 も う み ん な で こ う や っ て 練習 す る こ
と も な い ん だ な と 考 え る と 寂 し く も な り ま し た。

28 日 、 修 了 式 と さ よ な ら パー テ ィ ー の 日 です。 今 ま で練習 し て き た エ イ サ ー の 発 表 も 無事終 え る こ と が で き 、
み ん な で踊 っ た ダ ン ス も と て も 楽 し か っ た です。 そ の 後 に 島人 の 宝 を 全員 で歌 っ て る と き は 、 も う みん な で集 ま
る こ と も な い ん だ な と 考 え る と と て も 寂 し く て 泣 い て し ま い ま し た。

私 が こ の 企 画 に 参加 し た の は最初、 将来の た め と い う 理 由 も も ち ろ ん あ っ た の です が 、 外人 と 喋 り た い と か仲
良 く な り た い っ て い う 単純 な 理 由 の 方 が 強 か っ た と 思い ま す。 で も 、 こ ん な に い ろ ん な 事 が 学べ る と 思わ な か っ
た し 、 い い 思い 出 に な る と も 思い ま せん で し た。 み ん な と 話 し て い て 気づ く こ と も 多かっ た し 、 こ れか ら も っ と
英語 を 頑 張 ろ う っ て い う 強い気持 ち も 生 ま れて き ま し た。 だか ら 、 こ れか ら は こ の経験 を 通 し て わ か っ た こ と を
活か し て 、 自 分の 夢 に む か っ て 大 き く 前進 し て い き た い です。

ス タ ッ フ の 皆 さ ん 、 本 当 に た く さ ん の す ば ら し い経験 を さ せて い た だ い て あ り が と う ご ざい ま し た。 そ し て み
ん な に 出 会 え た こ と に と て も と て も 感謝 し て い ま す。 あ り が と う 。

ヽ
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玉那覇 祐利香
-Y直泊迅― ― - - -TAMぷ入恥― ― 最高 ！ だ っ た Jun i o r Study Tou r 2008 

西原高等学校 2 年 ハ イ タ イ ！ 私 は 、 こ の 「Jun i or Study Tour 2008 」
に参加す る こ と が で き て 、 本 当 に嬉 し く 思 い ま し た。 で

も 、 正直、 私 は 「 一 週 間 は 、 ち ょ っ と 長 い な 」 と 思 う 気持 ち を持 ち な が ら 、 当 日 の 7 月 22 日 を 迎 え ま し た。
そ の 日 は と て も ワ ク ワ ク し て 、 朝早 く か ら 準備 を 済 ま せ、 ど ん な人 達 に 出 会 え る の だ ろ う ？ ど ん な 日 々 を過 ご

す の だ ろ う ？ みん な と 仲 良 なれ る かな ？ と 、 ド キ ド キ 、 ワ ク ワ ク な 心境で し た。
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン も 始ま り 、 気持 ち も 落 ち 着 き 始 め ま し た が 、 い ざ海外 に 住 ん で い る 人 た ち と 話す と な る と 、

頭が真 っ 白 に な り 、 う ま く 話が 出 来 ま せん で し た。 し か し 、 そ れ も 徐 々 に な く な り 、 下手な英語だけ ど 、 少 し ず
つ話す こ と が 出 来 ま し た。

ま た 、 私 は C グルー プの リ ー ダー で し た。 リ ー ダー と し て の役割 を う ま く 果たす こ と が 出 来 な か っ た け ど 、 「 リ ー

ダー 、 リ ー ダー 」 と い つ で も 協力 し て く れて 、 本 当 に嬉 し か っ た です。 C グルー プの メ ンバー に は 、 いつ も 支 え
て も ら っ て 本 当 に助 か り ま し た。 あ り が と う ご ざ い ま し た。 C グルー プの リ ー ダー で 、 本 当 に 良 か っ た です。

キャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は 、 本 当 に盛 り 上が っ て 楽 し か っ た です。
' 6 ,  7期 の 卒業 生 が 計 画 し て く れ た ゲ ー ム 。 グルー プ対決で 、 見 事 ！ c グル ー プが 1 位 に な り ま し た。 最後 に 点
火が あ り ま し た。 そ の 時、 感動 し た こ と を今 で も 覚 え て い ま す。

火花が 散 っ て 、 色 々 大変 だ っ た け ど 、 み ん な で楽 し く 踊れて 1 つ に な れ た 気 が し ま し た。 6 , 7期 の 卒業 生 が 色 々
と 計画 し て く れた り 、 ち ゃ ん と 進行 も し て く れ て 、 楽 し い キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー に な り ま し た。 感謝の気持 ち で い っ
ばい で し た。 1 日 、 1 日 が た く さ ん の 思い 出 ばか り です。

楽 し い こ と だ け で な く 、 勉 強 の 面 で も 色 々 と 思い 出 が あ り ま す。
私は ポル ト ガル語 を 初 め て 聞 き ま し た。 発音が ま ず難 し く 、 聞 き 取 る の が 大 変 で し た。 同 じ よ う に フ ラ ン ス 語、

ス ペイ ン語 も 難 し か っ た です。
で も 毎回 「 あ り が と う 」 を そ れぞれ の 言葉で言 っ て い く う ち に 、 英語が少 し 話せて少 し 聞 き 取れ る よ う に 、 ポ

ル ト ガル語 も フ ラ ン ス 語 も ス ペイ ン語 も 勉強 し た い な と 思 い ま し た。 英語 も 、 授業で学んで い る 事で は な く 、 英
会話を学びた い と 思い ま し た。 ま た 、 沖縄 に 住 ん で い な が ら 、 沖縄の こ と に つ い て 、 ま だ ま だ無知 だ と 思い ま し た。

海外 に 住 ん で い る 人 か ら 、 方言 の 事 を 質 問 さ れ 、 答 え ら れ な か っ た 自 分が い ま し た。 情 け な い と 思 い ま し た。
まず、 自 国 の 事 を 知 っ て か ら

．
、 他 国 を 知 る べ き だ と 思い ま し た。 そ れ に 、 沖縄 に住ん で い る け ど 、 ま だ行 っ た こ

と が な い場所 に 、 J S T 8 期 メ ンバ ー の 皆 で行 く こ と が 出 来 て 、 と て も 楽 し く 良 か っ た と 思 い ま し た。
最後 に 、 7 月 28 日 に行われた 「 さ よ な ら パ ー テ ィ 」 は今で も 忘れ ら れ ま せん。 私 は ま だ皆 と の お別 れ に 実感 が

な く 、 1 分間 ス ピ ー チ も 、 エ イ サ ー も 、 皆で踊 っ た ダ ン ス も 、 いつ も の よ う に 楽 し む こ と が 出 来 ま し た。 そ の 後 、
6, 7期生か ら 8 期 生 メ ンバー に贈 る 言葉 を も ら い ま し た。 そ の 瞬間 「皆 と お別れ な ん だ」 と 実感 し ま し た。 す る と 、
自 然 に涙が溢れ 出 し ま し た。

私 は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加す る こ と が 出 来 て 本 当 に感謝 し て い ま す。 そ のお 陰 で 、 私 は皆 と 出会
う 事が 出 来 ま し た。 そ し て 、 た く さ ん の 思い 出 が 出 来 ま し た。

素晴 ら し い企画 を 考 え て く だ さ っ た ス タ ッ フ の 皆様 に も 、 本 当 に感謝 し て い ま す。
色 々 と ご迷惑 を か け て し ま い ま し た が 、 サ ポ ー ト し て く だ さ り 、 多 く の ス タ ッ フ の皆様 に感謝の気持 ち で い つ ば
い です。 エ イ サ ー の ご指導 も あ り が と う ご ざ い ま し た。 ま た 、 通 訳 の皆 さ ん も 、 質 問 な ど を た く さ ん の 言 菓 に通
訳 し て 頂 き 、 • あ り が と う ご ざい ま し た。
6 , 7 期 生 の 皆 さ ん。 ア ドバ イ ス を し て 下 さ っ た り 、 楽 し い企画 を あ り が と う ご ざ い ま し た。 そ し て 、 8 期 生 メ
ンバ ー。 1 週 間 、 楽 し い思い 出 を あ り が と う 。 み ん な と 出 会 え て 本 当 に 良 か っ た です。

最初 「 1 週 間 なんて 、 長い」 と 思っ て い ま し た が 、 充実 し て い て と て も 短 く 思いま し た。 1 週 間 は物足 り なかっ たです。
こ れか ら 先 も 皆 と の つ な が り が 途絶 え な い よ う に 、 連絡は取 り 続 け た い と 思 っ て い ま す。 色 々 報告 し あ え た ら

い い な 、 と 思い ま し た。
何度 も 言 っ て い ま すが 、 Jun i or Study Tour2008 に参加 出 来て 本 当 に 良 か っ た です。 皆 と 出 逢 え る こ と が 出 来

て 本 当 に よ か っ た。 あ り が と う 。
皆 さ ん 、 楽 し い思い 出 を あ り が と う 。 ま た 、 皆 と 会 え る 事 を 期 待 し て い ま す ！ I I 

あ り が と う ご ざい ま し た。 （ ま た 是非参加 し た い です ！ ！ ）  
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宜保 有樹
疇-]iB0 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

中 部農林高等学校 2 年 私 は 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー ヘ 参 加 す る 事 が
で き て本 当 に 良 か っ た と 思 う し 、 ツ ア ー で は県 内 の メ ン

バ ー だ け で は な く 、 海外 の 色 々 な 国 か ら の 参加者が い た の で言葉や文化 の違いや ノ リ の違い な ど た く さ ん の 刺激
を 受 け る 事が で き て 、 私 の今 ま で の 人 生 の 中 で き っ と 一番濃 い 内 容 の 一週 間 だ っ た と 思い ま す。

美 ら 海水族館 の 見学や、 海 で の ビー チバ レ ー 、 首里城見学、 他 に も こ こ で は言 い表す事が で き な い く ら い た ＜
さ ん の 思い 出 を 作 る 事が で き た の ですが 、 そ の 中 で も 私 の 中 で特 に 印 象 に 残 っ て い る の が 「 さ よ な ら パー テ ィ ー 」
です。

一週 間 と い う 本 当 に短い期 間 だ っ た の に 、 最後 に はみ ん な が別れ を惜 し ん で泣 く 程 の パ ー テ ィ ー が で き た と い
う 事 は本 当 に最裔 だ っ た と 思い ま し た。

こ こ ま で最 高 な ツ ア ー にす る 事が で き た の は 、 私 自 身や誰か個 人 の 力 だ け で は な か っ た と 思い ま す。 ま ず私が
ど う し た ら い い か わ か ら な い 時 に ず っ と 支 え て く れた リ ー ダー の あ いみ 、 ゆ り か、 み き 、 ゆ う こ に本 当 に感謝 し
た い と 思 っ た し 、 私達の た め に 陰 で支 え て く れた勝連 さ ん 、 太 田 さ ん 、 山城 さ ん 、 そ し て 、 よ しや を 中 心 と す る
ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 さ ん に も 感謝 し た い と 思 っ て い ま す。

最後 に 、 私 は こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 し て本 当 に楽 し か っ た し 、 海外の 事 も 少 し だ け ど知 る 事が で
き た し 、 そ の お か げで海外 の 事 に つ い て も っ と 知 り た い 、 も っ と 勉強 し た い と 思 う よ う に な り ま し た。 ま た 、 み
ん な を 引 っ 張 る 事や積極的 に み ん な に指示 を だ し た り す る 事 で 、 人見知 り な性格が 変 わ る 事が で き た と 思い ま す。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で学んだ事、 感 じ た 事 を 自 分 自 身 に プ ラ ス に 活 かせ る よ う に し た い と 思 っ た し 、
こ の ツ ア ー を 通 し て 仲 良 く なれた友達 と はずっ と 仲 良 く し て い き た い な と 思い ま し た。
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池村 愛美
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

入閲I IKEMURA- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

豊見城高等学校 1 年 ＂ イ チ ャ リ バチ ョ ー デー

私 はJST を 通 し て 沢 山 の 事 を学びま し た。 そ し て 沢 山 の
仲 間 と 出 会 い ま し た。

最初 は ド キ ド キ し て … ち ゃ ん と 上手 く 話せ る か心配だ っ た け ど 、 予想外 に 皆 と 話 し た り 出 来 ま し た。
1 日 目 は ち ょ っ と 緊 張 し ま し た。 ウ ェ ルカ ム パ ー テ ィ ー は 、 な お の 空 手凄 か っ た ！ 愛美 ギ タ ー 失敗 し ち ゃ っ た

よ • • • で も 2 曲 目 はバ ッ チ リ だ ！ ！ そ の 後 、 あ い ち ゃ ん も り ーな も バ ッ チ リ 盛 り 上 が っ た ね ！ ！ 楽 し か っ た ね ！ 夜 は皆で
遊んで気持 ち 良 く 眠れま し た。

そ し て 、 美 ら 海水族館で も 沢 山 騒 い で楽 し ん で 、 海 で も 鬼 ご っ こ も ビ ー チバ レ ー も 楽 し か っ た ね ！ そ の 日 の 夜
の温泉 • • • 最 高 だ っ た ！ そ し て 次 の 日 は 、 山 に 登 っ た ね。 凄 く 楽 し か っ た け ど ク モ は本 当 に 苦手で 目 に 涙流れた よ … 。
皆で助 け 合 い な が ら 登 っ て 最後 の 滝 は最高 に 楽 し か っ た ね ！ そ の 後 の 温泉 も 最 裔 だ っ た よ 。 そ し て 夜 は キ ャ ン プ
フ ァ イ アーで 、 最初 は チ ー ム 対抗で凄 く 盛 り 上が っ た ね ！ あ の 小麦粉は吐 き そ う だ っ た よ 。 誰か隣か ら 「 ヴ ォ オ オ
工 J つ て 言 っ た 人 ！ ！ 本 当 に気持 ち わ か る 。 そ の後 に 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ア ーに火 を 点火 し て ダ ン ス し た り 、 心 が 1
つ に な っ た ね。 あ の 時凄 く 嬉 し か っ た。 そ し て そ の後 か ら ま た ま た温泉で ゆ っ た り … 。 で も そ の 日 の 夜 は 、 頭 の
中 は 山 登 り の 時 の ク モ が 浮かん で き て な かな か眠れ ま せん で し た。

そ し て ア ッ と い う 間 に 4 日 目 で 、 そ の 日 は私 は 沖縄 に 生 ま れ た の に 、 行 っ た 事 が な か っ た。 首里城 ！ 初 め て で
ド キ ド キ し て ま し た。 赤 と 白 の シマ シマ な城で し た。 そ の 日 は 色 々 な 歴 史 の 体験 な ど し ま し た。

そ し て 5 日 目 は平和学習 で 、 平和祈念公園 に 行 っ て 沖縄で あ っ た地上戦 の 話 を 沢 山学びま し た。 そ し て マ チ グ ヮ
一散策 で毎 日 の よ う に 通 る 道 を 詳 し く 知 る 事が で き ま し た。 そ し て エ イ サー も 練習 し ま し た。

そ し て 6 日 目 は 、 エ イ サー し た り 沖縄の移民 に つ い て 沢 山 知 り ま し た。 6 日 目 は泣 き そ う で し た … 。 そ し て 7
日 目 は さ よ な ら パー テ ィ ー • • • 本 当 に 沢 山 の 仲 間 に 出 会 い ま し た。 そ し て 1 分 間 ス ピー チ で ア ド リ ブで い き ま し た。
頑張 り ま し た。 そ し て エ イ サー踊 っ た り 、 ダ ン ス 踊 っ た り 、 歌 を 歌 っ た り 、 本 当 に 大切 な 時 間 が 早 く 過 ぎ ま し
た。 皆涙 が 止 ま ら な か っ た ね。 今 で も 泣 き そ う です。 皆 と 出 会 っ た ば っ か り な の に 直 ぐお別れ。 あ っ と い う 間 に
過 ぎ た 7 日 間 は思 い 出 に 変 わ っ て 大 切 な 仲 間 と 出会 え ま し た。 皆 で笑 っ た り お 互 い の 気持 ち が理解 出 来ずぶつ か
り あ っ た り 。 で も 、 今 で は 、 思 い 出 に 変 わ っ て 記憶 に残 っ て い ま す。 私 は フ ィ リ ヒ゜ ン に 留学 し て 、 勉 強 し て フ ィ
リ ピ ン で歌手 に な る の が 大 き な夢です。 JST を 通 し 、 夢 に 自 信 を持て る よ う に も な り ま し た。

皆 ！ 愛美頑張 る よ ！ JSTの 参加者の皆 ！ ス タ ッ フ の 皆 さ ん ！ 周 り で支 え て く れ た皆 さ ん 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま
した。 皆 さ ん に 出 会 え て感謝 し ま す。 こ のJST と い う ツ ア ー は終わ っ て も 絆 は 一 生 あ り ま す ！ ま た 皆 が 揃 っ て 会 え
る 事 を 楽 し み に 待 っ て い ま す。 本 当 に本 当 に 皆 あ り が と う ご ざ い ま し た。
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友利 麻羽
MAU TOMORI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

首里東高等学校 1 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

私 は こ の ツ ア ー に参加 し て 、 本 当 に よ か っ た と 思 っ て い
ま す。

最初 は 、 ど う な る かな ？ 話せ る かな ？ と い う 不安 でい つ ば い で し た。 で も 、 み ん な と た く さ ん話 し 、 交流 を 深 め
る と 共 に 、 不 安 も 無 く な っ て い き ま し た。 ス ペイ ン語、 フ ラ ン ス 語、 ポル ト ガル語が 、 話せ な い の は悔 し か っ た
です。
こ の ツ ア ー が 終わ り と い う の は本 当 に さ び し い ですが 、 次 は 私 自 身 が 各 国へ訪問 し た い な ～ と 思い ま し た。
こ の 一 週 間 が 、 本 当 に短か っ た です。
ま た 、 こ の ツ ア ー を 通 し て 学 ん だ 事 を行 か し て 、 こ れか ら の 生活 を や っ て い き た い と お も い ま す。
私 は 、 こ の ツ ア ー を 通 し て 、 色 々 と 学ぶ事が で き ま し た。 さ ま ざ ま な 文化 を 学ぶ事で、 た く さ ん の 異文化 と 触れ
合い新た な 発 見が で き ま し た。 最初 の ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ で は 、 緊 張 し て て頭 が 回 ら な か っ た け ど 、 声 を か け て
く れた 人 か い た か ら 、 緊 張 も ほ ぐれ ま し た。 初 日 か ら 、 夜 中 ま で遊 ん で た の し か っ た です。
次 の 日 の 美 ら 海 も 楽 し か っ た です。
エ メ ラ ル ド ビー チ で は 、 た く さ ん の 人 と 遊 ん で 、 仲 が 深 ま っ た と お も い ま す。
本 当 に 一 日 一 日 が 楽 し か っ た です。 毎 日 毎 日 が本 当 に楽 し く て 、 一 日 が 終わ る の が 、 早 か っ た です。
琉球漆器造 り は 、 貴重な 体験 で沖縄 に す ん で る 人 で も 体験 を し た こ と の な い 事だ っ た の で 、 本 当 に よ か っ た と お
も い ま す。
エ イ サ ー も こ の J S T の メ ンバ ー で で き た か ら こ そ 、 い い 思 い 出 が で き ま し た。
最後 の さ よ な ら パ ー テ ィ で は 、 本 当 に 終わ り な ん だ な と 思 う 気持 ち が あ り 涙 が 止 ま り ま せん で し た。
最後 の最後 ま で楽 し く て 、 笑 い あ り 、 涙 あ り で し た。
こ の J S T で学 ん だ事 を こ れか ら の 人 生 に 活 かせた ら な と 思 っ て ま す。
本 当 に 一週 間 た の し か っ た です。
あ り が と う こ ざ い ま し た。
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新城 祥子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
SHOKO ARASHIRO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

今 回 の ツ ア ー で 学 ん だ こ と

八璽 山 高等学校 2 年 私 は 7 月 22 日 、 遠 い離 島 か ら は 一 人 で の 参加 と 聞 い て
い た の で 、 も のす ご く 緊張 し な が ら 集合場所 の かん ぽ レ

ク セ ン タ ー ヘ 向 かい ま し た。 時 間 通 り に 着 い た つ も り が 、 ほ ぼ全員 が 集 ま っ て い た の で ビ ッ ク リ し ま し た。 そ こ
に は 、 沖縄県代表 と し て選 ばれ て き た 1 5名 の 中 高 生 と 、 9 カ 国 か ら 集 ま っ た 1 5名 の 生徒達が い て 、 最初 か ら こ の
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加す る こ と が 素 晴 ら し い こ と を 実感 し ま し た。 そ の 中 に 私 が 選 ばれ て 、 と て も 嬉
し か っ た です。 本 当 に選んで頂い て 、 感謝の 気持 ち で い つ ば い です。 あ り が と う ご ざ い ま し た。

そ し て 1 日 目 、 初対面の 人 と は あ ま り 話せ な い 私 に 、 参加 し て い る み ん な が い つ ば い 話 し か け て く れ た の で 、
す ぐ仲 良 く な る こ と が 出 来 て 楽 し か っ た です。 初 日 は 、 み ん な と 仲 良 く な る た め の レ ク レ ー シ ョ ンや ウ ェ ル カ ム
パー テ ィ ー が あ り 、 色 ん な 国 か ら の 参加者達 と 話 し た り 、 写真 を 撮 っ た り 、 ご飯 も 食べ な が ら た く さ ん絡んで仲
良 く な り ま し た。

2 日 目 、 私 は こ れか ら 一週 間 、 沖縄につ い て 学習 す る た め に気持 ち を 切 り 替 え ま し た。 県 庁 で は 、 副 知 事や カ
メ ラ を も っ た た く さ ん の 人 が 来 て い て 、 と て も 緊 張 し ま し た。 そ こ で は 、 ペルー代表 の な お み と 一緒 にペルー の
国旗を持 ち ま し た。 初 め て 、 母国以外 の 国旗 を 持 っ て 皆 の 前 に 立 て た の で 、 と て も 光 栄 で し た。 そ し て 、 県庁か
ら ま た移動す る と き 、 引 率の 先 生 が 交代 と い う こ と で 2 名 も 代 わ っ た の で 、 最初 は不安で し た 。 し か し 、 次 に 行 っ
た美 ら 海水族館やエ メ ラ ル ド ビー チで話 し て 、 と て も 親切 で 面 白 か っ た の で 、 不安はす ぐ 消 え て い ま し た。 水族
館 で は 、 色 ん な 魚 が 見 ら れて 楽 し か っ た です。 2 回 目 の 来館 だ っ た け ど 、 と て も 良 か っ た。 エ メ ラ ル ド ビー チ で
は、 最初海 に 足 だ け つ か り に行 っ て 、 そ の 後 は皆で ビー チバ レ ー を し ま し た。 私 は 、 ス ポ ー ツ や動 く こ と も 大好
き な の で 、 と て も 楽 し か っ た です。 ケ ガ し た の は ち ょ っ と 悲 し か っ た け ど。 太 田 さ ん 、 付 き 添 っ て く れて あ り が
と う ご ざい ま し た。

3 日 目 は 、 ト レ ッ キ ン グで 山 登 り を し ま し た。 予想以 上 の き っ さ で 大 変 だ っ た け ど 、 一緒に登 っ て い る 皆 も 頑
張 っ て い た の で 、 私 も 負 け な い よ う に頑張 り ま し た。 そ の 時 に 、 沖縄の 自 然 を 体感す る こ と が 出 来 た と 思い ま す。
そ の 上 、 案 内 し て く れた ま ー ぼや、 の っ ち が 比地大滝 に生息す る 生 き 物 な ど の 説 明 やそ の 生 き 物 た ち が ず っ と 残
れ る た め に 、 大切 な環境間題 に つ い て 色 々 話 し て く れ て 、 と て も た め に な り ま し た。 あ り が と う ご ざ い ま し た。
そ の 日 の 夜 は 、 バ ーベ キ ュ ー を し て 、 卒業生 と 一緒 に ま た レ ク やゲー ム を し て 、 と て も 楽 し か っ た です。 一番楽
し か っ た の は 、 グルー プ別 で対戦 し た ゲー ム です ご く 盛 り 上が り ま し た。 写真 も 撮 り ま し た。 み ん な と も と て も
慣れて き て 、 本 当 に エ ン ジ ョ イ 出 来 ま し た。

4 日 目 、 私 は こ の 日 が 待 ち 遠 し か っ た です。 なぜな ら 3 年ぶ り の 首里城だか ら です。 3 年前 、 中 学校 の 修学旅
行で来た と き は 、 ま だ首里城 の 素 晴 ら し さ が解 っ て い な か っ た の で 、 適 当 に 見学 し て い ま し た。 だ か ら 今 回 は 、
ゆ っ く り じ っ く り ち ゃ ん と 見学 し た い と 思 っ て い た の で楽 し み で し た。 こ こ で は 、 琉球王 国 時代 の 頃 の歴 史 を 学
べて 良 か っ た です。 建物の 中 に は 、 色 ん な 琉球時代の様子 を 表 し た物 が あ り 、 す ごか っ た です。

そ し て 夕 方、 エ イ サ ー の 練習 が 始 ま り ま し た。 エ イ サ ー は 前 に も や っ た こ と が あ る の で 、 簡 単だ と 思 っ て い た
け ど 、 意外 と 細 かい 動 き な ど が あ っ て と て も 難 し か っ た です。 で も 、 皆上手でび っ く り し ま し た。 こ の 日 は ぐ っ
す り 眠 る こ と が 出 来 ま し た。

5 日 目 の 朝 はす ごいハプニ ン グ が 起 こ り ま し た。 一緒の部屋だ っ た楓 と な お み と 私 の 3 名 が 、 集合時間 の 8 時
過 ぎ に 起 き て し ま っ た こ と です。 電話が かかっ て き て と て も 焦 り ま し た。 だか ら 、 死 ぬ気で急い で 出 る 支度 を し
ま し た。 そ し て 、 バ ス に載 る と き は皆 に 謝 っ て 入 り ま し た。 そ れか ら 、 こ の 日 は平和祈念公園 に 行 っ て 、 色 ん な
戦争の 時 の 資料 な ど を 見 て 、 戦争体験者の長 田 さ ん の 講話 も 闇 く こ と が で き ま し た。 講話で は 、 約 6 0 年前 に起
こ っ た 悲惨で残酷な 戦争 と い う 恐 ろ し い 出 来事 を 私達 に話 し て く れ ま し た。 し か し 、 そ の 時私 は 一 生懸命 に話 し
て く れ て い る 長 田 さ ん の 話 を 、 集 中 し て 聞 けずに居眠 り を し て し ま っ た こ と を と て も 後悔 し て い ま す。 昼 ご飯 は 、
食堂で沖縄そ ば と ジ ュ ー シー を食べた の で美 味 し か っ た です。 そ し て 、 昼か ら は那 覇 の テ ン ブ ス 館か ら マ チ グ ワ ー

散策で色 々 ま わ り ま し た。 と て も 暑 く て 大変 で し た。 で も 最後 に食べたQu ick l y は最 裔 で し た。 夜 は エ イ サ ー の
練習 を頑張 り ま し た 。

6 日 目 は 、 かん ぽ レ ク セ ン タ ー 内 で 元 ア ナ ウ ン サ ー の 前原 さ ん が 、 沖縄の移民 に つ い て た く さ ん話 し て く れ ま
し た。 沖縄の 人 は 、 生 き て い く た め に他 の 国へ渡 っ て 、 い ろ ん な仕事を発展 さ せて き た と い う の を 聞 い て す ご く
感動 し ま し た。 そ し て 、 昼か ら は ワ ー ク シ ョ ッ プで 、 沖縄 と い え ば思 いつ く も の を発表 し た り 、 写真 を み て 気づ
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い た こ と や ど こ の 国 の 人 な の か も 考 え て 、 大 変 だ っ た け ど頑張 り ま し た。 こ の 日 の夜は 、 皆家に帰 る 日 で寂 し か っ
た け ど 、 ま た 明 日 会 え る 事 を 楽 し み に し て別 れ ま し た。

7 日 目 、 長 い よ う で と て も 短かっ た 1 週 間 が こ の 日 で最後 に な り ま し た。 さ よ な ら パ ー テ ィ ー 、 本 当 はや り た
く な か っ た です。 1 分 間 ス ヒ゜ ー チ の 時、 す ご く 泣 き そ う で し た。 今 ま で の ス ラ イ ド シ ョ ー の 時 は 、 色 ん な 事 を 思
い 出 し て 、 と て も 感動 的 で し た。 最後 、 皆で舞台 の 上 で歌や ダ ン ス を し た 時 が 、 今 ま で で一番楽 し く て 典薔 し て
い た と 思 い ま す。

私 は今 回 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー と い う 素晴 ら し い 交 流研修 に 参加す る こ と が で き て 本 当 に嬉 し く 思 い 、
私 を 選ん で く れ た こ と に も 感謝の気持 ち で い つ ば い です。

今 回 の J S T で は 、 沖縄の 自 然 ・ 歴史 • 平和 · 文化 ・ 社会 と 全て に 関 し て 、 体験 し学習 出 来た こ と が と て も 誇
り に 思い ま す。

9 カ 国 か ら 集 ま っ て き た 沖縄県 系 人 の 人 た ち と の 交流 は 、 何 よ り も 感動 的 で 私 に と っ て の か け が え の な い経験
と な り ま し た。 今 ま で は 、 世界共通語で あ る 英語 に し か典味 を 持 っ て い な か っ た 私 は 、 今 フ ラ ン ス 語やポル ト ガ
ル語、 ス ペイ ン語に も 興味 を 持て る よ う に な り ま し た。 そ の き っ か け と な っ た の が 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ
ア ー です。 J S T は 、 こ れか ら グ ロ ー バル社会 に な っ て い く 世の 中 に 、 対応 出 来 る 生徒 を創 り 出 し て い く と 思い
ま す。

最後 に 、 今 回 こ の J S T で 出 会 っ た ス タ ッ フ や 8 期 の メ ンバ ー 、 引 率で来 ら れ た皆 さ ん の お かげで と て も 充実
し た 1 週 間 を 送 る こ と が 出 来 て 、 と て も 楽 し か っ た です。 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。
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兼城 凛子
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

首里高等学校 1 年 1 週 間 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え た今 、 「 ま たロ み ん な に 早 く 会 い た い 」 と い う の が 一番 の感想です。 み
ん な と 過 ご し た 日 々 は 、 充 実 し て い て 、 た く さ ん の 思い 出 を 作 る こ と が 出 来 ま し た。

海外参加者は、 日 本語 を 理解 し て い る 人 も い て馴染みやすか っ た です。 ま た 、 日 本や沖縄 に つ い て 興味 を 持 っ
て い た の で 、 会話が はずみ、 い ろ ん な 国 の 学校 の こ と や ラ イ フ ス タ イ ル、 家族、 興味の あ る こ と を 知 る こ と が で
き ま し た。 自 然学習 の 美 ら 海水族館見学、 海水浴、 羽地大滝の ト レ ッ キ ン グ を 通 し て 沖縄の 自 然 に ふれ あ い な が
ら 、 私達の 仲 も 深 ま る 楽 しい交流 と な り 、 歴 史 ・ 文化学習 で は今 の 沖縄 の 話だ け で な く 、 百年前の移民の こ と を
学びま し た。

平和 に つ い て の 学習 は 、 戦争の 事 を 全 く 知 ら な い 人 も い た し 、 海外参加者だ け で な く 、 自 分た ち 県 内 参加者 も
平和 、 戦争、 沖縄につ い て 考 え さ せ ら れた と 思い ま す。

私 が ツ ア ー で 印 象 に 残 っ て い る こ と は 、 タ ミ や カ レ ン 、 ア ユ ミ が エ イ サ ー を 楽 し そ う に 踊 っ て い た こ と です。
沖縄の反対側 に あ る ブ ラ ジル で 、 伝統的 な エ イ サ ー が ウ チナ ー ン チ ュ の 手で 次 の 世代へ受 け継がれて い る そ う で
す。 と て も 素 晴 ら し い こ と だ と 思い ま す。 ど こ に い て も ウ チナ ー ン チ ュ の 心 に は変 わ ら な い な 、 と 嬉 し く 思い ま
し た。 そ の こ と に刺激 を 受 け て 、 私 も エ イ サ ー を 習 い た い と 思 っ て い ま す。 タ ミ 達に負 け な い よ う に 、 私 な り に
頑張 り ま す。

こ の ツ ア ー の 前 ま で 、 英語だ け 話せればい い よ ね 、 と 思 っ て い ま し た。 だ け ど 、 世界 に は英語だ け で な く 、 ポ
ル ト ガル語、 ス ペイ ン語、 フ ラ ン ス 語、 た く さ ん の言葉が あ り ま す。 英語だ け 出 来れ ばい い と い う 私 の 考 え が 廿
い こ と に気づ き ま し た。 メ ールや手紙でみ ん な続 け て 、 も っ と 仲 良 く な り た い の で、 英語だ け で な く た く さ ん の
言葉 を 習 得 し た い です。

こ の 仲 間 は 、 私 を 大 き く 成長 さ せて く れ ま し た。 み ん な の 笑顔で私 も 笑顔 に な り ま し た。 み ん な と 釜 え な い今
の う ち に 、 た く さ ん勉 強 し て 、 次会 う 時び っ く り さ せた い です。

国際交流の第一歩 と な っ た こ の ツ ア ー に感謝 し て 、 こ れか ら も 多 く の 事 に チ ャ レ ン ジ し た い です。 来年は ボ ラ
ンテ ィ ア と し て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に携わ っ て い き ま すの で 、 ま た よ ろ し く お願い し ま す。

皆 さ ん あ り が と う ご ざ い ま し た。
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垣花 輝明· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
KIMEI KAKINOHANA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
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ブ ラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ブ ラ ジル沖縄県人会

JUNIOR STUDY TOUR 2008 

2008年 7 月 1 5 日 、 ブ ラ ジル沖縄県人会子弟 で構成 さ
れ た 「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2008年 度 」 は 沖 縄
県 で 開催 さ れ る プ ロ グ ラ ム に参加す る た め 出発 し ま し
た。

こ の プ ロ グ ラ ム は 、 沖縄県庁 の企画で、 1 3歳 か ら 1 8
歳 ま で の 沖縄県系 人子弟 に 呼びかけ ら れ た の で し た。

ブ ラ ジル を 代表 し て 参加 し た の は 、 サ ン ・ マ テ ウ ス
支 部 の レ ニ ラ 阿 弓 天 久 ( 1 5 オ ） 、 ビ ラ ・ カ ロ ン 支 部 の
与 那 嶺モ ニ カ 多美 ( 1 5 オ ） 、 カ ン ポ ・ グ ラ ンデ支部 の
中 馬 渡慶次 カ レ ン ( 1 7 オ ） 、 プ ラ ジル 沖縄県人会本部
の 引 率者、 垣花輝明 で し た。

そ の 他代表 し て 参加 し た 国 は 、 フ ラ ン ス 、 カ ナ ダ、
ア メ リ カ 、 キ ュ ーバ 、 ペルー 、 ボ リ ビア 、 ア ルゼ ン チ
ン で し た。

7 月 1 7 日 よ り 2 1 日 ま で若い参加者達 は 、 祖 国 沖縄 に
在住す る 親 戚 の 家庭 でホ ー ム ス テ ィ を 行 な い 、 それぞ
れ が 地域で の 生 活 を 体験 し な が ら お互 い の 絆 を深 め合
う 事 を 目 的 と し た も の で し た。

そ し て 、 7 月 22 日 よ り カ ン ポ レ セ ン タ ー に お い て
「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 」 が 外 国 か ら の 参加 者 1 5

名 と 沖縄 県 か ら 1 52名 の 学生で開催 さ れ ま し た。
翌 日 は 、 沖縄県庁 を 表敬訪問 し た 後 、 エ メ ラ ル ド ビー

チ で の 海水浴や美 ら 海水族館 を 見学 し ま し た。
7 月 24 日 は 、 比地大滝 ま でハイ キ ン グ し ま し た。
ホ テ ル タ ニ ュ ー で ブ ラ ジルか ら 参加 し た少女達が発

表 し た テ ー マ は 、 ブ ラ ジル沖縄県人会 に つ い て （ レ ニ
ラ 阿 弓 天 久） 、 ブ ラ ジル の 地理 に つ い て （ 与那 嶺モ ニ
力 多美） 、 プ ラ ジル 日 本移民 1 00周 年 に つ い て （ 中鳥 渡
慶次 カ レ ン） 、 と て も 素晴 ら し い発表 を行い ま し た。

7 月 25 日 、 カ ン ポ レ ク セ ン タ ー ヘ帰 る 前 に 首里城 と
県 立博物館 を 見学 し ま し た。

7 月 26 日 、 平和祈念資料館で は世界大戦で沖縄が経
験 し た歴 史 を 聞 く 事が で き 、 私達は大変強 い 印 象 と 感
動 を 受 け ま し た。

7 月 27 日 、 前原信一講師の講話が あ り 、 沖縄県民 の
海外移住歴 史 と 世界 の 中 で の 沖縄子孫 の 自 覚 を 聞 き ま
し た。

7 月 28 日 、 お別れパ ー テ ィ で は 、 参加者一 人 一 人 が

こ の機会 を 企画 し て 下 さ っ た ス タ ッ フ や ボ ラ ンテ ィ ア
の 方 々 へ感謝の言葉 を 表 し ま し た。 そ し て 、 初 め て 出
会 っ た親戚 と の 喜び、 交流で得た新 し い友達、 帰 国 し
て か ら も お互い に メ ールや電話で近況 を報せあ う こ と
を誓 う な ど と 、 それぞれ が 報告 し た メ ッ セ ー ジ は大変
感動 さ せ る も の が あ り ま し た。
交流会 が 終 了 し た ら お別れ し な け れ ば な ら な い こ と は
知 っ て い て も 、 別れの つ ら さ は悲 し く 、 参加者達が 一

緒に過 ご し た楽 し か っ た 日 々 の 思い 出 、 ま だ帰 国 し た
く な い気持、 お互い涙 を かみ し め な が ら 抱擁 し あ う 姿
は 2 週 間 と い う 短い期 間 で あ り ま し た が 、 意義深い交
流 だ っ た こ と を 充分 に 示す も の で し た。
ブ ラ ジル に帰国 し 、 ふ り 返 っ て 見 ま す と 短期 間 滞在 し
た 沖縄県で し た が 、 多 く の こ と を 学びま し た。
例 え ば、 前原信一 講師が講演 さ れた よ う に 、 私達 も ブ
ラ ジルの 沖縄移民の こ と に つ い て も っ と 調査 し な けれ
ばな ら な い事、 こ の ブ ラ ジル と 沖縄 県 の ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ー ツ ア ー 事業 を継続 さ せ る た め に も 会員子弟 、 子
供た ち が 日 本語 を 学ぶ事の 出 来 る よ う に協会 に お願い
す る 事な ど です。
最 後 に こ の 機会 を 与 え て 下 さ い ま し た 沖 縄 県 庁 の 皆
様 、 企 画 に 携 わ っ た ス タ ッ フ 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆様 、
そ し て 「 ジ ュ ニ ア 交流 ツ ア ー 」 事業 に参加す る た め に
送 り 出 し て く だ さ い ま し た プ ラ ジル沖縄県人会 の 皆様
に 心 よ り 感謝 申 上 げ ま す。
大変貴重な体験 を さ せて い た だ き 、 あ り が と う ご ざい
ま し た。

JUNIOR STUDY TOUR 2008. 

No dia 1 5 de julho de 2008 ,  o grupo de j ovens brasi leiros 

v iajou  a Okinawa p ara part ic ipar do Programa "Junior 

Study Tour 2008". 

Este programa destina-se a todos os  s6cios da Associa9ao 

Okinawa, com a idade entre 1 3  anos e 1 8  anos, sob o patroc 

inio do govemo da Provincia. 

Representando o Bras i l ,  foram Ayumi Lenira Ameku ( 1 5 

anos) da Associa9iio Okinawa de Sao Mateus,  Tammy M 

onica Yonamine ( 1 5  anos) da Associa9iio Okinawa Vila  

Carrao,  Karen Tokeshi  Tiguman ( 1 7 anos) da Assoc ia9 
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恥 Okinawa de Campo Grande e Kimei  Kakinohana da 

Associai;:ao Okinawa Kenj in do Brasil .  

Parti c iparam tambem, representantes de outros pa ises ,  

como Argentina,  B o l ivia ,  Peru ,  Cuba,  Estados  Unidos ,  
Canada e Nova Caledonia. 

De 1 7  a 2 1  de julho, os j ovens fic,aram hospedados na casa 

de parentes (s istema home stay) para permitir uma maior 

aproximai;:ao com os parentes que la residem e vivenciar o 

cotidiano do povo da regiao. 

O programa Junior  Study Tour comei;:ou no d ia  22 de 

julho, no Hotel Kamporecenter com atividades de integrai;: 

恥 entre 1 5  j ovens estudantes de Okinawa e 1 5  j ovens que 

vieram de outros paises. 

No dia seguinte, alem de visitar o Governador de Okinawa, 

fomos a praia de Emerald B each e v i s itamos o Aquario 

Chura Umi. 

No dia 24 de julho, realizamos caminhadas ate a Catarata 

de Hij i  Otaki.  

No Hotel Tanew, as meninas do Brasi l  fizeram uma bela 

apresentai;:ao sobre os temas : Associai;:ao Okinawa Kenj in 

do B ras i l  (Ayumi Lenira Ameku),  Geografia do B ras i l  
(Tammy Monica Yonamine) e Centenario d a  Imigrai;:ao 

Japonesa no Brasil( Karen Tokeshi Tiguman). 

No d i a  2 5  de j u l h o ,  a n t e s  de r e t o r n a r  a o  H o t e l  

Kamporecenter, visitamos o Castelo de Shuri e o Museu da 

Prefeitura. 

No dia 26 de j ulho,  no Parque Memorial da Paz ficamos 

sensibilizados ao ouvir as hist6rias sobre a guerra. 

No d ia  2 7  de ju lho ,  a s s i s t imos a pa lestra do expo s itor 

S h i n i c h i  M aehara s obre a H i s t6r ia  da I m i grai;:ao e o 

Sentimento Okinawano no mundo. 

No dia 2 8 de julho,  na festa de despedida, ficamos muito 

emocionados com as mensagens transmit idas por cada 

participante, relatando a alegria de conhecer os parentes e 

os novos amigos, fazendo promessas em continuar o interc 

iimbio por meio de e-mails ,  telefonemas e cartas .  Alem de 

agradecer aos organizadores ,  aos voluntarios e ao pessoal 

do staff. 

Foi  a parte mais  tri ste,  todos se abrai;:avam e choravam 
p e l o s  momentos  fe l izes  que hav i am pas sados  j unto s .  

S ab i am q u e  havia  chegado ao fi n a l  e n inguem quer ia  

regressar ao seu pais. 

De volta ao Bras i l ,  sentimos que em duas semanas que 

passamos em Okinawa aprendemos muitas lii;:oes. 

Como, por exemplo ,  devemos tambem pesquisar a Hist6 

ria da Imigrai;:ao, como faz o expositor Shinichi Maehara. 

Bern como, incentivar na Associai;:ao , o ensino da l ingua 

japonesa as criani;:as e aos adultos para dar continuidade ao 

Programa de Junior Study Tour e ao interciimbio cultural 

entre Brasi l  e Okinawa. 

Agradecemos ao Govemo da Provincia, aos organizadores, 

aos voluntarios, ao pessoal do staff e a Associa9ao Okinawa 

Kenj i n  do Bras i l  pe la  oportunidade que me fo i  dada em 

participar do programa Junior Study Tour. 

Meu muito obrigado. 
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在亜沖縄県人連合会

9 年ぶ り の沖縄

「沖縄に行 っ て み な い ？ 」 。 初 め て そ う 言われた時、
何の こ と だか分か り ま せんで し た。

話 を詳 し く 聞 き ジ ュ ニ ア ー ス タ デ ィ ー ツ ア ー が あ る
事 を初 め て 知 り ま し た。

9 年ぶ り に 沖 縄 に行 け る と 言 う 気持 ち は喜びで あふ
れ て い ま し た。

今 回 ア ルゼ ン チ ン 、 ペルー 、 ボ リ ビ ア の 引 率者 と し
て 行 く 事 に な っ て 、 出 発 日 ま で不安 と 心配ばか り で し
た。 し か し そ の 不安 も 、 国 を 出 て 他 の 参加者や旅行会
社の 人 達 に会 う と 自 然 と 消 え て い き ま し た。

ブ ラ ジ ル に 着 く 直 前 に 空 港 で 質 問 な ど
を さ れ た 時 は 良 く 伝 わ ら な か っ た の で す
が 、 後 々 参 加 者 の 家 族 と 話 し て い く う ち に
ポ ル ト ガ ル 語 が 分 か る よ う に な り ま し た。

プ ラ ジル を 出 て ロ ン ド ン 、 成 田 と 言 う 長時 間 の 飛行
の 末 、 無事沖縄 に 着 く 事が 出 来 ま し た。 沖縄で は 、 ス
タ ッ フ の 皆 さ ん や参加 者 の 家族 が み ん な を あ た た か
く 出迎 え て く れ ま し た。 僕 は 自 分 の お ばが ど う い う 人
だ っ た の かが 分 か ら な か っ た の で ち ょ っ と 心配で し た
が 、 彼女の 方 が 僕 を 見つ け て く れ ま し た。

ス ケ ジ ュ ー ル で は 1 週 間 ホ ー ム ス テ イ 、 1 週 間 ツ
ア ー と な っ て お り ま し た。

は じ め の 1 週 間 は いつ も 外 に い ま し た。 色 々 な場所
を 見回 っ て 、 考 え て い た 以 上 に 沖縄は昔い っ た 時 よ り
変 わ っ て る こ と に気付 き ま し た。

次 の 1 週 間 で は ツ ア ー で 自 然学習 、 歴史学習 、 社会
学習 、 平和学習 な ど 誰 に と っ て も 満足 の い く 内 容 で盛
り 沢 山 で し た。

自 然学習 で は 、 美 ら 海水族館で驚 く ほ ど の美 し さ の
魚 を 見 た り 、 海水浴 し た り し ま し た。

も う 一 つ は ヤ ン バル の 登 山 で し た。 行 く 前 に 長 時間
か か る と 言 われ驚 き ま し た が 、 ス タ ッ フ の 丁 寧 な 説 明
や緑に 囲 ま れ た 綺麗 な 山 や川 を 見 な が ら す る 登 山 は 、
時間 を 忘れ皆楽 し く 登 っ て い ま し た。

歴史学習 で は 、 首里城 に行 き 、 沖縄の琉球国時代の
遺産 を 見せ て 頂 き ま し た。 や は り 沖縄 は 日 本 と は違 う
こ と に気付 き ま し た。

社会学習 で は 、 前回参加者の ボ ラ ン テ ィ ア 達 と 一緒

に 町 の 色 々 な と こ ろ を 見学 し ま し た。
平和学習 で は 、 平和記念資料館で沖縄の悲 し い記憶

を 聞 か さ れ ま し た。 そ こ で戦争が ど ん な に 悲 し い こ と
だ っ た の か を 聞 か さ れ 、 胸 が と て も 痛み ま し た。 僕 の
お じ は戦争に行 っ て お ら ず 、 あ ま り 戦争 の 事 に つ い て
は 聞 か さ れ て い な か っ た の で 、 戦争の経験者で あ っ た
人 か ら 聞 か さ れ て 衝撃的 で し た。 い ま だ に戦争を続け
て い る 国 が い ま すが 、 早 く 終わ る こ と を願い ま す。

こ の他 に も 、 ス タ ッ フ の 方 々 や、 前回参加者の ボ ラ
ン テ ィ ア 達の 交流 ゲー ム や キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 バ ー
ベ キ ュ ー と 言 う イ ベ ン ト も あ り 、 参加者た ち は ま す ま
すお互 い に集 ま る よ う に な り ま し た。

最後 の 日 に行われた さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 初 め
の 日 は慣れて い な か っ た参加者達全員 が 、 ま る で一つ
の 家族 の よ う に 涙 の 別 れ を 惜 し ん で い る こ ろ を 見 て と
て も 感動 し ま し た。

こ う し て 2 週 間 と い う 短 い 期 間 を 過 ご し ま し た が 、
じ つ に い い経験 を さ せて も ら い ま し た。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は本 当 に 素 晴 ら し い
です。 勉 強 だ け で は無 く 、 世界 中 の ウ チナ ー ン チ ュ 達
が お互 い に 手 を 取 り 合い 、 友情 を 生む と 言 う 事が 出 来
る か ら です。 言葉や国境は 関係 な く 、 み ん な 互 い に コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取れ る と 言 う の は本 当 に 素 睛 ら し
い こ と です。 正 直 日 本語 を 知 ら な い参加者 は ど う す る
の だ ろ う と 思 っ て い ま し た が 、 み ん な 一緒 に な り 助 け
合 っ て い る と こ ろ を 見 る と 、 こ の ツ ア ー の す ご さ に感
動 し ま す。

僕 は 今 回 、 引 率者 で 責 任 が 重 大 と い う こ と で 気 を
配 っ て い ま し た が 、 特 に 問題は無 く 参加者 と し て 参加
さ せて も ら っ た気分で し た。 彼 ら を 見 て い る と 色 々 と
参加 し た く な り ま し た。 そ し て 自 分 は ウ チ ナー ン チ ュ
で あ っ て 本 当 に 良 か っ た と 思 っ て い ま す。

こ の ツ ア ー で は感動や思 い で 、 色 々 な こ と を 学びま
し た が 、 気付い た こ と が あ り ま す。

そ れ は ど ん な に違 う 国 で あ っ て 、 言葉が伝わ ら な く
て も 、 人 は必ず通 じ 合 え る と 言 う こ と です。 こ れか ら
も 、 こ の 素 晴 ら し い ツ ア ー の継続 と 成功 を 祈 り ま す。
そ し て 全世界の ウ チナ ン チ ュ ー が 互 い に 手 を 取 り 合 う
事 を願 い ま す。

最後 に な り ま すが 、 沖縄でお世話 に な っ た親戚 の 方 、

- 68 -



ス タ ッ フ の 方 々 、 こ の 素晴 ら し き 経験 を 可能 に し て く
だ さ っ た ア ルゼ ン チ ン 沖縄連合会 、 そ し て 沖縄県庁 に
心 か ら 感謝 申 し 上 げ ま す。

み な さ ま 本 当 に ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。
Muchas grac ias  Merc i beaucoup Muito obrigado 

Thank you very much イ ッ ペー ニヘー デー ビル

Okinawa despues de 9 afios 

"Te interesaria i r  a Okinawa? " ,  cuando me dij eron eso 

realmente no entendia a que se referia. Luego me entere 

que existia un tour de estudio l lamado Junior study tour. El 

sentimiento de ser uno de los integrantes e ir a Okinawa me 

llen6 de alegrias. 
Me ha tocado ir de acompafiante, no solo de Argentina s ino 
tambien de Peru y Bol ivia, estaba muy ansioso y nervioso 

hasta antes de partir, mis nervios fueron desapareciendo al 

encontrarme con las participantes de Peru, Bolivia y Brasi l .  

Cuando l legamos al  aeropuerto en Brasi l  no entendia las 

preguntas que nos hicieron, pero luego fue comprendiendo 

a m e d i d a  que  c o nver saba  c o n  l o s  fam i l i ar e s  de l o s  

participantes. 

De Ezeiza partimos hacia  Bras i l  donde nos encontramos 

con las partic ipantes de Peru, Bo l ivia y Bras i l ,  desde a l l  

i partimos hacia Londres y desde Londres a Narita y al fin 

luego de un largo viaje  llegamos a Okinawa. 
En el aeropuerto de Naha nos esperaba el p lantel del tour 

que nos recibi6 calidamente. El fami l iar que me esperaba 

era oba a la cual no veia desde hacia 9 afios, no sabia s i  me 

iba a acordar de ella, pero para sorpresa mia fue ella la que 
me reconoc10. 

Se邸n la agenda del tour, era una semana de hospedaj e  en 

la casa de los parientes y la otra semana en el hotel . 

La primera semana paseaba por todos lados, y ahi me di 

cuenta de que Okinawa habia cambiado en 9 afios .  

La s igu iente semana empezaba e l  tour que ya  estaba 
armado de la siguiente manera: Estudio de la  naturaleza, 

estudio de h i storia, estudio  de la  soc iedad, estudio de la 
paz, era bastante y todo muy interesante para cualquier 
persona. 

En el estudio de la naturaleza fuimos al Churaumisuizoku 
kan(acuario Churaumi) donde vimos cualquier cantidad de 
peces increibles, tambien fuimos a nadar a las p layas cerca 
de esa zona. 
Ademas fuimos a las montafias de Yambaru. Antes de partir 
nos habian dicho que tardariamos bastantes horas para 

subirla, pero gracias a las expl icaciones claras que daban 
los encargados de acompafiarnos y a los rios y montafias 

rodeados de hermosos verdes ,  e l  t iempo pasaba rapido y 
todos subian divirtiendose. 

En el estudio de historia fuimos a ver el casti l lo de Shuri, la 

herencia de la epoca en que Okinawa se l lamaba Ryuukyuu. 

Al  ver eso me he dado cuenta que Okinawa es di stinto de 

Jap6n. 

En el estudio de la sociedad, junto a los participantes del afi 

o anterior fuimos a recorrer distintos lugares de la ciudad. 

En el estudio de la paz, fuimos al museo conmemorativo de 

la paz, en donde escuchamos la triste historia de Okinawa. 

Alli escuchamos lo realmente triste que era la guerra. 

Mi s  abuelos  no estuvieron en la guerra por eso  no tuve 

ocas i6n de escuchar sobre la  guerra, pero escuchar los  

re la tos  de una persona  que  e stuvo en l a  guerra fue un 

impacto bastante fuerte. 

Aun hay paises que estan en guerra, yo solo deseo que se 

termine pronto . 

Aparte de estos estudios tambien hubo fogata y juegos para 

asociarse entre los participantes, organizados por el plantar 

del tour y los participantes de afios anteriores. 

En la  fiesta de despedida que se hizo e l  ultimo dia, todos 

l o s  part i c ipantes  que en el pr imer  dia n o  se j untaban 

estaban l lorando por la despedida como una famil ia ,  me 

conmovi6 mucho esa imagen. 

Asi pasaron dos semanas cortas , la verdad que fue muy 

buena experiencia. 

Este Junior study tour es realmente increible ,  no solo se 

trata de estudio, s ino tambien que todos los uchinanchu de! 

mundo se dan la manos y se forma una nueva amistad. 

S i n i m p o rt a r  e l  i d i o m a  n i  l a  n a c i o n a l i d a d  p o d e r  

comunicarse, e s  realmente increible. 

En un momento estuve pensando, "que haran los chicos 

que no saben hablar japones?"Pero al verlos ayudarse entre 

el los para tratar de entenderlo me sorprendi6 de vuelta lo 

increible que es este tour. 

Esta  vez me toc6 ir de acomp afiante que ten ia  mucha 

responsabi l idad, y estuve tratando de estar atento en todo 

momento, pero no hubo problemas en especial  y estuve 

integrado como un partic ipante . Al verlos a ellos tambien 

me daban ganas de partic ipar j untos .  Estoy muy contento 

de ser uchinanchuu. 

En este tour hay muchos recuerdos ,  emociones  y cosas 

nuevas que aprendi .  Pero me di cuenta de una cosa, que no 

importa que sean de distintos paises ni entiendan el idioma, 

las personas siempre se pueden entender entre ellos.  

E s p ero que e s te  tour s iga con su  ex i to  c o m o  lo e s ta  

haciendo y que todos lo s  uchinanchuu se  den la  mano y se  

unan. 

P ara term inar  q u i s i era agradecer  a m i s  par ientes  por  

hospedarme ,  a todas  las  personas  de O k inawa,  a l o s  
p lanteles  d e l  tour p o r  e l_ increible trabaj o  en especial a l  

centro Ok inawense que me hizo pos ib le  esta increib l e  
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experiencia. 

M u c h a s  grac i a s  a t o d o s  de  verdad ,  doumo ar igatou  

gozaimashita, Merci beaucoup Muito obrigado Thank 

you very much Ippe ni he de biru 
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沖 縄

沖縄の こ と を話す と き 、 た く さ ん の 思 い 出 や感清 が
頭 の 中 に駆 け 巡 り 、 すべて を 説 明 す る の は 不 可能です
が 、 何 よ り も ま ず我 々 が キ ュ ーバ か ら の ツ ア ー 参加 実
現 に 向 け て お 手伝 い い た だい た 皆様方へ感謝い た し ま
す。 ま た 、 今 回 の 滞在 中 に学ん だ沖縄の伝統や習慣そ
し て 文化 を今後 我 々 子孫た ち の 中 で維持 し て い く こ と
の 大切 さ を感 じ て お り ま す。 長 い 間失われて い た 家族 ·
親戚間 と の絆 も 今後 さ ら に深 め て行 き た い です。

ツ ア ー参加 の 話 を 初 め て 知 ら さ れ た と き 、 文化や習
慣 、 気質の 異 な る 国 の 様 々 な世代の ウ チナ ー ン チ ュ が
集 ま る と い う こ と が 一 体 ど ん な も の な の か全 く 想像が
つ き ま せ ん で し た が 、 ツ ア ー を 終 え る 頃 に は 、 沖縄系
で あ る と い う こ と そ れ 自 体 が 一 つ の 同 じ 言語で あ り 、
文化、 教育、 同 胞愛 で あ る と い う こ と が 判 り ま し た。
誰が ど ん な に遠 く に い よ う と も 、 海が ど ん な に我 々 を
引 き 裂 こ う と も 、 我 々 は 一つ で あ る 、 今 回 の ツ ア ー は
それを証明 し て く れ ま し た。

那覇空港に到着 し た 際 、 自 分た ち が ま る で祖父母か
ら 聞 か さ れて い た お と ぎ話の 中 に い る よ う な 、 何か魔
法 に 包 ま れ た 気 分 に な り ま し た。 言 葉 で 表 す の は 難
•し い ですが 、 そ こ か ら すべ て が 始 ま り ま し た。 最初 に
家族 ・ 親戚 と の 出 会 い 、 そ し て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ
ア ー。 ツ ア ー の組織 ・ 内 容すべ て が す ば ら し か っ た で
す。 一 つ の 部分 も お ろ そ か に す る こ と 無 く 、 主催者た
ち は親切 でエ ネ ル ギ ッ シ ュ で 、 そ し て 常 に 笑顔 を 持 っ
て私た ち に接 し て く れ ま し た 。 そ の お か げで、 ま る で
自 分の 家 に い る よ う な 、 エ デ ン の 園 に い る よ う な 、 そ
ん な リ ラ ッ ク ス し た気分 に な れ ま し た。

家族 ・ 親戚 と 過 ご し た 時間 で は 、 よ く 祖父 母が 沖縄
料理作 っ て く れた こ と や歌や踊 り を 教 え て く れた 当 時
を思い 出 し ま し た。 ま た 、 亡 く な っ た 方へ の祈 り と 尊
敬 、 年長者 を敬 う と い う こ と 、 特 に 、 ど ん な に厳 し い
状況の 中 に あ っ て も 、 家族 で 団 結 し 頑 張 っ て い かな け
ればな ら な い と い う こ と も 思い 出 し ま し た。

各 国紹 介 の コ ー ナ ー で は 、 皆 が それぞれの 国 で ど ん
な 風 に 生活 し て い る の か、 沖縄の外で生 ま れ た に も か
かわ ら ず 、 悪戦苦闘 し な が ら も そ の伝統や習慣 を 世代
か ら 世代へ ど の よ う に受 け 継 い で き た の か と い っ た こ

と を 知 る こ と が で き ま し た。
ツ ア ー 中 は 、 沖縄そ ば、 豆腐料理、 ゴー ヤ ー チ ャ

ン プルー な ど の 芸術 と も 呼べ る 伝統料理 を 味わ う こ と
が で き ま し た。 野菜や果物 の 種類 の 豊富 さ と それ ら の
色彩で飾 ら れ て い る テ ー ブル を 大 い に楽 し み ま し た。

今 回 い ろ い ろ な場所 を 見学 し ま し た が 、 そ の 中 でい
か に 自 然を愛す る か と い う こ と を理解 し ま し た。 訪れ
た そ れぞれ の 場所 が 学校 の よ う で あ り 、 例 え ば ち ゅ ら
海水族館 で は 、 自 分た ち が ま る で深海 に あ る 大 き な劇
場 に い る かの よ う な感 じ で 、 多種多様 な魚類やサ ン ゴ

を 見 な が ら 、 こ れ ら の保護 に つ い て 考 え る な ど 、 言葉
に 表せ な い 、 調 和 の 取れた融合 を 実践的 に そ し て 楽 し
く 学ぶ こ と が で き ま し た。 ま た 、 比地大滝 を散策 し な
が ら 、 そ の途 中 の風景の美 し さ を ガイ ド の 説 明 と 共 に
観察す る こ と が で き ま し た。

未来 を担 う 若い世代 に 沖縄戦 を き ち ん と 知 っ て も ら
い た い 、 そ し て 平和 の 尊 さ を も っ と 広 げ て 欲 し い。 沖
縄県平和祈念資料館。 戦争が続い た 長 い 年月 の 間 の 、
県 民 の恐怖 と 苦痛 を肌 で感 じ ま し た。 そ こ で は 、 人 間
の 尊厳 を 何 よ り も 重視 し 、 戦争 を拒絶 し 、 人 間性 の 表
れ と し て 文 化 を 愛 す る と い う “沖 縄 の こ こ ろ ” と い う
も の を 理解 で き ま し た。 こ の“沖縄 こ こ ろ “ を 世界 中 の
国 々 に 、 今 な お戦火 に さ ら さ れ る 国 々 に 平和 が 築かれ、
それが維持 さ れ る よ う 、 伝 え な け れ ば な り ま せん。

エ イ サ ー の練習 で は 、 それが祖先 の 霊 を 送 り 出すた
め の伝統的 な 踊 り で あ る こ と を 学びま し た。

平和 を 守 る と い う こ と を 学 ん だ こ の 場所 を 後 に し 、
尚王朝 の歴史 を感 じ ら れ る 首里城 を 見学。 日 本、 中 国
そ し て琉球の 建築様式 の 融合 を 見 ま し た。 そ の 後 、 テ
ン ブ ス 館 を訪れ 、 沖縄文化お よ び伝統の継続教育の 重
要性 を肌で感 じ ま し た。

ツ ア ー も 終わ り 。 家族や親戚 と 一緒 の 時 間 を 分か ち
合 え た感動、 沖縄の歴史 ・ 文化 ・ 自 然 • 平和 への愛 を
こ ん な に短い期 間 で学べた喜び、 一方で別れ を惜 し む
寂 し さ が そ こ に あ り ま し た。 今回学ん だ こ と を それぞ
れ の 国 に持 ち 帰 り 、 我 々 の 先祖が そ の 土地 に広 め た よ
う に 、 今 度 は我 々 が 後世へ向 け伝承 し て い き た い と 思
い ま す。 そ う すれ ば彼 ら も き っ と 、 我 々 と 同 じ よ う に 、
自 分の 体 に 沖縄 の 血 が 流れ る こ と を 誇 り に思 う で し ょ
う 。
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常 に“そ の 前” と “そ の 後” と い う も の が あ り ま す が 、
そ れ を言 う こ と は全 く 苦 で あ り ま せん。 沖縄に行 く 前、
沖縄が 好 き で し た。 沖縄を知 っ た 後 、 つ ま り 現在 、 沖
縄 を 愛 し て い ま す。 ど ん な に 離れ て い て も 、 我 々 は い
つ も 沖縄 と 一緒で し ょ う 。 沖縄が 、 世界 中 の ウ チナ ー

ン チ ュ を 見 守 っ て く れ て い る よ う に 、 我 々 も 沖 縄 を
ず っ と 見続 け 、 想い続 け ま す。

沖 縄。 そ の 存在 に 、 そ の 伝 統 文 化 を 今 日 ま で維持
し て き た こ と に 、 そ し て それ ら を 世界 中 の ウ チナ ー ン
チ ュ と 共有で き る と い う こ と に感謝い た し ま す。 私 た
ち はそ の ス ピ リ ッ ト を持 ち 続 け て い き ま す。 ウ チナ ー

ン チ ュ で あ る と い う こ の 感 情 が 決 し て 消 え な い た め
に 、 世界 中 に根 を 張 る ウ チナ ー ン チ ュ の 木 々 は花 を 咲
かせ、 そ し て 新 た な 種 を ま く の です。 世界 中 の あ な た
の 子供た ち は 、 あ な た が教 え て く れた連帯 ・ 友愛 ・ 同
胞愛 に感謝 し 続 け る こ と で し ょ う 。 あ な た は我 々 の 心
に し つ か り と 根 を 下 ろ し て い る の だか ら 。

沖縄、 我 々 の 心 は いつ も あ な た と 一緒です。

Okinawa 

Al hablar sobre Okinawa, se reunen en nuestras mentes 

tantos sentimientos que es imposib le  expl icarlos todos,  

e l  primero en aparecer es e l  sentimiento de gratitud hacia 

todas las personas que hicieron posible nuestro viaje  y las 

que mantienen viva la idea del Junior Study; de nostalgia 

hacia todo aquel lo que vivimos y aprendimos ;  de entrega 

pues  desde que nos  despedimos sabemos que tenemos 

e l  deber de mantener las tradiciones,  las costumbres y la  

cultura entre nuestros descendientes; sentimos que debemos 

mantener los  lazos famil iares perdidos durante decadas y 

que al retomarlos nos damos cuenta que s iempre estuvo 

latente entre nuestras fami lias e l  amor y la  esperanza del 

encuentro . 

Cuando fuimos informados de que part ic ipariamos en 

e l  Junior S tudy Tour 2008 estabamos l ej o s  de imaginar 

lo grandioso  que seria la fusion de va.r ias generaciones 

de uchinanchus de varios  paises ,  con diferentes culturas, 

costumbres ,  idiosincrasias, al  final comprobamos que ser 

descendiente okinawense significa un mismo idioma, una 

misma cultura, educaci6n, amor al pr6j imo,  no importa 

lo l ej o s  q u e  estemos unos d e  otros ,  l o s  mares q u e  nos  

separen, es ta  convivencia nos demostr6 que  somos uno 
so lo  en e l  mundo, con los mismos intereses, sentimientos, 

costumbres .  

Al l legar al  aeropuerto fuimos envueltos en algo magico 

que nos hizo creer que estabamos dentro de una h istoria de 

hadas contada por nuestros abuelos ,  sucedi6 todo de una 
forma tan encantadora que es dificil expresar con palabras, 

p,imern el  encuenITo con la  fami l ia, luego el inicio de las 1 
actividades que de manera tan organizada comenz6 con la 

integrac i6n de los estudiantes participantes en el evento, 
no se descuid6 ningun detal le ,  lo cual hizo que nos s inti 

eramo s  en casa ,  l o s  organizadores de !  evento s iempre 
estuvieron atentos a que todo fluyera sin tropiezos ,  de 

forma incansable e incondicional, y con l a  sonrisa en los 
labios trataron que durante todo el tiempo nos sintieramos 
en el Eden. 

Con nuestras fami l ias recordamos la  epoca en que los 

abuelos  nos preparaban comidas t ipicas ,  nos ensefiaban 

algunos cantos ,  bailes, a rezar y respetar a los fallecidos, 

acerca de c6mo debiamos comportarnos, de! amor y respeto 
a los ancianos, y sobre todas las cosas la famil ia, la union 

que debia prevalecer aun en los momentos mas dificiles. 
Conocimos a traves de cada participante cuando present 

6 su pals c6mo viven, c6mo mantienen viva las tradiciones, 

y costumbres l egadas de generac i6n a generaci6n, c6mo 

a pesar de haber nacido fuera de la  i s la  se respeta toda la 

sabiduria y ensefianzas que nos dejaron los  que labraron 

este camino que para ellos fue ancho y dificil .  

Durante nuestra estanci a  en las instalaciones pudimos 

apreciar e l  arte culinario tradicional ,  pues nunca falt6 la  

soba en e l  desayuno n i  e l  tofu, as i  mismo probamos la  

goya y nos deleitamos con la  variedad de vegetales y frutas 

tropicales, que con todo su colorido adornan las mesas. 

En las  v is i tas real izadas nos percatamos  c6mo se ama 

la  naturaleza, cada sitio es una escuela donde aprendimos 

todos los detalles,  por ejemplo en la  vis ita al  Ocean Expo 

Park y al Acuario Churami,  aprendimos de una forma muy 

practica y amena, como si estuvieramos en un gran teatro 

el fondo marino, su vida, y como preservarla, vimos gran 

variedad de especies marinas, corales,  en fin disfrutamos 

cada parte aprendiendo a la misma vez en una fusion arm 

6nica e indescriptib le ;  igualmente a l  caminar hasta las 

Cataratas H ij iootaki conj untamente se pudo observar la 

naturaleza, lo hello del paisaje y a la vez oir de la  voz de! 

guia las explicaciones de todo el entorno lo cual constituye 

sin dudas una forma novedosa de aprender. 

C o n  e l  o bj e t i v o  d e  que  l a s  j 6v e n e s  generac i o n e s  

independientemente del lugar d e  res idencia  se nutran de 

lo vivido por la poblaci6n de Okinawa, y se extienda el 

amor por la  paz, e l  Museo Conmemorativo de l a  Paz de 

la  Prefectura de Okinawa, es una caminata real hacia lo 

que aconteci6 en aquel la epoca , e l  horror y el  sufrimiento 

d e l  pueb l o  durante l o s  afios  que  dur6 l a  guerra ,  fue 

entonces que  comprendimos l o  que  s ignifica E l  Coraz6 

n de Okinawa, a valorar la dignidad personal por encima 

de todo, repudiar la guerra y amar la cultura como expresi 

6n suprema de la humanidad; nosotros que gracias a este 
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marav i l l o s o  programa tuvimos l a  suerte de rev iv i r  l a  

desgracia del pueblo okinawense debemos transmitir esta 

magnifica lecci6n para que la paz sea mantenida en todos 

los paises del mundo, y en los que aun viven los horrores 

de la guerra. 

Luego de este pasaj e  necesar io  donde aprendimos a 

preservar la paz, la parte h i st6rica antigua de las Dinasti 

as Sho se recordaron con la visita al Casti l lo Shuri, donde 

apreciamos la fusion de las caracteristicas arquitect6nicas 

de Jap6n,  China y Ryukyu; perfectamente conservadas 

y cuidadas .  Transi tamos luego por e l  fabuloso Museo de 

Bellas Artes, dond e sentimos una ensefianza continua hacia 

la cultura y las tradiciones okinawenses, vivimos algo que 

sabiamos que existia pero de una manera lejana, conocimos 

la historia del Sanshin de Plata, culminamos la tarde con el 

fabuloso laqueado de vaj i l la con la  flor tipica, fue algo que 

aprendimos haciendolo  enseiiados de forma magistral por 

profesionales. 

A todo esto se une la practica del Eisa con la cual se rindi 

6 tributo a nuestros ancestros ,  pues aprendimos su danza 

tradicional. 

Luego l l eg6  la h o ra del term i n o  de la j ornada y l a  

c lausura, fe l i ces  por haber conocido y compartido con 

la fami l ia  que a pesar de la  di stanci a  y e l  idioma no fue 
impedimento para_ la comunicaci6n, por habemos mostrado 

tanta h i storia,  cultura, naturaleza, amor a la paz en tan 

poco tiempo, pero a la  vez muy tristes pues la  fiesta de 

despedida representa la  separaci6n, e l  retomo a nuestros 

hogares l lenos de una sabiduria legada de una forma muy 

fami l iar, y muy propia del okinawense con todo el  amor 

que se  desprende de sus corazones s iempre sonrientes ,  

todo esto representa para nuestros paises una  fuerza incre 

ib le  para desde nuestras fami l ia s  y n4estros kenj inkai  

transmitir lo  que desde epocas lej anas nuestros ancestros 

supieron repartir por todo el  mundo, pues ahora sentimos 
que somos ellos retomando a casa despues de una jomada 

muy productiva l l enos de fel ic idad, sueiios y por sobre 

todas las cosas mantener una cultura mi lenaria para que 

las generaciones venideras al igual que nosotros se sientan 

orgullosos y dignos de llevar dentro sangre de Okinawa que 

representa dignidad, esfuerzo, amor al trabajo ,  a la vida, a 
la familia, a la paz. 

Siempre hay un antes y un despues, y esto no estaremos 

cansado de decirlo, antes de venir a Okinawa queriamos a 
esta isla, despues de conocerla, no la queremos;  la amamos, 

y s iempre estaremos unidos a e l la  por muy lejos  que nos 
encontremos, no importa los impedimentos que tengamos 
siempre velaremos por ella igual que ella lo hace por todos 

sus hijos que viven fuera de ella. 

Muchas Gracias Okinawa por existir, por mantener vivas 

tus tradiciones y por compartirlas con los Uchinanchus de! 

mundo, no te defraudaremos, sabremos mantener e l  espi 

ritu ante el  trabajo,  la perseverancia, la dignidad, la cultura 

y el amor que nos  dej aron l o s  que ya no estan pero de 

alguna forma hicieron posible el encuentro, tus raices estan 

en todo el  mundo y el  arbol Uchinanchu florece, y esparce 

semillas para que nunca muera el sentimiento de ser lo que 

somos, puedes estar tranquila tus hijos del mundo sabremos 

agradecer este gesto de solidaridad, hermandad, amor al pr 

6j imo que nos inculcaste aun sin saber que existfamos en 

los mas diversos lugares del planeta, pues estas plantada 

con base muy firme en nuestros corazones, ahora tenemos 

respuestas a muchas  interrogantes ,  somos  as f  porque 

somos hijos de la misma is la ,  de la misma madre, que nos 

educ6 y nos forj6  a todos con el mismo acero; no importan 

los  oceanos que nos  separen : OKINAWA NUESTROS 

CORAZONES ESTAN JUNTO A TI .  
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ワ シン ト ン州沖縄県人ク ラブ

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2008

ま ず始 め に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー と 言 う す ば
ら し い プ ロ グ ラ ム を 毎 年 主催 さ れ 、 世 界 中 の 若 い ウ
チ ナ ー ン チ ュ の 為 に 運営 し て 頂 い て い る 沖縄 県 に 心
か ら 感謝 し ま す。 そ し て 、 沖縄県観光商 工部交流推進
課 を 始 め頑 張 っ て い た だ い た サ ン ・ エ ー ジ ェ ン シー の
ス タ ッ フ の 方 々 、 通 訳 の 皆 さ ん 、 そ し て 多 く の ボ ラ ン
テ ィ ア の 皆 さ ん に も 大変お世話 に な り 、 感謝の気持 ち
で い っ ぱ い です。 2 0 0 8 年 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ
ア ー は 、 私 に と っ て も 、 若い参加者達 に と っ て も 、 最
高 に 思 い 出 深 い経験 に な っ た と 思い ま す。 本 当 に あ り
が と う ご ざ い ま し た。
今 回 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 経験 を 振 り 返 る と 、
私が ま だ 1 0代 の 頃 に も こ の様 な プ ロ グ ラ ム が あれ ば 良
か っ た な と 思 わず に は い ら れ ま せん で し た。 幸 い 、 引
率者 に 選 ば れ 参加 さ せ て 頂 き 、 そ の 知 ら せ を 受 け た
時は大喜びで し た。 以 前か ら 、 私 が 常 に 大 事 に し て い
る 2 点 が 重 な り 合 い 、 そ の 要素 を プ ロ グ ラ ム 化 し 、 更
に 自 分 が 参加 出 来た事は夢が 叶 え ら れた 様 に も 思い ま
す。 そ の 二つ の 点 と は 「 沖縄」 と 「子供達 と 一 緒」 と
い う こ と です。
特 に 、 私 は ア イ デ ン テ イ テ ィ ー の ト ピ ッ ク に つ い て
と て も 興 味 を 持 っ て ま す。 ア メ リ カ で 育 っ た 私 も ア
イ デ ン テ イ テ ィ ー の 悩 み は個 人 的 に経験 し た の で 、 若
い参加者達 と そ の 事 に つ い て 話 し 合 え る ワ ー ク シ ョ ッ
プの機会 は 、 私 に と っ て 最 も 貴重 な 経験で し た。

私 は他 の 国 か ら の 子供達が ど の よ う に ア イ デ ン テ ィ
テ ィ ー と 向 かい 合 っ た か， さ ま ざ ま な 参加者 の 視点や
意 見 を 聞 け た 事 は大変勉強 に な り ま し た。
特 に プ ラ ジルか ら の 参加者の ア イ デ ン テ イ テ ィ ー の 意
見 が と て も 興味深か っ た です。 私 は ブ ラ ジル の 参加者
に 「 あ な た は 何 人 で す か。 」 と 質 問 さ れ た ら ど う 答 え
る か と 聞 き ま し た 。 子供達は質問 さ れた場所に よ っ て
答 え が違 う と 言 っ て い ま し た。 例 え ば、 彼女達は 日 本
で質問 さ れた ら 「 ブ ラ ジル人 」 だ と 返事 し 、 ブ ラ ジル
で質問 さ れた ら 「 沖縄人です」 と 答 え る そ う です。 そ
の 答 え は 私 が 想像 し て い た 答 え と 全 く 違 っ て い た の
で 、 で は ア メ リ カ で 同 じ 質 問 さ れ た ら ど う 答 え る か と
聞 い て み ま し た。 す る と 「 ブ ラ ジル育 ち 沖縄人 だ」 と

答 え る そ う です。 参加者 は さ ま ざ ま な世代で あ り 、 も
ち ろ んそ れ を 考慮 し な けれ ばい け ま せん が 、 私 は 一 世
で 1 8 年間 ア メ リ カ に住 ん で い る に も かかわ ら ず、 ど
こ で質問 さ れて も 私 は 「 沖縄人」 と 答 え る の で、 子供
達の場所 に よ っ て答 え が 変 わ る と い う 回答 に 驚 き ま し
た。 も っ と 時間 が許 さ れ て い た ら 他 の 参加者の ア イ デ
ン テ イ テ ィ ー の 意見 も 聞 き た か っ た です。
ま た 、 他 の 国 か ら の 参加者達が 強 い ウ チナ ー ン チ ュ と
い う プ ラ イ ド と い う 意気込み を し つ か り 抱 い て い る 事
に 私 は感動 し 、 触発 さ れま し た。 ア メ リ カ か ら の 参加
者 も 沖 縄 の 文 化 に 興 味 を 持 っ て い る 事 を 知 り 嬉 し く
思 い ま し た。 そ し て 、 そ の 参加者何人かが ツ ア ー期 間
中 、 踊 り や太鼓 の パ フ ォ ー マ ン ス を 各 自 披露 し て く れ
た 事 は と て も 嬉 し か っ た です。 そ れ か ら 、 あ ち ら こ ち
ら の 国 々 で数多 く の 沖縄県人 会 が 存在 し 、 沖縄の文化
を 広 げ 引 き 継い で行 く 為 に積極的 に 活動 し て い る 事 を
知 り 、 大変喜ば し い と 思い ま し た。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で経験 し 学 ん だ事 を 生 か
し て 、 私 自 身 も ワ シ ン ト ン州 沖縄県人 ク ラ ブで も っ と
も っ と 活躍 し て 行 き た い と 思 っ て い ま す。 県人会 の若
い メ ンバ ー と 何か始 め た い と 願 っ て い た と こ ろ で し た
の で 、 積極 的 に 計画 を 進 め た い と や る 気 が 沸 い て き ま
し た。 こ の ツ ア ー は 県 内 外 の 沖縄の 血 を 受 け継いだ次
の 世代の 子供達の為 に 、 こ れか ら も 長年続い て い っ て
ほ し い と 願い ま す。
こ の ツ ア ー の 素 睛 ら し さ と は 、 皆 沖 縄 で 繋 が っ て い
る 事だ と 思い ま す。 ツ ア ー に参加 し た 子供達は言葉が
違 っ て い て も お互 い の 繋 が り を と て も 大切 に し 、 コ ン
ヒ° ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク を 通 し メ ー ルや、 チ ャ ッ ト 、 プ
ロ グ な ど を使 っ て 常 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と っ て い
ま す。 子供達 は 、 常 に 沖縄 と お互い を と て も 恋 し い と
言 っ て お り ま す。 私 も 子供達 と 一 緒 に な っ て 、 彼 ら の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン仲 間 と し てず っ と 繋が り を 続 け て
い き た い と 思い ま す。
今年の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加で き 、 こ の様
な 大変貴重な経験 を 与 え て 頂 い た 事 に感謝の 気持 ち で
い っ ぱ い です。 ツ ア ー の 事 、 出 会 っ た ス タ ッ フ や、 参
加者、 そ し て経験 を 大 切 な 思 い 出 と し て 心 の 宝物 に し
ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た。
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JUNIOR STUDY TOUR 2008 

To b e g i n ,  I w o u l d  l i k e  to firs t  thank the  O k i nawa 

Prefectural Government for sponsoring and creating such a 

wonderful program for the young Okinawans from all over 

the world. I would also l ike to extend my appreciation out 

to the very hard working Okinawa Prefectural Government 

Exchange Promotion Div i s ion ,  Sun Agency, the many 

translators and the staff volunteers who were involved in 

the 2008 Junior Study Tour. I believe that the tour was the 

greatest memorable experience for me and especially for 

the young participants . Thank you very much. 
As I look back at my Junior Study Tour experience, I 

cannot help but wish this type of program was avai lable  

for me when I was a teenager. Fortunately, I was able  to  

take part as a chaperon and I was overj oyed to be selected 

to partic ipate . Even before I was selected as a chaperon 

from the United States ,  I knew that this kind of program 

was a dream come true for me.  It is a dream program 

because it incorporates my two passions of Okinawa and 

the opportunity to work with teenagers at the same time. 

In particular, I have always been interested in the topic 

of identity. I t  was something that I personally struggled 

through while I was grew up in the US  and to have the 

opportunity to d i scus s  with the youth on  the top i c  of 

ident i ty dur ing the workshop was the most  va luab l e  

exper ience  for m e .  I was  educated by  the  d i fferent  

perspectives from the children in how they dealt with their 

identity in different parts of the world. 

In particular, the participants from Brazi l 's  discussion 

were eye opening to me.  When I asked them_ how they 

would answer to "Who are you?" they informed me that 

their answers would change depending on where they were 

asked. For example ,  if they were in Japan, they would 
answer that they are Brazil ians ; and if they were in Brazi l ,  

they said they would answer that they were Okinawan . 

Because the answers were very different from how I would 

have answered, I was curious as to how they would answer 

if they were in the US to which they responded, "Brazi l  
raised Okinawan . "  Of course, generation factor comes in 
to consideration, for I am a first generation and the children 

were at different generation; but even though I have lived 
in the US  for about 1 8 years , I sti l l  consider myself fully 

Okinawan where ever I am in that I was surprised to hear 
that where the children resides mattered in what nationality 
they considered themselves as .  I wish to have had more 
time to hear other participants ' perspective on identity. 

Furthermore, I was insp ired and moved by the strong 
existence of Okinawan pride and spirit in the children from 
other countries .  I was happy to find that some of the US 

partic ipant 's interests were culturally Okinawa related. I 

was excited that some were able to show their involvement 

in Okinawan culture through their performances during the 

tour. Also,  I was del ighted to find out about many other 

Okinawa Kenj in Clubs establ ished al l  over the world and 

how organized and active in the continuation and expansion 

of Okinawan culture in other parts of the country. 

Having the opportunity to be part of Junior Study Tour 

was very educational and has motivated me to do more 

for my own Okinawa Kenj in C lub in Washington State .  

I have always wi shed to start something Okinawa and 

youth related so thi s  opportunity has in.fluenced me to be 

proactive with my plans. I hope this program continues for 

the benefit of all youth in Okinawa and all over the world. 

The fact that we were all connected one way or another 

with Okinawa is  what makes this tour so wonderful.  Even 

though they might have language barriers, the participants 

are keep ing  in touch  wi th  each other  through s o c i a l  

network sites ,  emai l ,  instant messaging and b logs .  The 

chi ldren are constantly communicating how much they 

miss Okinawa and each other very much .  I hope be part of 

the communication and keep up with the youth so that I can 

continue keeping in touch with them. 

Again, thank you so much for the wonderful opportunity 

to take part in this year 's Junior Study Tour. I wil l  treasure 

the wonderful memories of the staff, participants and the 

experience of the Junior Study Tour in my heart forever. 

Thank you. 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し て

こ の た び、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア か ら 初参加 と な っ た
ヴ ォ ニ テ ィ シ ・ モルガ ン さ ん の 付 き 添い と し て 、 ジ ュ
ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し ま し た。

私 は 沖 縄 に 暮 ら し て3年余 り に な り ま す が 、 世界 に
比類の な い美 し い海 に 囲 ま れた 島 で は独 自 の祭事、 伝
統芸能 、 様 々 な 風習 が 今 な お 、 日 常生活の な か に 生 き
続 け て い ま す。

沖縄の 生活 の な かで 、 最 も 私 の 心 を捉 え た の は 、 「 人
の つ な が り 」 で し た。 つ な が り の縦軸 が 時 間 で祖先 か
ら 子孫 を 表 現 し 、 横軸 が 空 間 で兄弟 、 つ ま り 同 胞 を 意
味す る と し た ら 、 こ の つ な が り が 縦に も 横 に も 非常 に
濃 い の が 沖縄 の 特徴 で 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー は 、
ア イ デ ンテ イ テ ィ の 源 で あ る 祖先 の 地 で 、 次 の 世代 を
担 う 若者た ち が 縦横 の 絆 を よ り 深 め る 研修だ と 思い ま
す。

私 が 参加 し た の は 、 主 に研修 の 前 半ですが 、 驚 い た
の は 、 海外か ら の 参加者が 日 頃、 私 の周 囲 に い る 人 よ
り 、 「 ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 で あ る こ と を 意識 し て い る こ
と で し た。 一般的 に 国 を 離れ る と い う こ と は、 イ コ ー

ル 自 分の ア イ デ ンテ ィ テ ィ を認識す る こ と だ と 思い ま
すが 、 彼 ら の 大 半 は 、 日 本語が流暢で あ っ た り 、 エ イ
サ ーや琉球舞踊 な ど沖縄の文化 に普段か ら 親 し ん で い
る 様子 で 、 移民先で ウ チナ ー ン チ ュ で あ る こ と を誇 り
に 、 単 に 家族 だ け で は な く 、 組織的 に文化の継承 に 取
り 組ん で い る こ と が う かが え ま し た。 ま た参加者 に よ
る 自 国紹介 で は 、 周 到 に 準備 さ れた発表 か ら 、 こ の研
修 に 対す る 並 々 な ら ぬ意気込みが感 じ ら れ 、 彼 ら が い
か に今 回 の 訪 問 を 楽 し み に し て い た かが伝わ っ て き ま
し た。

た っ た 一 週 間 で し た が 、 参加者た ち は研修 を 通 し て 、
気持 ち を 通 わせ 、 再会 を 約 束 し て 、 それぞれ の 待つ家
族 の と こ ろ へ帰 っ て い き ま し た。 沖縄は全国有数の 移
民県ですが 、 移民 し た 県 系 人子孫 に と っ て 、 こ こ は祖
先 の 生誕地で あ り 、 親戚 に 会 え る 場所で し ょ う 。 で も
ひ ょ っ と し た ら 、 こ の 島 そ の も の が 「帰 る 家」 な の か
も しれ ま せ ん。 そ の 人 た ち を 島 じ ゅ う で暖 か く 迎 え る
の が 「 ウ チナ ー ン チ ュ 」 の精神 だ と 思い ま す。

私 た ち 協会 は 、 今後 も 沖縄 と ニ ュ ー カ レ ド ニ ア の 交

流 を 支援 し て い く と と も に 、 今 回研修 に参加 し たモル
ガ ン が 近い将来、 二つ の 島 を結ぶ 中 心的 な役割 を果た
し て く れ る こ と を期待 し て い ま す。

研修 中 、 多 く の 方 に お世話 に な り ま し た。 海外 ・ 県
内 参加者の子 ど も た ち 、 主催の 沖縄県観光商 工部交流
推進課の み な さ ん 、 サ ン ・ エ ー ジ ェ ン シー の み な さ ん 、
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー 卒業生 の み な さ ん 、 本 当 に あ
り が と う ご ざい ま し た。
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資 料 編



l 受 入 実 績 I 

( 1 ) 海外参加者 ・ 引 率者の 国別 内 訳 【 （ ） はその う ち 引 率者の 人数】

国;~～

~~巴四
Hl3  

（りチナーン和大会）

ボ リ ビ ア 5 ( 1 ) 

ブ ラ ジ ル 7 ( 1 ) 
II （ カ ン ポ グ ラ ンデ） 3 ( 1 ) 

ア ル ゼ ン チ ン 5 ( 1 ) 
ペ ル 5 ( 1 ) 
ベ ネ ズ エ ラ 2 ( 1 ) 

メ キ シ コ 3 ( 1 ) 

キ ユ バ ゜

フ ラ ン ス 2 ( 1 ) 

イ ギ リ ス 2 ( 1 ) 

ド イ ツ 2 ( 1 ) 

米 国 （ハ ワ イ ） ゜

II （ グ ア ム ） 1 
II （本 土） 20 (4) 

力 ナ ダ 6 (2) 

フ ィ リ ピ ン 4 ( 1 ) 
シ ン ガ ポ ー ル ゜

マ レ ー シ ア ゜

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ゜

計 67 ( 1 7) 

( 2 ) 海外参加者内訳
世 代 別

国］口~~~〗
Hl3  

（りチナーン和大会）

1 世 ゜

2 世 26 

3 世 2 1  

4 世 3 

5 世 ゜

計 50 

男 女 別

国;~～
～

~〗
Hl3  

（りチナーン和大会）

男子 30 

女子 20 

合計 50 

( 3 ) 県内 ・ 県外参加者内訳
学 校 別

国；
～

---------ご度 Hl3  
（り升ー冶大会）

小学生 ， 
中 学生 24 

高校生 17  

計 50 

男 女 別
年度 H13  

国 名 （りチナーン和大会）

男 子 1 5  

女子 35 

合計 50 

H14  H 15  H 16  H l  7 

2 3 ( 1 ) 2 2 

3 ( 1 ) 2 3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 

1 2 ( 1 ) 1 1 

3 ( 1 ) 2 3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 

3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

2 ( 1 ) 2 ( 1 ) 2 ( 1 ) ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

゜ ゜ ゜ ゜

2 3 ( 1 ) 1 ゜

゜ 2 ( 1 ) ゜ ゜

6 (2) 5 (2) 5 ( 1 ) 6 ( 1 ) 

2 ( 1 ) 1 1 1 

3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 1 1 

2 ( 1 ) ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

29 (9 ) 28 (9) 22 (5) 22 (5) 

H l4  H l5  H l 6  H 1 7  

゜ ゜ 1 2 

5 6 6 3 

8 1 0  8 ， 
7 3 2 3 

゜ ゜ ゜ ゜

20 1 9  1 7  1 7  

H l4  H l 5  H 1 6  H l 7  

， 5 7 6 

1 1  14  1 0  1 1  

20 1 9  1 7  1 7  

H 1 4  H l 5  H l 6  H 1 7  

゜ ゜ ゜ ゜

1 3  7 5 4 

1 1  1 8  1 5  1 5  

24 25 20 1 9  

H 14  H l5  H l6  H 17  

6 4 4 5 

1 8  2 1  1 6  1 4  

24 25 20 1 9  
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H 18  H l 9  H20 計
（りサ加大会）

5 ( 1 ) 3 ( 1 ) 1 23 (4) 

5 ( 1 ) 3 ( 1 ) 3 ( 1 ) 29 (7) 

2 1 1 1 2  (2) 

3 2 3 ( 1 ) 24 (5) 

4 ( 1 ) 3 ( 1 ) 1 25 (7) 

゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

1 ゜ ゜ 4 ( 1 ) 

2 ( 1 ) ゜ 2 ( 1 ) 1 0  (5) 

゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

2 ゜ ゜ 6 (2) 

゜ 1 ゜ 3 ( 1 ) 

1 ゜ 1 8 ( 1 ) 

゜ ゜ ゜ 3 ( 1 ) 

1 1  (2) 6 ( 1 ) 4 ( 1 ) 63 ( 14) 

2 1 1 1 5  (3) 

1 1 ゜ 14  (3) 

゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

1 ゜ 1 2 (0) 

゜ ゜ 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

40 (6) 2 1  (4) 1 9  (5) 248 (60) 

H 1 8  H l 9  H20 計
（りサ加大会）

1 ゜ 1 、 5

14 5 2 67 

1 3  8 5 82 

5 4 7 34 

1 ゜ ゜ 1 

34 1 7  1 5  1 89 

H 1 8  H 1 9  H20 計
（りチナーン和大会）

1 5  6 4 82 

1 9  1 1  1 1  1 07 

34 1 7  1 5  1 89 

H 1 8  H l 9  H20 計
（りチナーンチ1大会）

゜ ゜ ゜ ， 
1 1  4 4 72 

22 1 3  1 1  1 22 

33 1 7  1 5  203 

H l 8  H l 9  H20 計
（りチナーン和大会）

7 3 3 47 

26 14 1 2  1 56 

33 1 7  1 5  203 



I 平成20年度 県 内 参加 者 名 簿 - ―-| 
県 内 参加 者 名 簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 宮 里 明 衣子 MIYAZA TO MEIKO 14  女 伊江 中学校

2 下 門 楓 SHIMOJO KAEDE 1 3  女 潮平中学校

3 福 里 那 央 FUKUZA TO NAO 14 男 高江洲 中学校

4 豊 里 源 TOYOZA TO GEN 1 3 男 那 覇 中 学校

5 豊 永 優 姫 TOYONAGA YUKI 1 7  女 コ ザ高等学校

6 新 垣 美 樹 ARAKAKI MIKI 1 7  女 開邦高等学校

7 酒 井 知 奈 SAKAI CHINA 1 6  女 那覇高等学校

8 村 田 ゆ う こ MURATA YUKO 1 5  女 那覇西高等学校

， 花 城 亜 紀 子 HANASHIRO AKIKO 1 6  女 那覇西高等学校

1 0  玉 那 覇 祐 利 香 TAMANAHA YURIKA 1 7 女 西原高等学校

1 1  宜 保 有 樹 GIBO YUKI 1 7  男 中 部農林高等学校

12 池 村 愛 美 IKEMURA AIMI 1 6  女 豊見城高等学校

1 3  友 利 麻 羽 TOMORI MAU 1 6  女 首里東高等学校

1 4  新 城 祥 子 ARASHIRO SHOKO 1 7  女 八 重 山 高 等学校

1 5  · 兼 城 凛 子 KANESHIRO RIKO 1 6  女 首里高等学校
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海外参加者名 簿
氏 名 年令 性月 lj 世代 国名 県 人 会 名

1 天久 レ フ 阿 弓
AMEKU LENIRA A YUMI 

15 女 2世

2 与那嶺 モ ー カ 多美
プラジル沖縄県人会

‘ YONAMINE MONICA TAMMY 
15 女 3世 プラジル

中馬 渡慶次 カーレン
3 

TIGUMAN TOKESHI KAREN 
18 女 4 世 カンポグランデ沖縄県人会

4 名城 エベリン マルセ フ
NASHIRO EVELYN MARCELA 

17 女 3世

5 饒平名 さ ゆ り
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

YOHENA SA YURI 
18 女 3世

6 安座間 上地 力 丁リネ 直未
AZAMA UECHI KATHERINE NAOMI 

16 女 4 世 ペル ー ペル ー 沖縄県人会

8 島袋 里菜
SHIMABUKURO RINA 

14 女 3世 ボリビア ボリビア沖縄県人会

， 
ガルシア ウエマ ダ エル
GARCIA UYEMA DANIEL 

15 男 4 世 キュー バ キュー バ沖縄県人会

10 森部 マ シ 芙幸
MORIBE MARCIE MIYUKI 

15 女 4 世 ハ ワイ沖縄連合会

上運天 クリスプ イ ーナ アイ1 1 
UEUNTEN CHRISTINA AI 

17 女 4 世 サ ン フ ラ ン シ ス コ 沖縄県人会

ウィ レ ッ ト ザ ッ クリー アメリカ
12 

WILLETT ZACHARY 
13 男 2世 ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ ブ

チョ アレクサンダー ―` 
ヂン13 丁 イ

CHO ALEXANDER DAE JIN 
16 男 3世 沖米沖縄県人会

15 山城 清光昭 ブレ ッ ト
YAMASHIRO BRETT ALEXANDER 

16 男 4 世 カナ ダ カ ルガ リ ー オキナ ワ ン ク ラ ブ

16 福里 友理
FUKUZA TO YURI 

15 女 2世 マレーシア マレーシア沖縄会

17 
ヴォ ー テ ィ シ ゼ ） キ モルガ ン フ ァ ビエラ 丁 レ ズ
VONITIHSI-ZENOKI MORGANE FABIELLA THERESE 

19 女 4 世 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ニ ュ ー カ レ ド 一 ァ 沖縄 日 系 人会

海外引 率者名 簿
氏 名 年齢 性別 世代 国名 県人会等名

1 加 花 輝明
KAKINOHANA KIMEI 

67 男 2世 ブラジル ブラジル沖縄県人会

2 大城 ディ エゴ セ バスプ イ アン
OSHIRO DIEGO SEBASTIAN 

21 男 3世 アルゼンチン ボリビア沖縄県人会

3 サンチェス タマキ ロベル ト
SANCHEZ TAMAKI ROBERTO 

44 男 3世 キュー バ ペル ー 沖縄県人会

4 稲福 紀子
INAFUKU NORIKO 

24 女 1世 アメリカ ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ プ

5 小 出 友視

／ V KOIDE TOMOMI 
女 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 沖縄ニ ュ ー カ レ ド 一 ァ 友好協会
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I 平成1 9年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加 者 名 簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 粟 國 志 帆 AGUNI SHIHO 14 女 真和志中学校

2 金 城 華 奈 子 KINJO KANAKO 1 3  女 潮平中学校

3 宮 城 玲 奈 MIYAGI RENA 1 3  女 美里中学校

4 安 里 巽 ASA TO TA TSUMI 14  女 与那原中学校

5 玉 城 美 耶 子 TAMAKI MIY AKO 1 6  女 那覇西高等学校

6 上 間 瑞 樹 UEMA MIZUKI 1 7  女 開 邦高等学校

7 与 那 覇 智 都 YON AHA CHISA TO 1 6  女 開 邦高等学校

8 瑞 慶 山 美 咲 ZUKEY AMA MISAKI 1 7  女 コ ザ高等学校

， 宮 城 聖 乃 MIYAGI SYONO 1 5  女 コ ザ高等学校

1 0  狩 俣 友 恵 KARIMA TA TOMOE 1 7  女 宮古高等学校

1 1 上 原 善 男 UEHARA YOSHIO 2 1  男 南部工業高等学校

1 2  宮 城 和 哉 MIYAGI KAZUY A 1 8  男 西原高等学校

1 3  J I  I 満 大 祐 KA WAMITSU DAISUKE 1 7  男 西原高等学校

14 岸 本 りいま KISHIMOTO RIIMA 1 6  女 宜野湾高等学校

1 5  許 田 侑 加 KYODA YUKA 1 8  女 興南高等学校

1 6  源 河 花 乃 子 GENKA KANOKO 1 7  女 首里高等学校

1 7  宇 座 愛 希 UZA AIKI 1 5  女 浦添高等学校

- 80 -



海外参加者名簿

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
1 0  

1 1  

1 2  

1 3 

14  

1 5  

1 6  

1 7  

氏 名
宮里 賢征

MIY AZATO UETA MAURY MASSA YUKI 
上江洲 小百合 シルビア
UESU SIL VIA SA YURI 

ヴ ィ ヴ ィ アネ ユ ミ ハ フ サキ
VIVIANA YUMI HARASAKI 

新城 パ ブロ アリエル
PABLO ARIEL ARAGUSUKU 

仲宗根 ゆ か り
YUKARI NAKASONE 

真栄城 仲宗根 カリ ナ 初江
KARINA HA TSUE MAESHIRO NAKASONE 

伊佐 与儀 幸子 カロリーナ
SACHIKO CAROLINA ISA YOGUI 

大城 広大
KODAI OSHIRO 

クダカ 美咲
MISAKI KUDAKA 

ジャスプ イ ン ト ヨ サ ト
JUSTIN TOYOSA TO 

麗矢 マーロウ
LAIY A MARLOW 

マケフ レネ ー コ ール
MICHAELA RENE COLE 
ト モ コ レネ ー レオナ ード

TOMOKO RENEE LEONARD 
クリスプ イ ーナ チハル ヘンリー

CHRISTINA CHIHARU HENRY 
ジョ シュア マイケル キャンベル
JOSHUA MICHAEL CAMPBELL 

ク リ ス チ ア ン サ ン
MACALINT AL CHRISTIAN SANTOS 

比嘉 紀 乃
KOTONO HIGA 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 
カ ネ シロ ジョゼ マツォ

KANESHIRO JOSE MATSUO 

2 
儀 間 い つ 子

ITSUKO GIMA 

3 
城間 呉屋 カリ ナ ジセ レ

KARINA GISSELLE SHIROMA GOYA 

4 
マユ ミ マ レイン コ ル
MA YUMI MARLENE COLE 

年令 性月I」 世代 国名 県 人 会 名

1 7  男 3 世
ブ ラ ジル沖縄県人会

1 5  女 4 世 ブ ラ ジル

1 7  女 3 世 カンポグ ラ ンデ沖縄県人会

1 8  • 男 4 世
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

1 7  女 2 世

1 7  女 3 世
ペルー ペル ー 沖縄県人会

1 6  女 3 世

1 3 男 3 世
ボリビア ボリビア沖縄県人会

1 5  女 3 世

1 3 男 4 世 北米沖縄県人会

14 女 2 世 コ ロ ラ ド州 沖縄県人会

1 7  女 3 世 アメリカ ア ト ラ ンタ沖縄県人会

1 7  女 2 世 インディ アナ沖縄県人会

ス ペイ ス コ ー ス ト 沖縄県人会
1 7  女 2 世 ゆ い ま る 会

1 5  男 4 世 カナ ダ レス ブリッジ沖縄県人会

1 8  男 3 世 フ ィ リピン フ ィ リピン沖縄県人会

14  女 2 世 ドイ ツ ドイ ツ沖縄県人会

年齢 性別 世代 国名 県人会名

56 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

30 女 2 世 ボリビア ボリビア沖縄県人会

27  女 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

48 女 2 世 アメリカ ア ト ラ ンタ沖縄県人会
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I 平成1 8年度 県 内 参加 者 名 簿 ＿1 
県 内 参加者名簿

氏 名 学年 性別 学 校 名

1 国 士 明 奈 KUNIYOSHI MEINA 3 女 中城村立中城中学校ロ

2 久 手 堅 憲 稀 KUDEKEN NORIKI 3 男 西原町立西原東 中学校

3 比 嘉 夏 海 HIGA NA TSUMI 3 女 浦添市立浦添 中学校

4 冨 名 腰 木
で2

；；
/ 乃 FUNAKOSHI A Y ANO 3 女 那覇市立首里中学校

5 豊 見 山 佐 妃 TOMIY AMA SAKI 3 女 那覇市立松 島 中 学校

6 H‘ I’ j 里 雅 MAESA TO MIY ABI 3 女 那覇市立松 島 中 学校

7 中 村 春 葵 NAKAMURA HARUKI 3 女 豊見城市立長嶺中学校

8 与 坂 勇 姫 YOSAKA YUKI 1 女 南城市立玉城中 学校

， 比 嘉 美 幸 HIGA MISAKI 3 女 与那原町立与那原中学校

1 0  崎 原 佑 介 SAKIHARA YUSUKE 3 男 与那原町立与那原 中学校

1 1 島 袋 正 志 SHIMABUKURO MASASHI 1 男 多 良 間村立多 良 問 中学校

12 諸 見 正 太 MOROMI SHOTA 3 男 石川 高等学校

1 3 津 波 義 弥 TSUHA YOSHIY A 3 男 北谷高等学校

1 4  山 内 祐 奈 YAMAUCHI YUUNA 3 女 普 天 間 高等学校

1 5  岳ー」 納 亜 沙 美 KINA ASAM! 3 女 普天間高等学校

1 6  J I  I 研艮[J 奈 那 KAWASETSU NANA 3 女 西原高等学校

1 7  屋 比 久 ま り YABIKU MARI 3 女 浦添工業高等学校

1 8  運 天 美 由 紀 UNTEN MIYUKI 3 女 浦添工業高等学校

1 9  池 原 ななえ IKEHARA NANAE 3 女 那覇国 際高等学校

20 上 間 も え み UEMA MOEMI 3 女 那覇国 際高等学校

21 狩 俣 で
杉

？／ 乃 KARIMA TA A Y ANO 1 女 首里高等学校

22 久 貝 博 文 KUGAI HIROFUMI 1 男 小禄高等学校

23 大 城 ひ ろ か OSHIRO HIROKA 2 女 那覇西高等学校

24 岩 田 杉
で？•ノ IWATA AYA 1 女 那覇西高等学校

25 稲 福 奈 実 子 INAFUKU NAMIKO 3 女 那覇商業高等学校

26 城 田 麻 莉 亜 SHIROTA MARIA 3 女 那覇商業高等学校

27 謝 敷 アリ ー ニ JASHIKI ALINI 1 女 沖縄 尚学高等学校

28 宮 城 若 名 MIYAGI WAKANA 2 女 沖縄女子短期大学附属高等学校

29 下 地 由 芙 子 SHIMOJI YUFUKO 2 女 開邦高等学校

30 ’昭‘ ‘ ‘  屋 美 友 貴 TERUYA MIYUKI 2 女 知念高等学校

3 1  糸 数 舞 ITOKAZU MAI 2 女 知念高等学校

32 金 城 将 吾 KINJO SHOGO 3 男 糸満高等学校

33 平 良 優 圭 TAIRA YUKA 3 女 久米島高等学校
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| IIIIIIIIIIII I| -IIIII|l||| 

海外参加者名 簿
名 性月lj 世代 国名 県 人 会 名

1 
ガ ブリエレ エリ 比嘉

GABRIELLE ERY HIGA 
女 2世

2 
カリナ イズ ミ 具志堅

KARINA IZUMI GUSHIKEN 
女 3 世

3 
カレン ユ ミ 宮城

ブラジル沖縄県人会

KAREN YUMI MIYASHIRO 
女 4 世

レチシア チエ ミ 高 良
ブラジル

4 
LETICIA TIEMI TAKARA 

女 3 世

マリオ セルジオ い さ お 小波津
5 

MARIO SERGIO ISSAO KOHATSU 
男 3 世

6 
レナタ ち え み 城間

カンポグランデ沖縄県人会

RENATA TIEMI SHIROMA 
女 3 世

7 
宮平 レオナ ルド マルプ イ ン

LEONARDO MARTIN MIYAHIRA 
男 2世

8 
新垣 あ かね

AKANE ARAKAKI 
女 1 世 ア ルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

， 喜納 パウ フ ミ カエラ ミ ュキ
PAULA MICAELA KINA 

女 3 世

1 0  
新垣 金城 ジ ミ ホルヘ

JIMMY JORGE ARAKAKI KANASHIRO 
男 4 世

1 1 
具志堅 大城 ガブリエ フ イサベル

女
GABRIELA ISABEL GUSHIKEN OSHIRO 

3 世 ペルー ペル ー 沖縄県人会

12 
渡嘉敷 国頭 ダ — ェラ

DANIELA TOKASHIKI KUNIGAMI 
女 4 世

1 3  
比嘉 さ ゆ り

SAYURI HIGA 
女 3 世

1 4  
慎榮城 弥 生

YA YOI MAESHIRO 
女 3 世

1 5  
安里 健

ボリビ ア ボリビア沖縄県人会

KEN ASATO 
男 2世

1 6  
ホカマ 木足

SAKAE HOKAMA 
男 3 世

1 7  
イ ダルゴ カ ネ ド フ フ ン シ ス コ エ イ ジ
FRANCISCO EILLY HIDALGO CANEDO 

男 4 世 メキシコ メキシコ 沖縄県人会

1 8  
キ ヨ ミ ト レス ゴンザレス

KIYOMI TORRES GONZALEZ 
女 4 世 キュー バ キュー バ沖縄県人会

1 9  
高 田 シャンァル 真 由 美

CHANTELLE MA YUMI TAKATA 
女 5 世 ハ ワイ沖縄連合会

ダー エ ル マ コ ト バンバ ード
20 

DANIEL MAKOTO BOMBARD 
男 2世 アメリカ 北米沖縄県人会

又吉 ま り こ リン
21 

叫IKO LYN MA TA YOSHI 
女 2世 北カリフ ォ ルニア 沖縄県人会
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-- -
海外参加者名 簿

1 9  尚 田 シャンテル 真 由 美
CHANTELLE MA YUMI TAKATA 女 5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダーエル マ コ ト バンバ ード
20 男DANIEL MAKOTO BOMBARD 

2世 北米沖縄県人会
＇ 

又 吉 まり こ リン
21 叫KO LYN MATAYOSHI 女 2世 北カリフ ォ ルニア沖縄県人会

りェッ トセル ミ ッシェル ケイ］
22 女MICHELLE KEIKO WHETSELL 

2世 ワシン ト ン州 沖縄県人 クラブ

デ ィ ヨ アレン シュ）しうイン
23 男DALE ALLEN SCHLEHLEIN ill 

3 世 中 西部沖縄県人会

アシュレイ 紀子 シャンJース
中 アメリカ

24 ASHLEY KIKO SHANKLES 女 2世 ニューメキシコ 沖縄県人会

イーアン トーマス タ
令
グ うス

25 IAN THOMAS DOUGLAS 男 3 世 ニュー ヨ ー ク沖縄県人会

フ ェ ング フ ー 美花
26 MIKA LEILANI FENGLER 女 2世 ア ト ランタ沖縄県人会

アーシリー ア ）レック シング ル トン
27 ASHLIE BROOKE SHINGLETON 女 3 世 ジャ ク ソ ンビル沖縄県人会

クリス ト77ー シ
キ
ェ7 ')- I 卜

令
リース

ャ

28 男CHRISTOPHER JEFFREY EDWARDS 
2世 ミ シガン沖縄県人会

29 
l＼

゜
ターリン アン ド リ ュ 義輝

ANDREW YOSHIKI PATTERSON 男 2世 バンクー バ ー 沖縄県友愛会

比嘉 史
カナ ダ

30 NICHOLAS CHIKASHI HIGA 男 2世 ト ロン ト 球陽会

3 1  
7

キ
うイアン メ ヒア ヤキテン

男YAQUITEN BRYAN MEJIA 
3 世 フィ リピン フィ リピン沖縄県人会

32 比嘉 麻耶
MAYA HIGA 女 2世 マレーシア マレーシア沖縄会

33 
石垢 幸夫

SACHIO LUCIAN ISHIGAKI 男 2世

34 
石垣 優児

イギリス イ ギリス沖縄県人会

YUJI ISHIGAKI 男 2世

海外引 率者名 簿
名 性別 世代 国名 県人会名

1 与儀 上原 昭雄
AKEO UEHARA YOGUI 男 2世 ブラジル ブラジル沖縄県人会

2 
譜久原 アン トこオ

FUKUHARA ANTONIO 男 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

3 
イ ノ ウエ 悦子

女ETSUKO INOUE 
2世 ボリビア ボ リ ビア沖縄県人会

4 
7 ,)I夕 7ォンテ 伊波

女JULIET A FONTE IHA 
3 世 キュー バ キュー バ沖縄県人会

5 ヅ ャネッ ト 亜希子 山 内
JANET AKIKO YAMAUCHI 女 2世 アメリカ 北米沖縄県人会

6 
上原 さや か

SAY AKA UEHARA 女 1 世 アメリカ ニュー ヨ ー ク沖縄県人会
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I 平成1 7年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加者名 簿
氏 名 年齢 性別

1 具 志 堅 靖 知 GUSHIKEN YASUTOMO 14  男

2 城 間 ひ かる SHIROMA HIKARU 14  女

3 伊 地 侃 海 ICHI TADAMI 14  男

4 又 士 奈 保 子 MA TA YOSHI NAOKO 14  女ロ

5 金 城 千 守- KINJO CHIHIRO 1 6  女

6 幸 地 長 治 KOUCHI CHOUJI 1 6  男

7 金 城 エリナ KINJO ERINA 1 7  女

8 大 城 奈 々 OSHIRO NANA 1 7  女

， 玉 城 美 優 TAMAKI MIYU 1 8  女

1 0  山 城 木ロ 奈 YAMASHIRO ANNA 1 6  女

1 1 宇 根 あ み 菜 UNE AMINA 1 7  女

1 2  大 城 李 理 子 OSHIRO RIRIKO 1 5  女

1 3 斉 藤 愛 里 SAITO AIRI 1 6  女

14  又 士 扶 MA TA YOSHI TASUKU 1 7  男ロ

1 5  上 原 麻 衣 UEHARA MAI 1 5  女

1 6  小 那 覇 祥 子 ONAHA SHOKO 1 6  女

1 7  番 園 亨 BANZONO TORU 1 6  男

1 8  翁 長 琴 乃 ONAGA KOTONO 1 7  女

1 9  伊 良 部 夏 美 IRABU NA TSUMI 1 8  女
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A 子 校 名

沖縄市立 コ ザ中学校

那覇市立石嶺中学校

与那原町立与那原中学校

石垣市立伊原間中学校

北部工業高等学校

名護高等学校

読谷高等学校

具志川高等学校

具志川高等学校

普天間高等学校

浦添高等学校

那覇高等学校

那覇国際高等学校

那覇国際高等学校

小禄高等学校

豊見城高等学校

糸満高等学校

久米島高等学校

宮古工業高等学校



海外参加者名 簿
氏 名

1 ． 大城 直 美 マヤ フ
MAY ARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

2 
宮城 明子 ベア ト リス

BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO 

3 
川 波 エ ンリッケ ケ ン ジ

HENRIQUE KENJI  KAWANAMI 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
1 0  

1 1  

1 2 

1 3 

14  

1 5  

1 6  

屋宜 官広 アレハ ンドロ
ALEJANDRO DANIEL YAGI 

岸本 ユカリ
YUKARI KISHIMOTO 

仲里 国頭 エ ミ カロリ ナ
EMY CAROLINA NAKASA TO KUNIGAMI 

亀 甲 亀 甲 た か し アレハ ンドロ
TAKASHI ALEJANDRO KAMEGO KAMEKO 

親川 千草 カサ ンドフ
CHIGUSA CASANDRA OYAKAWA 

ジャ ン ― ブ フ ジル
JANNY BRASIL TAMASHIRO 

ヤマシロ ミ ッシェル
MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO 

イタリアー ノ チャ ンス ケ ンイチ
CHANCE KENICHI IT ALIANO 

イ ー ズリ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シャ
MCKENNA VIKASHAA EASLEY 

フッ クエル 笑 美 コ ンドン
RAQUEL EMI CONDON 

ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シ ア ワ ー ル タ ー ズ
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS 

ジョ ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ
JORDAN KAMIO SA WADA 

ジ ャ ス ミ ン マ リ ド フ レ ド デ ヘ ス ス
JASMINE MARIE DE JESUS 

1 7 ゴ ンザレス 優子 エリザベス
YUKO ELIZABETH GONZALES 

海外引 率者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

氏 名
松堂 忠顕

CHUKEN MA TSUDO 
新里 ファビアナ カルメ ン

F ABIANA CARMEN SHINZA TO 
安座間 喜屋武 シ ェ イ フ パ ト リ シ ア
SHEILLAH PA TRICIA AZAMA KIY AN 

牧志 啓和
HIROKAZU MAKISHI 

伊敷 久子
HISAKO ISHIKI 

性月IJ 世代 国名 県 人 会 名

女 2 世
ブラジル沖縄県人会

女 3 世 ブラジル

男 3 世 カ ンポグラ ンデ沖縄県人会

男 3 世
アルゼ ンチ ン 在亜沖縄県人連合会

女 1 世

女 4 世
ペルー ペルー 沖縄県人会

男 3 世

女 3 世
ボリビア ボリビア沖縄県人会

女 3 世

女 4 世 北米沖縄県人会

男 1 世 ュタ州 沖縄県人会

女 2 世 アメリカ ワシン ト ン D C 沖縄県人会

女 3 世 イ ンディ アナ 沖縄県人会

男 3 世 フロリダ沖縄県人会

男 4 世 カナ ダ レス ブリッジ沖縄県人会

女 3 世 フィ リピ ン フィ リピ ン沖縄県人会

女 2 世 イギリス イギリス沖縄県人会

性別 世代 国名 県人会名

男 1 世 ブラジル ブラジル沖縄県人会

女 2 世 アルゼ ンチ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

男 1 世 アメリカ ュタ州 沖縄県人会

女 1 世 イギリス イギリス沖縄県人会
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， ―-

平成1 6年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別 邑子 校 名

1 棚 原 琴 希 TANAHARA KOTOKI 14  女 宜野湾市立宜野湾 中 学校

2 糸 数 禾
木

LJ 乃 ITOKAZU RINO 1 3  女 那覇市立小禄中学校

3 国 吉 美 樹 KUNIYOSHI MIKI 1 4  女 久米 島町立具志川 中 学校

4 高 原 茉 奈 TAKAHARA MANA 1 4  女 平良市立平良 中 学校

5 前 上 里 李 衣 奈 MAEUEZA TO LIINA 1 3  女 石垣市立伊原 間 中学校

6 幸 地 美 琴 KOUCHI MIKOTO 1 7  女 名護高等学校

7 平 良 槙 子 TAIRA MAKIKO 1 7  女 石 川 高 等学校

8 小 谷 仁 人 KOT ANI KIMIHITO 1 7  男 石川 高等学校

， 池 原 春 奈 IKEHARA HARUNA 1 8  女 読谷高等学校

1 0  又 士 毅 MA TA YOSHI TAKESHI 1 7  男 美里高等学校ロ

1 1 上 原 唯 UEHARA YUI 1 8  女 球陽高 等学校

1 2  崎 濱 優 希 SAKIHAMA YUUKI 1 8  女 与勝高等学校

1 3  沖 士 ハ ン ナ OKIYOSHI HANNA 1 6  女 普天間高等学校ロ

1 4  運 天 美 里 UNTEN MISA TO 1 6  女 首里高等学校

1 5  久 銘 次 美 奈 江 KUMEJI MINAE 1 6  女 那 覇 国 際高等学校

1 6  謝 敷 エ ミ リ ー JASHIKI EMILY 1 6  女 那 覇 国 際高等学校

1 7  金 城 の ぞ み KINJOU NOZOMI 1 7  女 那覇西高等学校

1 8  許 田 卓 史 KYODA TAKAFUMI 1 8  男 興南高等学校

1 9  金 憲 禎 KIM HUNJUNG 1 6  男 沖縄 尚学高等学校

20 細 田 愛 HOSODA MANA 1 5  女 豊見城高等学校
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海外参加 者 名 簿
氏 名 性月IJ 世代 国名 県 人 ム 名云

比嘉 理恵 デボ フ
1 

DEBORA LIE HIGA 
女 3 世

2 
知念 まゆ み ク リスチーナ

ブラジル沖縄県人会

CRISTINA MA YUMI CHINEN 
女 2 世 プラジル

3 
城間 ロドリー ゴ シゲイロ

RODRIGO SHIGUEIRO SIROMA 
男 3 世 カンポグランデ沖縄県人会

4 
又吉 アンドレス

MATAYOSHI ANDRES PABLO 
男 3 世

米須 ノ ルマ ビル ヒ — ァ
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

5 女 3 世
KOMESU NORMA VIRGINIA 

6 
エス コ バル 伊礼 ジョアナ エ ッ コ

ESCOBAR YREY JOHANNA ETSUKO 
女 4 世

比嘉 シンボ エリッ ク ハ ビ エル
ペル ー ペル ー 沖縄県人会

7 
HIGA SHIMBO ERIC JAVIER 

男 3 世

8 中 村 稲嶺 真 由 美
NAKAMURA I N  AMINE MA YUMI 

女 2 世

新拍 サ ト ル
ボリビア ボリビア沖縄県人会

， 男 2 世
ARAKAKI SA TORU 

1 0  
サユリ ゴンザレス ナカ ソ ネ

女
GONZALEZ NAKASONE SAYURI 

3 世 キュー バ キュー バ沖縄県人会

1 1  
ミ ッシェル ミ ヨ リ パ ス

PANIS MICHELLE MIYORI 
女 3 世 沖米沖縄県人会

ウ ィ リアム ウ ォ ルター ス ト レリー

1 2 
STRALEY WILLIAM WALTER 

男 2 世 ペンサ コ ーラ沖縄県人会

コ フ オ ク リスタル
1 3 

CORRAO CRYSTAL MARIE 
女 2 世 アメリカ シカゴ沖縄県人会

新城 アン ト ニ 大陸男
14 

ARASHIRO ANTHONY MUTSUO 
男 2 世 サンディ エ ゴ沖縄県人会

1 5  
ジ ェ シー ・ マイ カ イ ア オ ア カ マ ラ ー ・ ホ リ
HORI JESSIE MAI KAIAO A KAMALANI 

女 4 世 ハ ワイ沖縄連合会

1 6  
喜久川 可奈

KIKUKAWA KANA 
女 1 世 カナ ダ バン ク ー バー 沖縄県友愛会

1 7 レンド ジ ャ ン ボ ファショ
BONIFACIO RHEND JAN 

男 3 世 フィ リピン フィ リピン沖縄県人会

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国名 県人会名

1 与儀 上原 昭雄 男 2 世 ブラジル ブラジル沖縄県人会
2 新垣 アリエル 男 2 世 アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会
3 松 田 美津江 女 2 世 ペル ー ペル ー 沖縄県人会
4 ミ ュキ イ ト カズ モラレス 女 3 世 キュー バ キュー バ沖縄県人会
5 光江 上原 コ ーチ 女 1 世 アメリカ シカゴ沖縄県人会
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I 平成1 5年度 県 内 参加 者名簿 ＿ 1 
県 内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 呂子 校 名

1 宮 本 詩 織 Miyamoto Shiori 1 2  女 港川 中学校

2 島 袋 希 Shimabukuro Nozomi 1 5  女 首里 中学校

3 山 城 貴 徳 Yamashiro Takanori 14  男 糸満中学校

4 比 屋 根 安 尚 Hiyane Yasunao 1 3 男 南 星 中学校

5 長 嶺 ー 司 Nagamine Kazushi 1 3 男 南 星 中学校

6 古 波 蔵 直 子 Kohagura Naoko 14  女 南 星 中学校

7 比 嘉 淳 子 Higa Junko 1 8  女 八重山農林 高等学校

8 吉 村 処ザ ザ幸 Yoshimura Sonoka 1 7  女 読谷高等学校

， 高 良 南 Takara Minami 1 8  女 球陽 高等学校

1 0  玉 城 幸 Tamaki Miyuki 1 7  女 浦添高等学校

1 1  安 次 富 紗 綾 香 Ashitomi Sayaka 1 6  女 浦添商業高等学校

1 2  比 嘉 こ な み Higa Konami 1 7  女 首里 高等学校

1 3 安 里 み ち ょ Asato Michiyo 1 7  女 首里東高 等学校

14  新 垣 怜 子 Arakaki Reiko 1 7  女 那覇高等学校

1 5  新 崎 奈 央 Arasaki Nao 1 7  女 那覇高等学校

1 6  前 田 那 美 子 Maeda Namiko 1 8  女 那覇国 際高等学校

1 7  大 本 紗 哉 Ohmoto Saya 1 6  女 那覇国 際高等学校

1 8  金 城 美 菜 Kinjo Mina 1 7  女 那覇商業高等学校

1 9  大 城 桃 香 Oshiro Momoka 1 6  女 沖縄尚学高等学校

20 真 栄 城 智 恵 美 Maesiro Chiemi 1 6  女 沖縄 尚学高等学校

2 1  稲 福 陽 香 Inafuku Haruka 1 5  女 興南高等学校

22 村 吉 梨 華 子 Murayoshi Rikako 1 5  女 興南高等学校

県外 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 金 城 幸 代 Kinjo Sachiyo 1 5  女 兵庫県立宝塚私立高 司 中 学校

2 上 原 勝 也 Uehara Katsuya 1 7  男 兵庫県立宝塚高等学校

3 小 山 奈 未 Koyama Nami 1 8  女 日本福祉大学附属高等学校
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I 平成 1 5年度 海外参加 者 名 簿 - -] 

海外参加 者 名 簿
氏 名

新城 真 由 美1 Monica Mayumi Arashiro 
仲村 カ ロ リー ナ み ど り2 Carolina Midori Nakamura 

新里 チエ ミ アンネ3 Anne Thiemy Suzuki Shinzato 
井 口 セシリア ミ ドリ4 Iguchi Cecilia Midori 

諸喜 田 マリネ5 Shokida Marine 
仲本 山 城 ダーエ フ6 Nakamoto Y amagusuku Daniella 

渡慶次 山 城 マリア ガ ブリエ フ
7 Tokeshi Y amagusuku Maria Gabriela 

神谷 ナオ ミ8 Kamiya Pedraza Naomi 
比嘉 浩—

， Higa Koji 

1 0  ア レ マ ン レ オナル ド ホルヘ エルネス ト
Aleman Leonard Jorge Ernesto 

キャサレン アー ヌ シロ マ11 Katharine Anne Shiroma 
タイ ジン コ バシガ ワ12 Ty Jin Kobashigawa 

玉城 由 美1 3  Tamashiro Yumi 
柳 田 コ リン タケシ1 4  Yanagida Colin Takeshi 
アシュリー フリッ ク1 5  Ashley Frick 
仲原 オリバ ー 竜 司1 6  Nakahara Oliver Ryoji 

ディ ナマエ エ ロ イ リ エ ゴ1 7 Llego Dinahmae Erny 

1 パ ト リシア レジー ナ ノ セ ダ ロペス8 Lopez Patricia Resyna Noceda 
レドナ ジ エ ーファー 祐紀1 9  Redona Jennifer Yuki 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 屋富祖 正一

2 安座間 平敷 ファン 喜勝
3 比嘉 次雄
4 上 間 大兼久 ホルヘ
5 タ ラ ンティ ニ 裕子 伊波
6 曽 野 知雄
7 島袋 カオル ネイディ ー

8 ア セ ルデ ン マ リ ア コ ラ ソ ン エバ ンヘ リ オ
， 奥濱 レドナ 悦子

性別 世代 国名 県 人 会 名

女 3 世
ブ ラ ジル沖縄県人会

女 2世 ブ ラ ジル

女 3 世 カンポグ ラ ンデ沖縄県人会

女 3 世
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世

女 3 世
ペル ー ペル ー 沖縄県人会

女 3 世

女 2世
ボリビア ボリビア沖縄県人会

男 2世

男 4 世 キュー バ キュー バ沖縄県人会

女 4 世
ハ ワイ沖縄県人会

男 4 世

女 2世 アメリカ 北米沖縄県人会

男 2世 ワシン ト ン州 沖縄県人会

女 3 世 ニュー ヨ ー ク沖縄県人会

男 2世 カ ナ ダ カルガリー 沖縄県人会

女 3 世
フィ リピン フィ リピン沖縄県人会

女 3 世

女 3 世 アメリカ グアム沖縄県人会

性別 世代 国 名 県人会名
男 1 世 ブ ラ ジル カンポグ ラ ンデ沖縄県人会
男 3 世 ペル ー ペル ー 沖縄県人会
男 1 世 ボリビア ボリビア沖縄県人会 ，
男 2世 キュー バ キュー バ沖縄県人会
女 1 世 北米沖縄県人会
男 2世 アメリカ ニュー ヨ ー ク沖縄県人会
女 2世 ハ ワイ沖縄県人会
女 2世 フィ リピン フィ リピン沖縄県人会
女 アメリカ グアム沖縄県人会
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［ 
一

平成1 4年度 県 内 参加 者 名 簿
—

- |  
県 内 参加者名簿

氏 ‘ 名 年齢 性別 序子 校 名

1 宮 里 ー甜尿， 哉 Ryoya Miyazato 1 5  男 名護市立大宮 中 学校

2 奥 間 友 里 恵 Yurie Okuma 14  女 金武町立金武 中 学校

3 興 那 城 美 姫 乃 Mikino Yonashiro 1 2  女 沖縄市立安慶 田 中学校

4 伊 良 波 美 Kazumi Iraha 14  女 沖縄市 立 山内中 学校

5 嘉 数 真 菜 Mana Kakazu 1 3  女 浦添市立浦西 中 学校

6 比 嘉 麻 臣 Asami Higa 1 3  女 那覇市立松城中 学校

7 平 敷 綾 Aya Heshiki 1 5  女 那覇市立小禄 中学校

8 山 城 信 裕 Nobuhiro Yamashiro 14  男 与那原町立与那原 中 学校

， 杉 山 星 河 Seika Sugiyama 1 2  女 豊見城市立伊 良波 中 学校

1 0  ) I I 平 之 Kazuyuki Kawahira 14  男 城辺町立福嶺 中 学校

11 宮 城 聖 里 香 Serika Miyagi 1 7  女 辺土名高等学校

1 2  大 城 奈 津 紀 Natsuki Ohshiro 1 6  女 石川高等学校

1 3  山 城 夢 乃 Yumeno Yamashiro 1 5  女 美里高等学校

14  宮 里 あ す か Asuka Miyazato 1 7  女 宜野湾高等学校

1 5  嵩 本 哲 也 Tetsuya Takemoto 1 6  男 西原高等学校

1 6  西 筋 理 奈 Rina Irisuji 1 5  女 那覇高等学校

1 7  玉 城 智 佳 Chika Tamaki 1 8  女 沖縄女子短大附属高等学校

1 8  國 場 雄 作 Yusaku Kokuba 1 6  男 豊見城高等学校

1 9  又 士 香 穂 利 Kahori Matayoshi 1 5  女 糸満高等学校ロ

20  石 井 雄 大 Takehiro Ishii 1 7  男 八重 山 高等学校

県外 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 J I  I 崎 麻 奈 美 Mana.mi Kawasaki 1 3  女 鶴見 中学校

2 金 城 香 奈 Kana Kinjo 1 3  女 鶴見 中学校

3 興 那 嶺 美 香 Mika Yonamine 1 2  女 大阪市立天下茶屋 中 学校

4 糸 洲 久 美 子 Kumiko Itosu 1 7  女 明浄学院高等学校
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I 平 成1 4年度 海外参加 者 名 簿 I 

海外参加 者 名 簿
氏 名 性別 世代 国名 県 人 会 名

1 当 間 嗣栄 マウリシオ
男 4 世Mauricio Shiei Touma ブラ ジル

2 尚 良 グラウシャ ネンシー
女 3 世 プラ ジル 沖縄県人会

Glaucia Nency Takara 

3 志良堂 ジャケリネ
女 4 世 カンポグランデ

JacQueline Shirado 沖縄県人会

4 米須 ト マス
男 2世Tomas Komesu 在亜沖縄県人

島袋 エリアーナ ビル ヒ ーニア
アルゼンチン 連合会5 Eliana Virginia Shimabukuro 女 3 世

6 広 中 山城 ルイス フ ェ ルナンド
男 4 世Luis Fernando Hironaka Y amagusuku ペルー

ゴンザレス 平良 ハイメ
ペルー

沖縄県人会7 Jaime Gonzales Taira 男 3 世

8 仲里 秋奈 女 2世Akina Nakazato ボリビア
ロニー ヴ ェ レス 真栄城 ボリビア 沖縄県人会

， Rony Velez Maeshiro 男 3 世

1 0  ナリマン ピ ー ニャ フ ォ ンテ
女 4 世 キュー バ キュー バ

Narryman Pina Fonte 沖縄県人会

1 1 清本 ・ 伊舎良 マッシュー 誠 男 4 世Matthew Makoto Kiyomoto-Isara ハ ワイ

12 伊 良 波 クリス ト ファー マイケル
男 4 世

沖縄県人会
Christopher Michael Iraha 

1 3  比嘉 クリスティ ン ミ ヨ シ
女 4 世 北米

Cristan Miyoshi Higa 沖縄県人会
バウチャー 飛鳥

アメリカ
ワシン ト ン D.C.1 4  Asuka Christine Boutcher 女 2世 沖縄会

1 5  ジ ョナ サン サンダ ース
男 3 世 ア ト ランタ

Johnathan David Saunders 沖縄県人会

1 6  ジ ョセフ リー バザード
男 3 世 北加

Joseph Lee Buzzard 沖縄県人会

1 7  藤 田 エリザベス 由 利子 女 2世 カナ ダ ト ロン ト
Elizabeth Yuriko Fujita 球陽会

1 8  ミ シェ ル アベ ダニア ペベニ ト
女 3 世Michelle Abedania Pebenito フィ リピン

ジ ョネロベス コ メロス イグナシオ フィ リピン 沖縄県人会1 9  Jonerobeth Comeros Ignacio 女 3 世

20 照屋 なつ 子 女 2世 シンガポ ール 星琉会Natsuko Teruya 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国名 県人会名

1 具志堅 ジ ーナ 美千代 女 2世 ブラ ジル ブラ ジル沖縄県人会
2 新里 ダニエル エス丁バン 男 2世 アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会
3 赤嶺 光弘 男 1 世 ペルー ペルー 沖縄県人会
4 エステル タマキ ト ーレス 女 3 世 キュー バ キュー バ沖縄県人会
5 呉屋 君子 女 1 世 アメリカ 北米沖縄県人会
6 大城 順市 男 1 世 北加沖縄県人会
7 藤 田 み ど り 女 1 世 カナ ダ ト ロン ト 球陽会
8 エスプ ーラ アレホ アドルフ ォ 女 2世 フィ リピン フィ リピン沖縄県人会
， 橋本 真理 女 1 世 シンガポ ール 星琉会
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I 平成1 3年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加者名 簿
氏 名 学年 性別

1 知 名 倫 子 Rinko China 小学 4 年 女
2 仲 田 尚 仁 Naohito Nakada 小学 4 年 男
3 又 土 椎 菜 Shiina Matayoshi 小学 5 年 女ロ

4 平 良 久美子 Kulniko Taira 小学 5 年 女
5 仲 本 達 郎 Tatsuro Nakalnoto 小学 5 年 男
6 新 垣 史 織 Shiori Arakaki 小学 5 年 女
7 目 取真 輔 Tasuku Medoruma 小学 5 年 男
8 城 間 祥 大 Shoudai Shiroma 小学 6 年 男， 照 屋 寛 佳 Hiroyoshi Teruya 小学 6 年 男
1 0 玉 城 匠 Takumi Talnaki 中 学 1 年 男
1 1  知 ..A. バ-ン-9ヽ 鈴 奈 Suzuna Chinen 中 学 1 年 女
1 2 仲 間 良 成 Yoshinari Nakama 中 学 1 年 男
1 3 牧 山 禾

フ
lj 紗 Risa Makiyama 中 学 1 年 女

14 仲 程 祐 介 Yusuke Nakahodo 中 学 1 年 男
1 5 成 底 徹 Toru Narisoko 中 学 1 年 男
1 6 仲 里 杉で 夏 Ayaka Nakazato 中 学 1 年 女
1 7 屋嘉比 梢 Kozue Y akabi 中 学 1 年 女
1 8 玉 城 杉で／ 衣 Ai Tarnaki 中 学 1 年 女
1 9 松 本 佳 子 Yoshiko Matsulnoto 中 学 1 年 女
20 東 江 真理子 Mariko Agarie 中 学 2 年 女
2 1 与那嶺 悠 Haruka Yonamine 中 学 2 年 男
22 古 謝 ち ひ ろ Chihiro Koja 中 学 2 年 女
23 比 嘉 紗 ザ田 Sanae Higa 中 学 2 年 女
24 仲 程 若 菜 W akana Nakahodo 中 学 2 年 女
25 平 田 ． 郎 Y oshiro Hirata 中 学 2 年 男ロ

26 比 嘉 杉ゞ 賀 Ayaka Higa 中 学 2 年 女
2 7  比 嘉 亜 樹 A屈 Higa 中 学 2 年 女
28 古 堅 葵 Aoi Furugen 中 学 3 年 女
29 佐久川 俊 介 Shunsuke Sakugawa 中 学 3 年 男
30 謝 花 千 夏 Chinatsu J ahana 中 学 3 年 女
3 1 普天間 樹 Kazuki Futenma 中 学 3 年 男
32 玉那覇 優 香 Yuka Tamanaha 中 学 3 年 女
33 宮 城 鮎 子 Ayuko Mayagi 中 学 3 年 女
34 高 田 真奈美 Manami Takada 高校 1 年 女
35 翁 長 里 美 Satomi Onaga 画 校 1 年 女
36 上 原 恵理佳 Erika Uehara 尚 校 1 年 女
3 7  与那覇 恵 禾

木
l j Eri Yonaha 尚校 1 年 女

38 徳 里 麗 華 Reika Tokuzato 高校 1 年 女
39 中 村 晴 枝 Harue Nakamura 尚 校 1 年 女
40 伊 計 美 希 Miki Ikei 尚校 2 年 女
4 1 仲宗根 智 世 Tomoyo Nakasone 尚 校 2 年 女
42 佐久田 智 世 Tomoyo Sakuda 高校 2 年 女
43 J I  I 口 真 未 Marni Kawaguchi 高校 2 年 女
44 池 原 理 Riichi Ikehara 尚校 2 年 男
45 宝蔵寺 祐 司 Yuji Hozoji 尚校 2 年 男
46 仲 間 明 奈 Akina Nakama 高校 3 年 女
47 余9 ,  畑 美 加 Mika Chabata 高校 3 年 女
48 新 崎 舞 Mai Arasaki 高校 3 年 女
49 比屋根 恵 美 Megumi Hiyane 尚 校 3 年 女
50 真 謝 絵 美 Emi Maja 高校 3 年 女
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学 校 名
宜 野 座 小 学 校
南 風 原 小 学 校

漢 那 小 学 校
志 真 志 小 学 校

城 西 小 学 校
知 念 小 学 校
北 玉 小 学 校
若 狭 小 学 校
城 南 小 学 校
コ ザ 中 学 校
伊 江 中 学 校
越 来 中 学 校
沖 縄 尚 学 中 学 校
古 蔵 中 学 校
港 川 中 学 校
知 念 中 学 校

東 風 平 中 学 校
那 覇 中 学 校
那 覇 中 ， 学 校
伊 江 中 学 校

伊 良 波 中 学 校
嘉 手 納 中 学 校

鏡 が 丘 養 護 学 校
古 蔵 中 学 校
佐 敷 中 学 校
松 城 中 学 校
興 南 中 学 校
安 田 中 学 校
沖 縄 尚 学 中 学 校
宮 里 中 学 校
小 禄 中 学 校

西 原 東 中 学 校
西 原 東 中 学 校
小 禄 高 等 学 校
小 禄 高 等 学 校

昭和薬科大学附属 高 等学校
石 川 高 等 学 校
石 川 高 等 学 校

那 覇 国 際 高 等 学 校
宮 古 高 等 学 校

宮 古 農 林 蘭 等 学 校
宮 古 農 林 高 等 学 校

首 里 東 高 等 学 校
普 天 間 高 等 学 校
普 天 間 高 等 学 校

宮 古 高 等 学 校
小 禄 尚 等 学 校
小 禄 高 等 学 校

南 風 原 高 等 学 校
名 護 高 等 学 校



---||| 

海外参加者名 簿
氏 名 性別 国 名 県 人 会 名 弓 I 率 者

1 与儀 エリカ
女ERIKA YOGI 

2 
太 田 ヂオゴ

男DIOGO TAKAKE OTA 

3 
知花 ムリロ

男MURILLO CHIBANA 
ブラ ジル ブラ ジル沖縄県人会 松堂 ひ ろ み

4 諸見里 春美 女KARINEHARUMI MOROMIZA TO 
崎 間 ビ ク ト ル 達 由 鯉

男5 VICTORT A TSUYURI SAKIMA 

6 宮里 昌 宏
男MARCELO MASAHIRO MIY AZA TO UETA 

7 宮城 ガス ト ン
男GASTON MIY AS印RO

比嘉 フェルナルド
男8 FERNANDO EZEQUIEL HIGA 

アルゼ ンチ ン 在亜沖縄県人連合会 安里エス テ ラ ア レハ ン ド ラ
玉那覇 ノ ルベル ト

男， NORBERTO TAMANAHA 
大城 ノ エリア

女1 0  NOELIA OSHIRO 

1 1 伊芸 ヘ フルド
男GERALDO IGEI KOHATSU 

亀 甲 マサル
男1 2  MASARU ARTURO KAMEGO ペルー 沖縄県人会 仲宗根 吉修ペルー

1 3 山城 イサベル
女ISABEL YAMASHIRO NAKACHI 

14  比嘉 盛繁
男HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

1 5  比嘉 恵理子 女ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

1 6  大城 ーカリ
女NIKARI OSHIRO MURARA 

ボリビア ボリビア沖縄県人会 安谷屋 敬
中 田 弘喜 男1 7  FERNANDO HlROKI NAKATA 

1 8  仲村 美恵子 女MIEKO NAKAMURA SOKEI 

1 9  仲村 ミ ツオ
男JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 

メキシコ メキシコ 沖縄県人会 中村 イ ルマ ヌ ネ ス
20  仲村 ヤス ヒ ロ

男YASUHIRO NAKAMURA OROZCO 

2 1  島 田 バグネル 和良
男WAGNER KAZUYOSHI SHIMADA 

ブラ ジル カ ンポグラ ンデ沖縄県人会 具志堅 弘
22 具志堅 ノ ブユキ

N 男ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKE 
古謝 景士 男 ベ ネ ズエ ラ ベ ネ ズエ フ 沖縄県人会 古謝 い そえ23  RAUL KEISHI KOJA 

宜保 亜 由 美 カレン
女24 A YUMI KAREN GIBO 

カナ ダ バ ン ク ー バー沖縄友愛会 仲宗根 功
25 嶺丼 真実

女MELISSA MAMI MINEI 
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海外参加者名簿

26 金城 茜
MARGARET AKANE KINJO 女

27 目 取真 ジャネル ミ ホ コ カナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会 浦崎 ジョー ジ

JANELLE MIHOKO MEDORUMA 女

28 玉栄 チャ ルズ
CHARLES MASA TOMO TAMAE 男 北米沖縄県人会

29 ジョセフ ジョーンズ - ‘ 

JOSEPH FREDRIC JONES 男 サ ンデ ィ エゴ 沖縄県人会 即 田 洋子

30 ブ フイァン テイビス
（北米沖縄県人会）

BRYAN KIYOSHI DA VIS 男 ユタ州 沖縄県人会

3 1  デイビッ ト レイモンド
DAVID RICHARD RAYMOND 男 ワ シ ン ト ン沖縄県人会 ク ラ ブ ト シコ バ ー ト リ ー

32 ア リ シア 恵子 ブレンズ
ALICIA KEIKO BERENZ 女 ンカ ゴ沖縄県人会

3 3  丁イル リ チャー ズ
DALE KAORU RICHARDS 男 遊友会

34 丁イファ ー フィ ドフ ー

TIFF ANY FIEDLER 女 オハイオ 沖縄友 の 会 、

3 比嘉 龍児
洋子 サンダ リ ン

5 
RYUJI HIGA 男 米国東海岸沖縄県人ム云 （シカ ゴ沖縄県人会）

36 落合 北斗
HOKUTO CREIG OCHIAI 男 アメ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

3 7  ロバ ー ト ファンチェス
ROBERT JAMES FUNCHES 男 ワ ノ ノ ト ン D C 沖縄県人会

38 ケイ フ ケンプ
KAYLA RENEE CAMP 女 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

39 アンディ ー フイダー

ANDY KIYOSHI RIDER 男 D FW 沖縄県人会

40 キム ビセッ ト
KIM BISSETTE 女 ジヤク ソ ン ビル沖縄県人会

マイケル ハ ー カ ー
ルイ ス 高江洲 佳代子

41 MICHAEL ALAN HARKA 男 フ ェ イ エ ッ ト ビル沖縄県人会
（ア ト ラ ン タ 沖縄県人会）

42 ク リ スタル ス ワン ソ ン
CRYSTAL LYNN SWANSON 女 ヘ。 ノ、 サ コ ー ラ 沖縄県人会

43 丁レサ マ リ コ モ ー ト ン
TERESA MARIKO MORTON 女 フ ロ リ ダ沖縄掲友会 （ が じ ま る会）

44 ク リ ス ト ファー ポ ー プ イ ン
CRISTOPHER PORTIN 男 グアム沖縄県人会 引 率者無し

45 マ リ ア ジェイ リ ン ディ キア ッ コ
MA JA YL YNC. DIQUIA TCO 女

46 チ ヨ ミ サンタロー サ ランセス
CHIYOMI ST A ROSA RANCES 女 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 ト ヨ コ 照屋 エ リ セ オ

47 嶋崎 妙恵美
T AEMI SHIMAZAKI 女

48 知念 賢吾
KENGO CHINEN 男 フ フンス フランス沖縄県人会 知念 睦子

49 石坦 優児
YUJI JOE ISHIGAKI 男 イギ リ ス イギリス沖縄県人会 石垣 栄康

50 松川 ルカ
LUCA TOM MUSASHI MA TSUKA WA 男 ド イ ッ ドイ ツ沖縄県人会 松川 カ
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1 知 事 表 敬 式 次 第 I 

日 時 ： 平成 2 0 年 7 月 2 3 日 （水）

場所 ： 県庁 1 階 県民ホ ー ル

司 会 ： 大城 慎幸 （交流推進課長）

8 : 4 5 

8 : 4 7 

8 : 5 0 

9 : 0 0 

9 : 0 5 

開 会 司会

参加者紹介 司会

歓迎の挨拶 沖縄県知事 仲井 慎 弘多

（代読 ： 副知事 安里カ ツ子）

参加者代表挨拶 海外参加者代表

山城 清光昭 ブ レ ッ ト

（ カ ルガ リ ー オ キ ナ ワ ン ク ラ ブ）

県内参加者代表

宮里 明衣子

（伊江 中 学校）

閉 会 司会

写真撮影 （ 中 庭）
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I ゥ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 式 次 第 I 

日時 ： 平成2 0 年 7月22日（火）18 : 30 ,..._.,  20 : 00 

場所 ： か んぽレクセンター 4 F 研修室

1 8 : 3 0 

1 8 : 3 2 

1 8 : 3 7 

1 8 : 4 0 

開 会

歓迎の挨拶 沖縄県観光商工部参事監兼観光交流統括監

松本 真 一

宣 誓 ボリビア沖縄県人会

島袋 里菜

乾杯の音頭 沖縄パンアメリカン連合会

会長 大山 盛稔

食事・懇談

1 9 : 3 0 余 興

1 9 : 3 0 グ工 手

1 9 : 3 5 ギター

1 9 : 4 5 琉球舞踊 「鳩間 節」
1 9 : 5 0 笛

2 0 : 0 0 終 了

司会 ： ジュニアスタディ ー ツアー 6 期 生

池原 ななえ

福里 那央（高江洲 中学校）

池村 愛美（豊見城高等学校）

上運天 クリスティ ー ナアイ（アメリカ）

島袋 里菜（ボリビア）
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「
一 ー

さ よ な ら パ ー テ ィ ーー 式 次 第 I 

1 6 : 0 0 開 会

1 6 : 0 2 乾杯 の 音頭

食事 ・ 懇談

1 6 : 5 0 ピ ア ノ 「K i ss し て 」

1 6 : 5 5 エ イ サ ー 「 ク ダ カ 節」
た い よ う

「太平洋 の風」

1 7 : 0 0 歌 「Hoy （今 日 ） 」

1 7 : 0 5 タ ン ゴ

1 7 : 1 0 エ イ サ ー 「 神 々 」

1 7 : 1 5 エ イ サ ー演舞

1 7 : 2 0 合唱 「 島 ん ち ゅ の 宝 」

1 7 : 3 0 カ チ ャ ー シ ー 「唐船 ド ー イ 」

～ 終 了 ～

- 9 8  --

司 会

日 時 ： 平成 2 0 年 7 月 2 8 日 （ 月 ）

場所 ： 那覇ぶ ん か テ ン ブス 館

司 会 ： 6 期 • 7 期卒業生

沖縄ブ ラ ジ ル協会

会長 西原 篤 ー

村 田 ゆ う こ （那覇 西高校）

ア レ ク サ ン ダー チ ョ （ ア メ リ カ ）

安座間上地 カ テ リ ネ 直未 （ ペル ー ）

饒平名 さ ゆ り （ ア ルゼ ン チ ン ）

名 城 エ ベ リ ン マルセ ラ

天久 レ ニ ラ 阿 弓 （ ブ ラ ジル）

与那嶺 モ ニ カ 多美 （ ブ ラ ジル）

中 馬 カ ー レ ン 渡慶次 （ ブ ラ ジル）

琉球國祭 り 太鼓

参加者全員

参加者全員



I ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表

A グルー プ B グルー プ C グルー プ

1 新垣 美樹 （女） 村 田 ゆ う こ （女） 玉那覇 祐利香 （ 女）

Miki Shingaki Yuko Murata Yurika Tamanaha 

日本 日本 日本

2 豊里 源 （男） 宮里 明衣子 （女） 福里 那央 （男）

Gen Toyozato Meiko Miyazato Nao Fukuzato 

日本 日本 日本

3 酒井 知奈 （女） 花城 亜紀子 （女） 友利 麻羽 （女）

China Sakai Akiko Hanashiro Mau Tomori 

日本 日本 日本

4 ア レ クサンダー ディ ジン チ ョ ー （男） ウ ィ レ ッ ト ザ ッ ク リ ー （男） 森部 マ ー シ 美幸 （女）

Alexander Dae Jin Cho Wellett Zachary Moribe Marcie Miyuki 

ア メ リ カ ア メ リ カ ア メ リ カ

5 安座間 上地 カ テ リ ネ 直未 （女） 饒平名 さ ゆ り （女） 名城 エベ リ ン マルセ ラ （女）

Azama Uechi katherine Naomi Yohena Sayuri Nashiro Evelyn Marcela 

ペルー ア ルゼ ン チ ン ア ルゼ ン チ ン

6 ヴォこティ クーゼ）キ モルガン 7代1う テレーズ （女） レ ニ ラ 阿弓 天久 （女） 与那嶺 モ ニ カ 多美 （女）

Vonitisi-Zenoki Morgane Fabiella Therese Lenira Ayumi Ameku Yonamine Monica Tami 

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ブ ラ ジル プ ラ ジル

小 出友視 （女） 稲福 紀子 （女） 垣花 輝明 （女）
弓 I

Koide Tomomi Inafuku Noriko Kakinohana Kimei 

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ア メ リ カ ブ ラ ジル
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表

D グル ー プ E グル ー プ

1 宜保 有樹 （男） 池村 愛美 （女）

Yuki Gibo Aimi Ikemura 

日本 日本

2 下門 楓 （女） 豊永 優姫 （女）

Kaede Shimojo Yuki Toyonaga 

日本 日本

3 新城 祥子 （女） 兼城 凛子 （女）

Shoko Arashiro Riko kaneshiro 

日本 日本

4 山城 ブ レ ッ ド （男） ウエウ ンテン ク リ スティ ーナ アイ （女：）

Yamashiro Brett Ueunten Christina Ai 

カ ナ ダ .. ア メ リ カ

5 福里 友理 （女） ダニエル ガルス ィ ア ウエマ （男）

Yuri Fukuzato Daniel Garcia Uema 

マ レ ー シ ア キ ュ ー バ

6 中馬 カ ー レ ン ト ケ シ （女） 島袋 里菜 （女）

Tiguman Karen Tokeshi Shimabukuro Rina 

ブ ラ ジル ボ リ ビ ア

大城 ディ エゴ セバス テ ィ ア ン （男） ロ ベル ト サ ン チ ェ ス タマキ （男）

サ I
Oshiro Diego Sebastian Roberto Sanchez Tamaki 

ア ルゼ ン チ ン キ ュ ー バ
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